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    　　　　序章


    



    　どこかから聞こえてくる小鳥たちの囀さえずりと、頬ほおを撫なでる暖かな風。


    　ミカエル・ザ・サードは、金色の髪を風に靡なびかせながら、天高く聳そびえる大たい樹じゆを見上げた。


    　第七特区で目にした高層ビルよりも遥はるかに高く、頭上に広がる枝葉はドームのように辺り一帯を覆おおっている。


    　だが重苦しい印象は皆かい無むで、薄暗くもない。


    　緑の天てん蓋がいから零こぼれる木こ漏もれ日は、辺りの草原や森、湖や集落を柔らかく照らしていた。


    「──ただいま、母様」


    　ミカエルは大樹を見ながら小さな声で呟つぶやき、白い翼を広げる。


    　助走も跳躍もなく、ミカエルの体はふわりと宙へ浮かび上がった。風は常にミカエルと共に在ある。命じる必要もなく、ただ想おもうだけで応こたえてくれる親友のようなもの。


    　母の〝火〟を受け継げなかったことに悩んだ時期もあったが、今は自身の力に誇りを持っている。


    　風に体を委ゆだねながら、ミカエルは地上を見下ろした。


    　彼方かなたの地平線まで、雄大な自然が広がっている。青々とした森は深く、足跡のような形をした湖には多くの水鳥たちが集つどっていた。


    　アヴァロンの北端──第一特区。かつては北海道と呼ばれた地。


    　けれど北の大地が避けて通れぬ冬の厳しさが、ここには存在しない。


    　気候は常に温暖で、豊かな自然の恵みが年中もたらされる。人間たちは猟りようと採集だけで十分な糧かてを得ることができ、文明に頼らない生活を送っていた。


    　集落の上を飛ぶと、ミカエルに気づいた村人たちが両手を組んで祈りを捧ささげる。《天元エール》の教えに従って自然と共生する彼らが、無用な争いを起こすことはない。


    　とても健全で美しく、調和のとれた世界だ。まさに《天穣の楽園エデン》という名が相応ふさわしい。だが──。


    　何となく物足りなさを感じている自分に気づき、ミカエルは頭を振る。


    　第七特区の空気に、少し毒されたのかもしれない。


    　無機質な灰色のビル群は醜みにくく、人間たちは文明の残ざん骸がいに縋すがって自然を食い潰つぶし、今だけを満たすために生きている。幻エ類ナと人間の間ではトラブルが絶えず、治安がいいとは言えない。


    　あまりに不安定で、不完全な──愚おろか者ばかりの街だ。平和で平へい穏おんな第一特区とは本当に正反対。


    　けれど、なぜだかあの街を嫌いになれない。愚かさゆえの勢いと熱量は、何かを変えてしまいそうな可能性を感じさせる。


    　第一特区は完かん璧ぺきであるからこそ、そうした揺らぎがない。そのことにまだ若く未熟な自分は、退屈さを感じてしまっているのだろう。


    　ミカエルはそう自己分析し、これは自分がまだ愚おろかな証しょう拠こだと自戒する。


    （これから《天元エール》様たちの前に出るのだから、こんなことを考えていてはいけない）


    　飛行速度を上げ、強風で頭を冷やしてから、ミカエルは大たい樹じゆの幹が枝分かれしている場所へと向かった。


    　少しくぼんだその場所には水が溜たまり、泉──いや、湖のようになっている。湖の中央にある島は、人間の集落が一つ丸々収まってしまいそうな大きさだ。


    　色とりどりの花が咲き誇る島の中央に建つのは、結晶化した樹木の塔。エメラルドのように光輝かがやくその尖せん塔とうこそ、神祖オリジン《天元》の住まう第一柱央神殿だ。


    　塔の入り口に舞い降りたミカエルは、ごくりと唾つばを呑のみ込み、緊張した足取りで煌きらめく塔内に足を踏み入れる。


    　結晶化した樹皮は外部の光を透過させているため、中は暗くない。螺ら旋せん状に上へと続く通路は緑色の光に満ちている。


    　塔内には《天元》の濃い神しん気きが漂ただよっており、始祖たる存在の大きさを改めて感じる。


    　しばらく進むと視界が開け、広い空間に出た。天井は高く、結晶の壁は天然のステンドグラスとなって広間を荘そう厳ごんに照らしている。


    　人間はときに芸術的とさえ言える美しい大聖堂を建てるが、それでもこの神殿には及ばない。


    　空間の神聖さや荘厳さも圧巻だが、何よりここには神と天使が存在しているのだ。


    　広間の奥──一段高くなった場所に立つのは、緑を基調とした法衣を纏まとう男性。ミカエルに柔にゆう和わな笑みを向けた彼こそが神殿の主あるじである《天元》──神の概がい念ねんに最も近き存在。


    　そして《天元》の左右には、白い翼を背に持つ二人の天使が立っていた。


    　両者とも男性で、顔が《天元》とよく似ている。《天元》が創り出した第一世代の血族は、子というより分身に近い。ゆえに彼らの姿が似るのは当然であり、若々しい容よう貌ぼうの《天元》に並ぶと、三つ子のようにも見えてしまう。


    　だからこそ、そこにミカエルが混じるといつも違和感がある。第三世代のミカエルはさほど《天元》と似ていない。ミカエルはそのことに幼おさない頃から負い目を感じていた。


    　しかしそんな感情は胸の奥に押し込め、彼らの元に歩を進めたミカエルは、《天元》の前で膝ひざをつく。


    「──ミカエル・ザ・サード。ただいま戻りました」


    　頭こうべを垂れて帰還の報告をすると、頭上から柔らかで深みのある声が響いてきた。


    「ご苦労でしたね、ミカエル。顔を上げなさい」


    　促うながされて顔を上げたミカエルは、《天元》の温かな微笑ほほえみを目にする。何よりも崇すう高こうで、誰よりも偉大な神祖に労ねぎらわれたことが、胸の奥を熱くした。


    　だがその感動を噛かみしめるわずかな間を、ほかの大天使たちは見み咎とがめる。


    「ミカエル、速すみやかに第四特区で見聞きしたことを報告したまえ」


    　厳格で冷たい声にびくりとし、ミカエルはちらりとそちらを見た。


    《天元エール》の最も近くに控えるその男は、ガブリエル・ザ・ファースト。名が示すとおり、第一世代の大天使だ。顔は《天元》に瓜うり二つで、青を基調とした法衣を身に着け、翼の意匠が施ほどこされた杖つえを持っている。


    「は、はい」


    　ミカエルが慌あわてて頷うなずくと、もう一人の大天使も口を開いた。


    「《源コン仙ロン》の治める《断界の聖域シヤンバラ》で大きな異変が起こったことは、既に把握している。その詳細を知りたい。もちろん《陽皇アマテラス》と《源仙》の会談についても報告を求める」


    　彼──ウリエル・ザ・ファーストは、淡々とした事務的な口く調ちようで言う。ウリエルも《天元》にそっくりな顔立ちで、法衣の色は黄色。大剣を腰に帯びた彼は、無感情にミカエルを見つめていた。


    「わかっています。ではまず《源仙》が《陽皇》を第四特区に招いた経緯ですが──」


    　二人の大天使に急せかされたミカエルは、緊張しながら報告を始める。


    　一週間前、《源仙》は眷けん属ぞくのナタクを介して《陽皇》を第四特区へ招いた。突然の招待に《陽皇》が応じたのは、《源仙》側が龍りゆう脈みやくの運用と、アヴァロンを真の理想郷へ近づける方法について教授すると言ったからだ。


    　その内容は、人間を神祖オリジンの眷属とする〝仙人化〟のシステムを、アヴァロン全土に適用してはどうかというものだった。《源仙》が言うには、龍脈を用いれば可能なことらしい。


    　それは幻エ類ナと人間が対等になる方法の一つではあった。《陽皇》は即答せず、返答を先延ばしにしたが──そこで大きな事件が起きてしまう。


    　幻類の根絶を掲かかげる人間たちの組織〝覆いを外す者たちアポカリプス〟が、第四特区で大がかりな扇せん動どうと実験を行おこなったのだ。


    　人間たちの居住区で火事を起こし、幻類の仕し業わざだと思いこませ、彼らに復ふく讐しゆうする力を与え、一斉に蜂ほう起きさせた。さらに〝覆いを外す者たち〟を率ひきいる世現者ネビリムは仙人化のシステムを乗っ取り、幻類から力を奪い、神人という存在への進化を試みた。


    　そうした目もく論ろ見みは何とか阻そ止しされたものの、第四特区の被害は大きい。底知れぬ力を持つ《源仙》は健在だが、仙人たちの多くは衰すい弱じやくし、回復にはある程度の時間がかかるだろう。


    　その件が原因というわけではないかもしれないが、《陽皇》は結局《源仙》の申し出は受けなかった。しかし両者はそれなりに友好的な関係になったようだとミカエルは私見を述べる。


    　それを聞いたガブリエルは、微かすかに顔を顰しかめた。


    「──つまり、《陽皇》は《始魔ヴアルプルギス》に引き続き、《源仙》とも同盟関係を結んだわけだな」


    「あまり好ましくない状況と言える。仮にもう一柱の神祖が《陽皇》と結べば、過半数を占めた彼らがアヴァロンの主導権を握るだろう」


    　ウリエルは表情を変えず、淡々と現状を分析する。


    「何を馬ば鹿かな。ほかの神祖オリジンを取りまとめ、アヴァロンに秩序をもたらしているのは《天元エール》様だ。加えて《空エ姫ア》を討った我らの功績は、何よりも大きい」


    　不快そうに反論するガブリエルに、ウリエルは頷うなずき返した。


    「確かに、《天元》様こそがアヴァロンの実質的な盟主である事実は動かしがたい。しかし龍りゆう脈みやくの運用については、権利譲じよう渡との際に公平を期した法が制定されている。これは《陽皇アマテラス》自みずからをも縛しばる強力な誓せい約やくだ。我らとて無視はできず、公平であるがゆえに数の不利は大きく響く」


    「……そんなことはわかっている。それでも《天元》様に逆らう者──逆らえる者はいないと言っているのだ」


    「ガブリエル、君はいつもほかの者を信じすぎる。もっと世界の愚おろかさを許容し、想像し、最悪の状況を想定するべきだろう」


    「ウリエル、その姿勢は卑ひ屈くつだ。我らは常に崇すう高こうであらねばならん。たとえそれが他者から傲ごう慢まんに見えようとも──」


    　彼らの会話が脱線しかけたところで、柔らかな声が両者を窘たしなめる。


    「ガブリエル、ウリエル、あなた方の懸け念ねんはよくわかりました。それ以上の議論は必要ありません」


    　それは《天元》の下げ知ち。


    　二人の大天使はぴたりと口を噤つぐみ、恭うやうやしく頭を下げる。


    　そして場が静まると、《天元》は優しい笑みを湛たたえながら、ゆっくりと言葉を紡つむいだ。


    「龍脈の運用において、私たちが主導権を失いかけているのは事実でしょう。数的不利もそうですが、《陽皇》は龍脈と関わりが深い血族を握っている。事実、その者──辰たつ宮みや湊みなとは、己おのが危機に陥おちいった際に龍脈から多量の幻素イデアを引き出した。そうですね？」


    《天元》は以前その報告をしたミカエルに、確認を取った。


    「は、はい……。ですが彼らはもうあのようなことはないと……」


    　微かすかな罪悪感を抱いだきながら、ミカエルは頷く。こうして《天元》に第七特区の内情を報告するのは、彼女の役割であり義務だ。《陽皇》たちもそれは承知のうえで、ミカエルの出向を受け入れている。だがそれでも……《陽皇》側に不利な情報を伝えるのは、彼らを裏切っているような気がしてしまう。


    　そんなミカエルの心情を察した様子で、《天元》は優しく言う。


    「もちろん私も《陽皇》のことは信頼していますよ。しかし、辰宮湊が言こと霊だまの誓約を超えて龍脈に干かん渉しようした事実は消せない。だからこそ《始魔ヴアルプルギス》はその血を取り込もうと動き、《源コン仙ロン》も《陽皇》が龍脈の鍵かぎを握っていると判断して第四特区に招いたのでしょう。私たちも鍵の存在を無視することは不可能です。ゆえに私はあなたへ密命を授さずけました」


    　覚えているかと視線で問いかけられたミカエルは、表情を強こわ張ばらせた。


    「……龍りゆう脈みやくの鍵かぎである辰たつ宮みや湊みなとを監視し、他陣営に後おくれを取らないよう、流動的な対応を行おこなうこと。必要とあれば鍵は処分して構わない……」


    　以前予定されていた会談の前にも、ミカエルはこうして第一特区に帰還し、《天元エール》から指示を受けた。今口にしたのは、勅ちよく命めいたるその内容だ。


    「あなたは、その役割を十分に果たしましたか？」


    「それは……」


    　問われ、ミカエルは口ごもる。


    　本来なら《始魔ヴアルプルギス》が辰宮湊に目をつけたとき、彼を抹まつ殺さつするべきだったのだ。それができないのならば、《始魔》に後れを取らないよう、辰宮湊の血を血族に取り込む努力をすべきだった。


    　自分のやるべきことはわかっている。けれどそのどちらも行動に移せてはいない。


    　甘さや情、プライド──理由はいろいろとあるが、言い訳はできずに唇くちびるを噛かむ。


    《天元》はそんなミカエルを見つめ、微笑ほほえみながら告げた。


    「あなたは優しい子ですね。安心なさい。《陽皇アマテラス》の同盟関係が拡大し、龍脈運用への影響力を強めている以上、鍵の処分にもうあまり意味はありません。これからは鍵の確保のみに尽じん力りよくするといいでしょう。ただし、急ぐように」


    「急ぐ……ですか？」


    　ミカエルが聞き返すと、《天元》は頷うなずく。


    「予定を少し早めます。《陽皇》は《源コン仙ロン》の提案を断ことわったようですが、いつ気が変わるともしれません。そのようなことに龍脈を使われては、真なる楽園への道が閉ざされてしまう」


    　心から憂うれうように《天元》は目を伏せ、こう続けた。


    「人々が本当の安らぎと幸福を手にするには、エデンへ回帰するほかない。ゆえに私たちは──彼らの原罪カルマを祓はらわなければならないのです」

  


  
    　　　　第一章　風に惑う天使


    



    　　　　　　１


    



    　ザァァァァァァァア──！


    　重く、猛たけ々だけしい滝の音が、夜の冷たい空気を震わせる。


    　煩うるさいとは感じない。山の社やしろには、いつもこの音が満ちていたから。


    　轟ごう々ごうと響き渡る滝の咆ほう哮こうは、恐ろしいというより頼もしい。


    　父神である《龍皇アクラ》の力と存在が伝わってきて、安あん堵どすら感じる。


    　そして何よりも、懐かしかった。


    　その感情を自覚して、辰たつ宮みや湊みなとはこれが夢だと悟る。


    　ここはかつて自分が暮らしていた《龍皇》を祀まつる神山だ。


    　高い崖から流れ落ちる大滝を神体に見立て、神を祀る社が建てられている。


    　星明かりが照らす河原かわらを、湊はふらつきながら歩いていた。


    　顔を上げると、先を行く女性の後ろ姿が目に入る。


    「こっちだよ。早くしな」


    　女性が長い黒髪を靡なびかせながら振り返り、遅れている湊を急せかした。


    　──薙なぎ姉？


    　そう、彼女の名は草くさ薙なぎ。《陽皇アマテラス》の眷けん属ぞくである強大な剣けん精せいだ。彼女の衣服はあちこちが破れ、血が滲にじんでいる。平然としているが、紛まぎれもない満まん身しん創そう痍い。湊も消しよう耗もうしきっていたが、その姿を見ては文句も言えない。


    　──これは、照てる日ひたちと旅に出る前の日か。


    　湊はこの夢が、過去の記憶を再現しているものだと気づく。そのせいか、自分の意思に関係なく場面は進んでいく。


    　過去の湊は、草薙と共に滝のほうへと歩を進めた。


    　ああ、覚えている。思い出せる。


    《空エ姫ア》とその眷属が人間の虐ぎやく殺さつを始め、湊がいた街も地獄と化した。山を出て人間と共に暮らしていた湊は、戦火の中で恋人を失い、友人と決別し、逃げるようにこの場所へと戻ってきたのだ。


    　しかし数年ぶりに戻った社で、湊は照日と草薙に再会した。そして争いを止めたい、人々を守りたいという照日の願いを叶かなえるため、すべてを懸かけると決めた。


    「あんたは、滝の裏に洞ほら穴あながあるのを知ってるかい？」


    　滝のすぐ傍そばまで来た草薙は、湊に問いかける。その声は、刃やいばのように硬く鋭するどい。


    　それも当然だろう。この時点では、彼女を〝薙なぎ姉〟と呼べるような関係性はない。そこまで親しくなるのは、湊みなとが彼女に弟で子し入りを志願してからのことだ。


    「……ああ、知ってる。ただ、入り口が塞ふさがれてたから中に入ったことはない」


    　湊は緊張した声で答える。試されているようだと、このときの湊は感じていた。


    　山は湊の遊び場だったので、隅々まで知っている。大滝の裏にある洞どう窟くつは、幼少時に見つけていた。ただ大滝が神聖な場所であることは世話役の巫み女こたちから聞かされており、肌はだでも感じていたので、入り口を塞ぐ柵を壊すような悪いた戯ずらはしなかったが。


    「そうかい。なら、あれを見るのは初めてってことだね」


    「あれ？」


    　草くさ薙なぎの意味ありげな言葉に興味を引かれ、湊は聞き返す。


    「──ただのガラクタさ。だが、それでも今のあんたにはないよりマシだろう。武器もなしじゃ、照てる日ひ様を守るどころか足を引っ張るだけだからね」


    　洞ほら穴あなには何か武器があるのかと、湊は唾つばを呑のみ込む。


    　力のなさは、嫌というほど自覚している。愛いとしい人と大切な友人を失なくした後悔は、深く心に刻み込まれていた。


    　あの過ちを繰り返してはいけない。照日だけは絶対に守らなければ。


    　今、照日は社やしろで眠っている。その後目を覚ました草薙に事情を説明したところ、いきなり外に引っ張り出されたのだ。


    「足下に気をつけな」


    　草薙は滝の裏へ続く細い道を、軽い足取りで進んでいく。


    　濡ぬれた岩は滑りやすいが、湊も危なげなく後に続いた。薄雲に遮さえぎられた月明かりは淡く、夜の闇やみは深い。だがこの山であれば、湊は目を瞑つぶっていても転ぶことはない。


    　湊にとって、この山は自身の一部。地形を覚えているということではなく、体の延長線上のように直感で空間を把握できる。それはこの山が父神の神しん気きに満ちた場所であるためだろう。


    　滝の轟ごう音おんと、肌に当たる水のしぶきを感じながら、湊は草薙と共に滝裏の洞穴までやってくる。その入り口はやはり柵で仕切られていたが、草薙は背負っていた大剣を一いつ閃せんさせ、道を拓ひらく。


    「お、おい……」


    　その乱暴なやり方に思わず咎とがめるような声を漏もらしてしまう湊。けれど草薙は湊に構わず、洞穴の中に足を踏み入れた。


    　仕方なく彼女を追って、湊も洞穴に入る。壁面には蓄光性のある苔こけが生えているらしく、うっすらとした黄緑色の光が洞穴の中を照らしていた。


    　中は意外と浅い。十歩も歩くと、奥に突き当たる。そこにあったのは、小さな社。


    　道どう祖そ神じんが祀まつられているような簡素なものだ。だが中にあるのは地蔵ではなく、鞘さやに収まった一振りの刀。


    　草くさ薙なぎはその社やしろに近づくと、躊躇ためらいなく刀を掴つかみ取った。そしてそれを湊みなとにひょいと放り投げる。


    「なっ──」


    　湊は驚きながらも、何とか両手で刀を受け止めた。


    　想定していたよりも、かなり軽い。あと、何だか妙に手に馴な染じむ。


    「抜いてみな」


    　草薙に促うながされて刀を抜くと、軽かった理由がわかった。


    　刀身が欠けている。根元付近でぽっきりと綺き麗れいに折れているのだ。


    「これは……？」


    　説明を求めて、湊は草薙に視線を向ける。


    「あんたの親父殿に縁が深い、とあるお方が使っていたものさ。かつては強大な眷けん属ぞくだったが、今はただの亡なき骸がら──ガラクタだ」


    　淡々とした口く調ちようで草薙は言う。


    「ガラクタなら、何の役にも立たないだろ？」


    「そうだね。だが、あんたなら蘇よみがえらせることができるかもしれない。あたしが殺した、その刀を──」


    　草薙が試すように言ったとき、湊は山の変化を感じ取った。


    　大地が低く鳴めい動どうし、洞ほら穴あなの外から唸うなるような轟ごう音おんが響いてくる。


    　どくん、と刀の柄つかが微かすかに脈打ったような感覚。


    　その直後、洞穴の外から渦巻く水流が押し寄せてきて、刀に纏まとわりついた。


    「っ──何が──!?」


    　息を呑のむ湊の目の前で、水流は刃やいばの形に収束する。


    　水で形作られた透明な刀身は、洞穴内の淡い光を照り返し、神秘的に煌きらめいた。


    「どうやらあんたの霊気を吸って、あるべき形を思い出したみたいだね。それなら十分に武器として使えるだろうさ」


    　草薙が感心した様子で呟つぶやくのを聞き、湊は水の刀を見つめながら問う。


    「この刀はいったい何なんだ……？」


    　すると草薙は表情を引き締め、厳おごそかな口調で告げた。


    「かつて己おのれの命を賭とし、邪よこしまなる大だい蛇じやを断たった神剣だよ。その銘めいは──」
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    「湊、いつまで寝てるんだい？」


    　頭を軽く叩たたかれ、湊みなとは目を開ける。


    　一瞬、自分がどこにいるのかを見失う。目の前に立っている人物は先ほどと同じ──大剣を背負った女性、草くさ薙なぎだ。彼女は不機嫌そうな表情で、湊を見下ろしていた。


    　だが表情は険けわしくとも、その眼まな差ざしには親しみと温かさを感じる。巫み女こ装しよう束ぞくに似た衣装も破れてはいない。


    　そして周囲の情景は、先ほどとは何もかもが正反対だ。


    　天からは眩まばゆい太陽の光が降り注ぎ、多くの人々が行き交う街並みを照らしている。夜更けの山中とは打って変わって、辺りはとても賑にぎやかだった。


    　ここは旧渋しぶ谷や駅前の広場。電車は動いていないが、そのスペースには多くの露店が立ち並んでいる。湊がいるのはベンチが設置された広場の一角で、横には湊の愛刀が立てかけられていた。


    　──ああ、そうだ。俺おれはここで薙姉を待ってたんだ。


    　ふわ、と欠伸あくびをしつつ、湊は刀を手に取って立ち上がる。


    「……悪い、日差しがあまりに気持ちよくてさ。けど、薙姉が遅すぎるのも悪いんだぞ？」


    　詫わびながら携帯端末で時間を確認すると、本来の合流予定時間から一時間近く過ぎていた。待ちぼうけしている間に眠くなってしまうのは、仕方がないことと言える。


    「西側のほうでトラブルがいくつもあったんだよ。まあ、店と客のちょっとしたいざこざだが……こうも続くと手間がかかる」


    　草薙はうんざりした様子で肩を竦すくめ、遅れた理由を説明した。


    「ここ最近、小さな諍いさかいが増えてるよな……けど、幻エ類ナと人間のトラブルじゃないだけマシだろう」


    「そりゃそうだが、とにかく人手が足りてないんだよ。小うるさい嬢ちゃんも肝心なときにいないもんだ」


    「ミカエルのことか？」


    　湊は苦笑して問い返す。


    《源コン仙ロン》の治める第四特区から帰ってきて、もう一週間。咲さく良らは本部への報告などで忙しく、現場に出ることができないでいる。ミカエルは第四特区での出来事を《天元エール》に報告する必要があると言い、第一特区に戻っていた。


    　そのせいで人手が足りず、湊たちは毎日巡回に駆かり出されている。もちろん巫ふ道どう機関の職員もパトロールはしているが、人間だけでは対処できない事態もあるため、休むわけにはいかない。


    「ああ。そろそろ戻ってきてくれないものかねぇ。このままじゃ、ゆっくり酒を飲む暇もありゃしない」


    　心底げんなりした様子で、草薙は空っぽの瓢ひよう箪たんを振った。


    「でもミカエルは《天元エール》の血族だしな。向こうの都合で戻ってこないこともありえる。あまり当てにしすぎないほうがいいと思うぞ」


    　湊みなとがそう言うと、草くさ薙なぎは少し意外そうな表情を浮かべた。


    「何だい。ずいぶんと冷たい言い草だねぇ。あんたはこのままあの嬢ちゃんが帰ってこなくても構わないのかい？」


    「いや、そういうわけじゃないが……ただ、俺おれたちはもう何度もミカエルをこっちの事情に巻き込んでるだろ？　ミカエルはあくまで《天元》の思惑で動いている。俺たちがそれを忘れて無茶をさせると、ミカエルの立場を悪くしてしまうかもしれない」


    　少し言葉に詰まりながら、自分の考えを口にする湊。


    〝覆いを外す者たちアポカリプス〟が起こしたテロだけでなく、《始魔ヴアルプルギス》や《源コン仙ロン》との件でもミカエルの力を借りている。何度も共に戦いを潜くぐり抜けたことで身内のような感覚になっているが、きちんと一線を引かなければミカエルに迷惑をかけることになるだろう。


    　すると草薙はにやりと唇くちびるの端を吊つり上げ、湊の顔を覗のぞき込む。


    「へぇ、むしろ気を遣ってたわけかい。まさか惚ほれてるんじゃないだろうね？」


    「な……俺はただミカエルが心配で──」


    　思わぬ言葉に動揺する湊を見て、草薙は楽しそうに肩を叩たたいてきた。


    「あっはっは、《天元》の天使に手を出そうだなんて、いい度胸だよ。ま、照てる日ひ様を泣かせない範囲で頑張りな」


    「……もういい。早く次に行こう」


    　これ以上抗弁してもからかわれるだけだと判断し、湊は早足で歩き出す。


    　次の巡回場所は治安の悪い郊外。二人一組で行動する必要があるため、草薙を待っていたのだ。


    「照れるな照れるな。男なら、目にした女は全員モノにするぐらいの甲か斐い性しようを見せてみなよ」


    「無茶言わないでくれ。というか、薙姉は自分が女だってこと忘れていないか？」


    　後ろからついてくる草薙を振り返り、湊は呆あきれ混じりに言う。


    「ん？　湊はあたしも口く説どくつもりかい？　ならまずあたしに剣の勝負で勝つことだね。そしたら男として見てやるよ。──今ここで試してやろうか？」


    　不敵な笑みを浮かべた草薙は、湊を鋭するどい眼まな差ざしで見み据すえた。


    　それだけでぞくりと背せ筋すじに寒さむ気けが走り、湊は反射的に刀の柄つかに手を添える。けれど湊はすぐに力を抜き、苦笑を返した。


    「遠慮しとく。口説くかどうかの話は置いておいて、いつかは薙姉に勝ちたいが──まだ力不足だ。というか……薙姉はこれまで剣で負けたことがあるのか？」


    　湊は手で触れている自分の刀を意識しながら、草薙に問いかける。かつて強大な眷けん属ぞくだったというこの刀を、草薙は殺したらしい。


    　その眷けん属ぞくがどれほどの力を持っていたのかはわからない。だが、残ざん骸がいになってもかつての姿を記憶し、湊みなとが意識せずとも水の刃やいばを維持するこの刀は、死してなお残る強い意思を感じさせる。


    　本来なら自分などが帯びていい〝格〟の刀でないことは間違いないだろう。そんな存在に勝った草くさ薙なぎが敗れる姿は、思い描えがけない。


    　だが草薙は、顔を顰しかめて頷うなずく。


    「──あるよ。純粋な剣の腕比べってわけじゃなかったが……真っ向勝負で、相手の獲え物ものも剣で、七日間ぶっ通しで戦って……勝てなかった」


    　悔くやしそうな表情で語る草薙を見て、湊は歩調を緩ゆるめた。


    「そんな話、初めて聞いたな。薙姉が勝てなかった相手って、誰なんだ？」


    　好奇心を抑えられずに重ねて問うと、草薙は酷ひどく複雑そうな顔で口を開く。


    「──ミカエル」


    「え？」


    　聞き間違えかと、湊は草薙の顔を見返した。


    「百年ぐらい前に戦った先代のミカエルのことさ。今の嬢ちゃんとは全然似てなかったね。馬ば鹿かでかい炎の剣をぶん回す姿は、ホントおっかなかったよ」


    　苦笑交じりに草薙は説明する。


    　百年ぐらい前と言えば、恐らく第二次世界大戦のことだろう。大戦の裏では《陽皇アマテラス》が率ひきいる極きよく東とうの幻エ類ナが、《天元エール》の血族と戦っていたらしい。


    《陽皇》はその戦いで敗れ、照てる日ひとして転てん生せいし、湊のいる神山に預けられたのだ。


    「薙姉が……負けたのか」


    「というより、戦っている間に大たい勢せいが決したって感じだよ。ミカエルに足止めされて《陽皇》様を守れなかったのさ。それはあたしだけが負けるよりもずっと重い──大たい敗はいだ」


    　苦々しい口く調ちようで草薙は語り、空を仰あおぐ。


    「あたしが本当の意味で負けたのは、そのときだけだよ。崩ほう界かい戦争のときは《空エ姫ア》に勝てなくとも照日様を守ることはできた。だから負けじゃないのさ。唯ゆい一いつあたしを負かしたミカエルとはいつかもう一度戦いたいと思ってたんだが……それはもう叶かなわないね」


    　どこか残念そうなミカエルを見て、湊は疑問を覚える。


    「今のミカエルが名前を継いだからって、先代が死んだかどうかはわからないだろ？」


    「──わかるんだよ。天使の代替わりは、転生に近い。ミカエルって天使が二人いることはありえないのさ。たぶん先代は、《空姫》との戦いで命を落としたんだろうね」


    　何か事情を知っているのか、草薙はそう言い切った。


    　そしてこの話はもう終わりだというように、彼女は道路に並ぶ露店へ足を向ける。


    「おお、そこの旦だん那な。美う味まそうな果物を揃そろえてるじゃないか。一個貰もらうよ」


    　草くさ薙なぎは露店の店主に硬貨を放り投げ、大きな林りん檎ごを手に取った。真っ赤かに熟うれていて、とても甘そうだ。


    　だがガブリと豪快に齧かじりついた草薙の顔は、途端に渋いものへと変わる。


    「っ──うえっ!?　ごほっ、げほっ──何だこりゃ、めちゃくちゃ苦いじゃないか。食えたもんじゃないよ」


    「ええっ!?　そんなはずは──」


    　店主の男は驚いた表情を浮かべ、陳列されていた林檎の一つを手に取って一口齧る。


    「これは、十分に甘いんだが……どうやら外れを引かせちまったみたいだ。交換させてもらいますよ」


    　そう言って彼は新しい林檎を差し出すが、草薙は首を横に振った。


    「いや、これも巡り合わせ──あたしの運が悪かっただけさ。買い食いせず仕事に励めってことだろうね。湊みなと、行くよ」


    　肩を竦すくめた草薙は、歯形のついた林檎を湊に投げ渡す。


    「いや、渡されても困るんだが……」


    　ため息をつきつつも、湊も試しに恐る恐る林檎に口をつけてみた。けれど皮に歯を立てた途端、凄すさまじい苦さが舌先から伝わってきて、湊は口に入った果汁を吐き捨てる。


    「っ……確かにこれは食えないな」


    　湊は視線を巡らせ、街路樹の根元に林檎を放り投げた。


    　食えないのなら、植物の肥料になってもらうしかない。


    　口内に残る嫌な後味を感じながら、湊は草薙と共に郊外へと足を向けた。
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    「──ってわけで、旧渋しぶ谷やと旧原はら宿じゆくでは、日ごとにトラブルが増えてるね。ただ、原因はどれもくだらないものだったよ。釣り銭を間違えたとか、ちょっとした勘違いとか、そんなのばかりさ」


    　日が沈み、巡回を終えた湊たちは、照てる日ひの玉座がある謁えつ見けんの間まで報告を行おこなっていた。


    　草薙は今日きようの出来事を思い返しながら、深々と嘆たん息そくする。


    「喧けん嘩かも噛かみ合ってないものが多かったね。何というか……こう言っちゃ何だが、頭の悪い奴やつらが、些さ細さいな行き違いで揉もめてる感じだ」


    　少しばかり乱暴な言葉ではあったが、湊も彼女に同意した。


    「俺おれが仲ちゆう裁さいしたトラブルもそんな様子だったな。規則とか常識をわかってない雰ふん囲い気きで……ひょっとして、新しく第七特区へ来た人間なのかもしれない」


    　湊が推測を口にすると、照日の横に立つ黒翼の眷けん属ぞく──八や咫たが首を横に振った。


    「いいえ──ここ一か月、新たな帰還民や移住者は受け入れていませんわ。いろいろな事件があって、それどころではありませんでしたから」


    「そうなのか……じゃあ、何だか妙だな。長く住んでる人間が起こすトラブルにしては、今更なものが多すぎる」


    　どういうことだろうかと湊みなとは首を捻ひねる。


    「最近は幻エ類ナがおとなしいから気が抜けてるんじゃないかい？」


    　草くさ薙なぎは軽い口く調ちようで言うが、いまいち納得がいかない。


    「……ボクが巡回した街の北側──幻類の多い旧池袋と旧高たか田だの馬ば場ばは、特に何もなかった。確かに今は、人間ばかりがトラブルを起こしている印象」


    　そう発言したのは、黒いローブを纏まとう少女、シーナ。


    《始魔ヴアルプルギス》の養女である彼女は人間で、現代では失われた古き魔術を行こう使しすることができる。今日きようは杖つえに乗って空から第七特区の北部を巡回していたはずだ。


    　そうした報告を聞き、玉座に腰かけていた小柄な少女──狐きつね耳と尻しつ尾ぽを生やした極きよく東とうの最高神・照てる日ひは、真ま面じ目めな顔で告げた。


    「──わかりました。人間の方々の中で、何か問題が起きているのかもしれませんね。シーナさんは咲さく良らにこの件を伝えて、巫ふ道どう機関に特区南部の巡回を強化してもらえるよう頼んでくださいです」


    「了解。それはそうと……今日もミナトと寝るのはダメ？」


    　シーナは頷うなずきつつも、首を傾かしげて照日に問い返す。


    「なっ……だ、ダメなのです！」


    　慌あわてた照日は、威厳ある雰ふん囲い気きをかなぐり捨てて叫んだ。


    「はぁ……」


    　当事者たる湊は、またかと肩を落とす。このやり取りはもう毎日のことだった。


    「どうして？　第四特区でいろいろ大変だったから、彼を休ませたいって言われて我慢してたけど……そろそろいい気がする。ね、あなたはもう元気だよね？」


    　シーナは湊に視線を向けて問いかけてきた。


    「え？　ま、まあ……」


    　思わず正直に頷いてしまってから、まずいと気づく。


    　照日は頬ほおを膨ふくらませて湊を睨にらんでいた。これでもう疲れているという言い訳は使えない。


    「ほら、彼もこう言ってる。だからいいでしょう？」


    　湊に腕を絡め、大きく柔らかな胸を押し当てながら、シーナは照日から言げん質ちを引き出そうとする。


    「そ、それでもダメったらダメなのです！」


    「どうして？　理由がないのなら、納得できない」


    　シーナは引き下がらず、照てる日ひと睨にらみ合う。


    　追い詰められた照日は顔を赤くし、半ばやけくそ気味に叫んだ。


    「こ、今夜はわたくしが湊みなとと寝るからです！」


    　謁えつ見けんの間まがシンと静まり返った。


    　痛い沈黙の後、パチパチという音が響く。そちらを見ると、草くさ薙なぎが楽しげな笑みを浮かべ、手を叩たたいていた。


    「こんな大だい胆たんな発言をするなんて、照日様も大人になったもんだねぇ」


    「ふふ、そうですわね。湊くん、照日様に恥をかかせてはいけませんわよ？」


    　八や咫たも口元に手を当て、湊にからかうような視線を向ける。


    「お、おい、二人とも……そんなふうな言い方をしたら照日が──」


    　湊は悪ノリする草薙と八咫を諫いさめようとするが、もう手遅れだった。


    　顔を真っ赤かにした照日はふるふると尻しつ尾ぽを震わせ、涙目で言い訳を始める。


    「ち、違うのです！　ね、寝るというのはそのままの意味で……み、湊はわたくしの言いたいことを、わかっていますよね!?」


    「あ、ああ──昔みたいにってことだろ？」


    　湊は苦笑を浮かべ、照日に頷うなずき返した。照日は湊と兄妹同然に暮らしていたときのように、ただ一緒に寝たいというのだろう。


    「は、はい、そうなのです！」


    　ほっとした様子で照日は頷く。


    　そんな様子を見た草薙は、やれやれと肩を竦すくめた。


    「せっかくの機会なんだから、そこで引かなくてもいいと思うんだがねぇ。ま、どっちにせよ照日様の予約があるんじゃ、あんたも文句は言えないだろ？」


    　草薙に問いかけられたシーナは、不満げな表情を浮かべながらも湊から体を離す。


    「……仕方ない。わかった。今日きようは諦あきらめる」


    　残念そうに頷いたシーナは、肩を落として謁見の間を出ていった。


    　シーナは巫ふ道どう機関の職員寮で、咲さく良らと同居している。だから先ほど伝言を任されたのだ。


    「では本日のお仕事はこれで終わりですわね。草薙、この後少し飲みません？」


    　八咫がそう提案すると、草薙は相そう好ごうを崩す。


    「お、八咫から誘ってくれるのは珍しいね」


    「祝い酒ですわよ。照日様が成長された記念ですわ」


    　優雅に微笑ほほえんだ八咫は、草薙と共に謁見の間を後にした。残された湊と照日は、気まずい沈黙の中で見つめ合う。


    「あ、あの、湊。今夜はよろしくなのです……」


    　改まって言う照日に、湊は少し緊張しながら「……ああ」と頷き返したのだった。


    



    



    　夜が更けてきた頃、就寝用の薄い着物に着替えた照てる日ひは、自分の枕まくらを持って湊みなとの部屋を訪れた。


    「先ほどは勢いで一緒に寝ると言ってしまったのですが……元々、湊とはゆっくり話したいと思っていたのです」


    　照日は湊のベッドに枕をポンと置き、照れくさそうに湊の顔を見上げる。


    「……そういえば、二人きりで話すのは結構久しぶりか。第四特区から戻ってきてからずっと、バタバタしていたもんな」


    　労いたわるように照日の頭を撫なでると、彼女は狐きつね耳を気持ちよさそうに伏せ、白銀の尻しつ尾ぽをわさわさと揺らした。


    　こんなふうに照日の頭を撫でるのも、数日ぶりな気がする。


    　第七特区を留守にしている間に照日の仕事は溜たまっていたし、人間同士のトラブルが増えたことで湊も忙しかったのだ。


    「はい──ですから今夜は湊とずっと一緒にいて……たくさんお話しするのです」


    　照日はそう言うと、湊の腰にぎゅっと抱きついてきた。


    「……照日？」


    　幼おさない頃の照日はよくこんなふうに甘えてきたが、最近では珍しい。普段とは違う雰ふん囲い気きを感じ、湊は彼女の言葉を待った。


    　しばらくして、照日は小さな声で言う。


    「わたくしは……ダメダメなのです。幻エ類ナと人間が一緒に競い合える何かを見つける……そう《源コン仙ロン》に宣言したのに、まだ何も思いつきません」


    　湊はそれを聞いて、照日が何を悩んでいるのかを知った。


    「簡単に思いつくなら、誰かがとっくにやろうとしているさ。照日は誰も考えつかなかった方法とか、可能性を見つけようとしてるんだから、時間がかかるのは仕方ない」


    　焦あせりを覚えているらしき照日に、湊は優しく言う。


    　慰なぐさめではなく、これは湊の本音だ。照日がやろうとしているのは、それほど困難なことなのだから。


    「その時間が……大切なのです」


    　けれど照日は湊の鳩みぞ尾おちの辺りに額ひたいを押し付け、頭を振る。


    「人間が生きていられる時間は、とても短いのです。わたくしが悩んでいる間に、今生きている人たちは、皆いなくなってしまうかもしれません。咲さく良らだって……だから、ゆっくり考えている暇はないのです」


    「そっか……確かにそうかもな」


    　湊みなとが幼おさない頃、社やしろには世話をしてくれる巫み女こたちがいた。けれど彼女たちは皆あっという間に年をとり、社を去ってしまう。


    　幻エ類ナと人間は、違う時間を生きているのだ。でも──。


    「だからって、照てる日ひ一人が焦あせってもいい結果は出ない。これはたぶん、特区に住む全員が考えなきゃいけないことだ。とりあえず今夜は、俺おれと一緒に考えてみよう」


    「湊……はいです。ありがとうなのです」


    　顔を上げた照日は嬉うれしそうに微笑ほほえみ、礼を言う。


    　ベッドに枕まくらを並べ、二人で掛け布ぶ団とんにくるまると、社で暮らした日々を思い出す。嵐あらしの夜、照日はいつも湊の布団に潜もぐり込んできたものだ。


    　照日の容よう姿しは今でも幼さを残しているが、昔の面おも影かげを重ねるとずいぶん成長したことがわかる。とても綺き麗れいになったし、恥じらうような仕草は女性らしい。


    「何だか、気持ちがふわふわしてるのです」


    　そう言ってはにかむ照日にドキリとした湊は、暗い天井に視線を逸そらす。


    「まあ、俺もそんな感じだ。けど、すぐに慣れるだろ」


    「……はい。きっと。でもそれはそれで、ちょっともったいない気がするのです」


    　照日は小さく笑い、布団の中で体を寄せてきた。肩が触れ合うと、照日は小さく息を吐き、先ほどの話題を再開する。


    「湊──第四特区は、いいほうに変わっていきそうでしたよね？」


    「……ああ、《源コン仙ロン》が料理を評価したことで、新しい価値観が生まれた。今後は仙人としての格だけじゃなくて、料理の腕でも認められるようになるかもしれない」


    《源仙》は新たな味を求めて、自みずからの社に人間の料理人を招いたのだ。何か新たなルールを制定したり、命令を発したわけではない。けれど《源仙》が生み出したさざ波は、やがて大きなうねりとなって第四特区を変えていくだろう。


    「わたくしが同じことをしてもダメでしょうか……？」


    　照日は湊の横顔を見ながら、躊躇ためらいがちに問いかけてきた。


    「それは、少し難しいかもな。第四特区において《源仙》は街のシステムそのもので……仙人たちは彼女の眷けん属ぞくだ。だからこそ、《源仙》はあそこまでの影響力を発揮できる。けど──」


    　第七特区における照日の影響力はそれほどではない。


    　そう続けそうになって、湊は言葉を呑のみ込む。だが照日は湊が言わんとしたことを察した様子で苦笑を浮かべた。


    「はい……わかってます。わたくしが直属の料理人を雇ったところで、大きな変化は起きないですよね。人間の方たちは少し興味を示してくれるかもしれませんが……幻類側から見るとどうでもいいことでしょう。わたくしと縁のある血族は崩ほう界かい戦争でほとんど滅ほろび、今いる方々は外からやって来られた血族ばかりですし……」


    　憂うれいを帯びた声で照てる日ひは言い、ため息をつく。


    　恐らく照日は、特区をより良くする方法を考え始めたことで、幻エ類ナ側をまとめ切れていない自身の現状を自覚したのだろう。


    　もちろん神祖オリジンである照日に対し、特区の幻類は深い畏おそれを抱いだいているはずだ。相あい対たいすれば頭こうべを垂れ、理り不ふ尽じんな命令をしても大抵は従うに違いない。


    　けれど畏れや敬意以上のもの──忠義や親愛の情を照日に対して抱いている者はごく限られている。


    「今のままじゃ仮に名案を思いついても、幻類を動かすのが難しいってことか……」


    　湊みなとが相あい槌づちを打つと、照日は深く頷うなずいた。


    「幻類の皆さんがわたくしに興味を持ち、慕したってくれるようにならないと、わたくしの言葉は届きません。言こと霊だまで従わせることはできても……心までは変えられないのです」


    「──照日が幻類たちに気に入られる方法か。幻類を贔屓ひいきして人間に嫌われたら本ほん末まつ転てん倒とうだし……難しいな。やっぱり、少しずつ関わっていくしかないんじゃないか？」


    　考えながら湊が言うと、照日は目をぱちくりさせる。


    「関わる？」


    「言葉を交わす機会を増やすというか……たとえば、今照日が悩んでる〝特区をよりよくする方法〟を話し合う場を設けるとかさ」
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    　湊みなとの提案を聞いた照てる日ひは瞳ひとみを輝かがやかせ、ぐっと顔を近づけてきた。


    「それはいい考えなのです！　議会の設置なのですね！」


    「いや、議会っていうほど大おお仰ぎようなものじゃないんだが……あまり大げさなものにすると、第七特区を運営している巫ふ道どう機関がいい顔をしないだろ」


    「そうですね……けれど、議会のように街の意見を汲くみ上げる場は必要だと思うのです。それをつくれるのは──それをしなければいけないのは、わたくしだという気がしたのです」


    　照日は強い口く調ちようで言い切ると、湊に微笑ほほえむ。


    　その表情はとても大人びていて、照日はもう雷かみなりや風の音に怯おびえてしがみついてきた子供ではないのだと、湊は強く実感した。


    「照日がそう思うのなら、きっとそれが正しい道なんだろうな。まあとにかく、照日が何をするとしても、俺おれは全力で支える。好きなようにすればいい」


    「……ありがとうございます、湊。絶対に、ずっと傍そばにいてくださいです」


    　照日は祈るように言い、湊の左腕にぎゅっと抱き付く。布ふ団とんの中で照日の尻しつ尾ぽがわさわさと動いているのがわかる。


    　高い体温と柔らかな肌はだの感触に湊の心は少し乱れたが、照日が目を閉じたのを見て、温かい気持ちが胸に満ちる。


    「ああ、ずっと傍にいる」


    　──この命が果てるまで。


    　湊は右手を伸ばして照日の柔らかな髪を撫なで、狐きつね耳の裏を指で掻かく。


    「ふふっ……」


    　くすぐったそうに身を縮めた照日は、湊の肩に頬ほおを押し付ける。


    　そんな穏やかで少し甘い雰ふん囲い気きの中、湊は少しずつやってくる眠ねむ気けに身を任せた──。
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    　ふわり──と頬を撫でる微かすかな風を感じて、湊は目を開く。


    　ベッド脇わきに立てかけてあった刀を掴つかみ、素早く体を起こした湊は、風に揺れるカーテンを目にした。


    　湊の隣では、照日がすやすやと寝息を立てている。


    　彼女は湊が絶対に守り抜かなければならない存在だ。不意の襲しゆう撃げきに備える緊張は、たとえ深い眠りに落ちていても途切れたりはしない。


    　湊は照日を起こさないようにそっとベッドを降りる。照日の眠りを妨げたくないという思いもあるが、一番の理由はそこまで差し迫った事態ではないと判断したからだ。


    　窓が少し開いている。その向こうに感じる幻素イデアの気配は、湊がよく知る人物のものだった。ただそれでも刀は寝間着の帯に差す。


    　半開きの窓を開けてテラスに出ると、そこには予想していたとおりの姿があった。


    「──ミカエル、戻ってきたんだな」


    　湊みなとは白い翼を持つ金髪の天使──ミカエル・ザ・サードに声をかける。


    「ええ……ついさっきね」


    　頷うなずくミカエルだが、彼女の整った顔には思いつめた色が見えた。


    「それで、どうしたんだ？　部屋を間違えたのか？」


    　ミカエルは空を飛んで柱央神殿に戻ってきたのだろう。翼があるからといって鳥目ではないと思うが、外から部屋を見分けるのは難しいはずだ。


    「──いいえ、違うわ。ミナトに用があったのよ。けど……」


    　首を横に振ったミカエルは、部屋の中に視線を向ける。それで湊は彼女が窓だけを開けて中に入ってこなかった理由を悟った。


    「ああ、照てる日ひがいたから躊躇ためらったんだな。今日きようは一緒に寝たいって頼まれたんだよ」


    　湊がそう説明すると、ミカエルは曖あい昧まいに頷く。


    「まあ……そうなんだけど……ミナトはよく《陽皇アマテラス》様と……その、同どう衾きんしているのかしら」


    　湊の表情を窺うかがうようにミカエルは問いかけてきた。なぜか頬ほおが赤い。


    「いや、照日と寝るのは本当に久しぶりだ」


    「ひ、久しぶりだったのね……なら今夜はいろいろと疲れているだろうし……出直すわ」


    　視線を逸そらすミカエルを見て、湊は首を傾かしげる。


    「……疲れる？」


    「だってその……わたしはあまり詳しくはないけれど……夜よ伽とぎの相手というのは、疲れるものではないの？」


    　もじもじとしながらミカエルは疑問を口にした。それを聞いた湊は、ミカエルが何を勘違いしているのかを悟り、慌あわてて説明する。


    「待ってくれ──一緒に寝ていたというのは、本当にそれだけの意味で……ミカエルが考えているようなことはしていない」


    「え……」


    　ミカエルは呆あつ気けに取られた表情を浮かべたが、すぐに顔を真っ赤かに染めた。自分の勘違いを悟り、恥ずかしくなったのだろう。


    「まあ、そういうわけで俺おれは特に疲れてないから、何か用件があるなら言ってくれ」


    　今にもミカエルが飛び去ってしまいそうに思えたので、湊は急いで話を進める。


    「あ──えっと、その……ミナトが元気なら確かに問題はないんだけど──うん、そうね、こういうことは後回しにするほど言い出し辛づらくなりそうだし……」


    　ミカエルは一人でぶつぶつと呟つぶやいた後、何か覚悟を決めたような顔で湊を見た。


    「ミナト」


    「な、何だ？」


    　ミカエルの妙な迫力に気け圧おされながら、湊みなとは問い返す。


    　すると彼女はおもむろに湊に近づき、強い意思の籠こもった声で言った。


    「──わたしを抱きなさい」


    「は……？」


    　突然の言葉に湊は眉まゆを寄せる。


    　プライドが高く、清せい廉れんなミカエルが口にするとは思えない台詞せりふに、自分の耳を疑う湊。


    　しかし彼女は耳まで火ほ照てらせながら、言葉を重ねる。


    「ミナトの子供が欲しいと言っているのよ。《始魔ヴアルプルギス》と同じ……と言うのは抵抗があるけれど、《天元エール》様も龍りゆう脈みやくに縁のある血族を求めているわ。だから、わたしが──」


    　ミカエルはそう言うと手を伸ばし、湊の頬ほおに手を添えた。そして思い切った様子でずいっと顔を寄せてくる。艶つやのある桃もも色の唇くちびるが近づいてくるのを見て、湊は慌あわてて彼女の肩を掴つかんで押し留とどめた。


    「ちょ、ちょっと待て！　ミカエルは本当にそれでいいのか？」


    「いいに決まってるわよ──《天元》様の望まれていることなんだもの」


    　不満げな様子でミカエルは湊を睨にらむ。


    「けど、ミカエルは別に俺おれのことは好きじゃないだろ？」


    　最初に比べると打ち解けたが、親しいと言えるほどの間柄ではない。それに湊は以前、幻エ類ナと人間の衝突を避けるために自みずから罪をかぶったことがある。そのことに対しミカエルは怒りを露あらわにした。あれから時間が経たち、もう誰も蒸し返すようなことは言わないが、ミカエルの心には、あの件が大きなしこりとして残っているだろう。


    「別に好きじゃなくてもいいでしょう？　好きじゃなくとも……もう別に嫌いってわけじゃないし……嫌々じゃないわよ。これは必要なことなんだから」


    　声を上うわ擦ずらせ、ミカエルは湊をじっと見つめた。嫌いじゃないというのは湊にとって少し意外な言葉だったが──だからと言って素直に受け入れられるわけもない。


    「ミカエル、考え直したほうがいい。必要とか、そういう理由じゃきっと後悔する。それに俺も抱けと言われて抱くほど無む節せつ操そうじゃない」


    「なっ……で、でもあの子──シーナとは、そういうことをやってるんでしょう？　どうしてわたしはダメなのよ？」


    　ミカエルは焦あせった顔で湊に詰め寄る。


    「シーナとも、そういうことはない」


    　湊が答えると、ミカエルは意外そうに瞬まばたきをした。


    「あ、そ、そうだったのね……でも、シーナがあなたの子を産むのを前提として《陽皇アマテラス》様と《始魔ヴアルプルギス》は友好関係を結んだんだから……いつかは抱くんでしょ？」


    「……照てる日ひが認めれば、そうなるかもな」


    「じゃあ、わたしはどうしてダメなのよ？　シーナと何が違うの。《天元エール》様と《陽皇アマテラス》様も強い同盟関係を結んでいるんだから、わたしの申し出もきっと認めてくれるはずだわ」


    　納得できないという様子でミカエルは説明を求めてくる。


    　湊みなとはどう言えば伝わるのかと考えつつ、慎重に口を開いた。


    「──シーナは、俺おれを慕したってくれている。必要だからというだけじゃなく、好きだからと俺を求めてくれた。だから……子を成し、育てることになったら……俺もその想おもいに応こたえたい。シーナとその子供の人生に責任を持ちたいと思う。シーナもたぶん、それを望んでくれる。でも──ミカエルはそうじゃないだろ？」


    　湊が問い返すと、ミカエルは唇くちびるを噛かむ。


    「わ、わたしは……」


    「必要だからってだけで子供をつくったら──その子は単なる《天元》の道具になってしまう。俺はそんな無責任なことをしたくない」


    　湊が強い口く調ちようで言い切ると、ミカエルは目を大きく見開いて、腕を降ろす。


    「…………そうね、ミナトの言うとおりね。わたし、先のことを……いえ、あなたのことを何も考えてなかった……ごめんなさい。頭を冷やしてくるわ」


    　よほどショックだったのか、湊にくるりと背を向けたミカエルは、白い翼を羽ばたかせた。


    「ミカエル──」


    　反射的に手を伸ばした湊の指先を掠かすめ、ミカエルは夜空へと舞い上がる。


    　──どうして、そんなに焦あせっていたんだ？


    　湊は遠ざかる天使の姿を見送りながら、微かすかな懸け念ねんを覚えていた。
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    　──昨日きのうの今日きようでミカエルとパトロールか……。


    　湊は気まずさを感じながら、ため息をつく。


    　今日の巡回場所は、多くの露店が立ち並ぶ旧原はら宿じゆくの大通り。しばらくは特区の南側を重点的にパトロールするということになり、草くさ薙なぎとシーナは旧渋しぶ谷やと郊外を担当している。


    　ミカエルは彼女の武器である弓を肩に掛け、湊の三歩ほど先を歩いていた。白く大きな翼は混雑した場所だと邪魔になるため、少し歩き辛づらそうだ。


    　けれど歩調は緩ゆるめず──まるで湊から距離を取ろうとしているかのように、ミカエルは早足で人ごみをかき分けていく。


    　ミカエルも昨日のことを気にしているのは明白だ。


    『──こういう場合は、早いうちに仲直りしておいたほうがいいと思いますわよ』


    　今け朝さ、出発する間際に八や咫たが囁ささやいた言葉を思い出す。


    　どうやら八咫は、昨夜の出来事を知っているらしい。よく考えれば当然だ──第七特区には八咫の結界が展開されている。これは特区に飛来するものを感知できるようになるというもので、ミカエルもそれに引っかかったのだろう。


    　そして状況を確認した八咫は、昨夜の会話を聞いてしまったに違いない。


    　照てる日ひの様子はいつもどおりだったので、八咫はミカエルが《天元エール》の意向で湊みなとに迫ったことを伝えていないようだ。恐らく〝早いうちに仲直りしておいたほうがいい〟という八咫の囁きは、この件は湊が早さつ急きゆうに対応しろという意味なのだろう。


    　だからこの組み合わせは意図的なものであり、今日きようのうちに成果を上げろという命令のようなものだ。


    　だが──。


    「なあ、ミカエル」


    　湊が声をかけると、ミカエルは肩をびくりとさせるが──振り返らずにそのまま歩き続ける。聞こえなかった振りをしているようだが、湊の声が届いているのは間違いない。


    「ミカエル、昨日きのうのことなんだが──」


    　さらに呼びかけると彼女は足を早める。昨夜の件には触れてほしくないのだろう。


    　だが早足になったことでミカエルの翼が通行人の女性にぶつかり、彼女が抱えていた荷物が道路に散乱する。


    「あっ──ご、ごめんなさい！　大丈夫？　怪け我がはないかしら？」


    　ミカエルは慌あわてて転んだ女性を抱え起こし、湊は散乱した荷物を急いでかき集めた。女性の荷物は瑞みず々みずしい果物で、遠くまで転がってしまったものもある。


    　通行人に踏まれる前に湊はそれらを袋に戻し、ミカエルと女性の元に戻った。


    　幸い女性に怪我はなかったらしく、むしろ恐縮した様子でミカエルにペコペコと頭を下げている。


    「い、いえ、悪いのはわたしだから──」


    　ミカエルは戸惑った様子でそう言うが、女性は頭を下げ続け──湊から荷物を受け取ると逃げるように去っていった。


    「わたしって……そんなに怖いかしら」


    　少し落ち込んだ表情でミカエルは呟つぶやく。


    　今なら普通に話しかけられそうな雰ふん囲い気きだ。湊は人ごみに紛まぎれていく女性を見ながら、ミカエルの言葉に相あい槌づちを打つ。


    「というより、幻エ類ナとトラブルを起こさないように気を遣っているんだろう。一度、幻類の報復で酷ひどいことになったからな……」


    　そう言ってから、湊みなとはしまったと後悔した。それは湊が容疑者である幻エ類ナたちを皆殺しにして解決した──ということになっている事件だ。本当の犯人は〝覆いを外す者たちアポカリプス〟の一員であり、湊の旧友でもある男、飛ひ田だ蓮れん路じ。だがその真相をミカエルは知らない。


    　だからこの話題を持ち出せば、さらに気まずくなるのは目に見えている。


    「それってやっぱり……人間たちが無理をしているということよね」


    　しかしミカエルは何か別のことで悩んでいる様子で、表情を翳かげらせた。


    「まあ──それは否定できないな。《源コン仙ロン》も言ってたことだが……このアヴァロンは幻類が人間に合わせることで成り立っている場所だ。第四特区では仙人になって幻類と同じ力を手にする方法があったが、第七特区だと人間は人間として幻類に向き合うしかない。そしてそれは、やっぱり楽なことじゃないんだろう」


    　湊が考えながら言葉を紡つむぐと、ミカエルはどこか思いつめた顔で言う。


    「ねえ、ミナト……人間にとっては、無理せず暮らせるほうが幸せよね？」


    「それはそうだと思うが……」


    　何が言いたいのかと、湊はミカエルの横顔を見つめる、


    　するとミカエルは何か迷うように視線を彷徨さまよわせた。だが彼女が右を向いたとき、その表情が固まる。


    「あ──」


    　驚きの声を零こぼしたミカエルは、突然通行人をかき分けて露店の一つに突進した。


    「ミ、ミカエル？」


    　置き去りにされた湊は戸惑いながら彼女を追う。


    　だが何とか辿たどり着いた露店で、湊は信じられない光景を見た。


    「きゃーっ！　これ、『レフトダーク』の四巻じゃない！　何て奇跡──今日きようは最高に幸運な日だわ！」


    　ミカエルが何やら古びた本を手に歓声を上げている。顔は上気し、満面の笑みを浮かべたミカエルは、早速店主にお金を払って本を購入した。


    　こんなに嬉うれしそうなミカエルを見るのは初めてだ。


    　湊は見てはいけないものを見てしまった罪悪感を覚えつつ、恐る恐るミカエルの背中に声をかける。


    「その本……探してたのか？」


    　本を胸に抱き、ぴょんぴょんと嬉しそうに飛び跳ねていたミカエルの動きが止まった。


    「ミ、ミナト……こ、これはその──」


    　ぎこちない動きでミカエルが湊のほうを向く。本の表紙をよく見てみると、かっこいい男性キャラクターの絵が描えがかれていた。崩ほう界かい戦争以前に流通していた漫画本らしい。湊がこういう本を読んだのは、かつて蓮路や翼つばさと同居していた短い期間だけだ。山育ちの湊にとって衝撃的な娯楽の一つで、蓮れん路じの家にあったものは大体読破していた。


    　その記憶を辿たどった湊みなとは、ミカエルの持つ本にも何となく見覚えがあることに気づく。


    「『レフトダーク』……そういえばそれ、翼つばさの本棚にあったな……読んだことがあるかもしれない」


    　湊が口元に手を当てて呟つぶやくと、ミカエルは急に顔を輝かがやかせる。


    「えっ、ミナト……『レフトダーク』を知ってるの!?　わたしこれの一巻を露店で見つけて──それからずっと続きを集めているのよ!?　ねえ、これ、何巻まであるのかしら？」


    　興奮したミカエルに詰め寄られた湊は、錆さびついていた記憶を引っ張り出そうと試みた。


    　あの刹せつ那なの日常は──崩ほう界かい戦争が起こる直前……十年も前のこと。


    　楽しく、眩まぶしい日々を思い返すのは少し苦しい。


    「俺おれが読んだのは十巻ぐらいまでだったな……そこではまだ終わってなくて、続きがあるのかはわからない」


    　面白かったので続きはないのかと翼に[image: ]たずねた覚えがある。確か左腕に闇やみの力を秘めた少年が、異能者たちとバトルを繰り広げる話だった。


    　最後に読んだ巻がいいところで終わっていたので、読んだ本の中でも印象が強い。翼は今度書店で探してみると言っていたように思うが、湊は結局続刊を読むことなく──彼らとの日常は呆あつ気けなく終わってしまったのだ。


    「十巻!?　十巻以上もあるのね……まだまだ道のりは遠いわ。あ、ミナト！　先を知っているなら、絶対に内容は教えないでよ？　もし言ったら撃ち殺すから。いいわね？」


    　据すわった目で釘くぎを刺すミカエルに気け圧おされ、湊は反射的に頷うなずく。


    「わ、わかった。けど……ミカエルがこういうものを好きだったなんて意外だな」


    「別に物語ならなんでも好きよ。映像作品にも興味はあるけど……再生するのに機械が必要だから、そっちにはまだ手を出してないわ」


    　ミカエルは少し恥ずかしそうに視線を逸そらし、自分の趣味を語った。


    「へえ、じゃあさっきみたいに露店でいろいろ集めてるのか」


    「そうよ。崩界戦争以前の本はかなり焼けちゃったらしくて、出回っている数が少ないの。だから探している本の続きが見つかるなんてことは、ホントに奇跡みたいなものだわ」


    　そう言うとミカエルは本を大事そうに抱きしめる。


    「俺も久しぶりに読んでみたくなったな……」


    　懐なつかしさを覚えて呟いた湊に、ミカエルは躊躇ためらいがちにこう提案した。


    「……本を大事に扱ってくれるのなら、読ませてあげてもいいわよ」


    「本当か？　それは嬉うれしいな」


    　湊が喜びを露あらわにすると、ミカエルは少し照れたように付け加える。


    「『レフトダーク』以外にも、いろいろあるわよ。『七銃士』とか……知ってる？」


    「んー、それはたぶん読んだことないな」


    　ミカエルは湊みなとの返事を聞き、得意げに笑った。


    「なら、楽しみにしておくといいわ。これもすっごく面白いから。今夜にでもわたしの部屋に来なさいよ」


    「ああ、お邪魔させて──」


    　頷うなずきかける湊だったが、ふと昨夜何があったかを思い出す。ミカエルも同じことに思い至ったのか、顔を急に火ほ照てらせた。


    「い、言っておくけど、他意はないわよ？　今の状況で迫っても、ミナトは納得してくれないのはわかったし……」


    「──了解」


    　湊は少し気まずい思いを抱いだきながら頷く。


    　だがそのとき、少し離れた場所から怒鳴るような声と、大きなざわめきが聞こえてきた。


    「どうやら何かトラブルみたいね」


    　真ま面じ目めな顔に戻ったミカエルが、声が聞こえてきたほうを見る。


    「そうみたいだな。俺おれたちの出番だ」


    　湊も気持ちを切り替え、ミカエルと共に現場へと足を向けた。


    



    



    「──だからわからないんだよ！　わからなくなってたんだ！　俺にもどうしてこうなったのか、全くわからないんだっ!!」


    　聞こえてきたのは、そんな声。


    　湊とミカエルが到着した現場は、どこか異様な雰ふん囲い気きに包まれていた。


    　諍いさかいや喧けん嘩かという感じではない。


    　青果を扱う露店の前で、一人の男がただ怒鳴り散らしているだけだ。


    　露店の店主は困り果てた表情で男を宥なだめようとしているが、その声は全く届いていない。


    「いったいどうしたんだ？」


    　湊とミカエルが進み出て[image: ]たずねても、男は喚わめき続ける。


    　仕方がないので店主に視線を向けると、彼は困惑した様子で口を開いた。


    「そのお客さんが商品の値札を見て……」


    「いちゃもんをつけられたの？」


    　ミカエルがそう問いかけるが、店主は首を横に振る。


    「いえ……今みたいにわからないって言い出して──それからずっと喚いている感じで……」


    　どうやら店主も状況を把握していないようだ。これは本人に確かめるしかないかと湊は慎重に話しかける。


    「なあ──」


    　男は湊みなとのほうを見ない。だが湊は構わず言葉を続けた。


    「いったい何がわからないんだ？」


    　そう問いかけた瞬間、男は息を呑のんで口を噤つぐんだ。そしてゆっくりと顔を湊に向け、まるで縋すがるように言葉を紡つむぐ。


    「値段が……」


    「値段？」


    　どういうことかと湊は眉まゆを寄せた。


    「値段だけじゃない……商品の名前も……何も、わからない。読めないんだ！　こんな……こんなはずないのに……前はちゃんとわかっていたのに……」


    　男はそう呟つぶやくと、その場にがくりと座り込む。


    「とりあえず病院に連れていったほうがよさそうだな……」


    　ひとまず落ち着いた男を見て、湊は頭を掻かいた。


    　状況はわからないが、この男性がまともな状態でないのは明白だ。巫ふ道どう機関の病院でしっかり診みてもらったほうがいいだろう。


    　だがミカエルからの反応はない。


    　訝いぶかしく思って様子を窺うかがうと、ミカエルは何か思案するような顔で男を見つめている。


    「まさか……」


    「ミカエル？」


    　湊が呼びかけると、彼女はハッとして手を振る。


    「な、何でもないわ。そうね──早くこの人を病院に連れていきましょう」


    　取り繕つくろうように同意するミカエルは、どこか無理をしているように見え、湊は小さな不安を覚えた。
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    「あっ──湊さん!!」


    　巫道機関本部ビルに隣接する病院のエントランスに、聞き覚えある声が響いた。


    　男性を医師たちに預けて帰ろうとしていた湊とミカエルは、足を止めて振り返る。


    「咲さく良ら──」


    　湊はこちらに駆かけてくる少女の名前を呟いた。


    　巫道機関の制服を身に着け、淡い色の髪を靡なびかせる少女の名は、芦あし原はら咲良。幻エ類ナと人間の間に生じるトラブルを交渉で解決する調停士という役職に就つき、湊たちと巫道機関側のパイプ役も務めている。


    「ちょっとサクラ、病院では静かにしなさいよ。あと走らない」


    　ミカエルが抑えた声で諫いさめると、咲さく良らは慌あわてて歩調を緩ゆるめ、まわりにペコペコと頭を下げた後、湊みなとたちの元にやってきた。


    「……すみません、久しぶりにお会いできて嬉うれしかったので。湊さんとミカエルさんはどうして病院に？　もしかして怪け我がをされたんですか？」


    　咲良は心配そうに湊とミカエルの体を上から下まで眺める。


    「いや、病人を送り届けただけだ。咲良こそ、どうして病院にいるんだ？」


    　湊が逆に問い返すと、咲良は深刻な表情を浮かべた。


    「えっと、実はですね……最近、特区で妙な病気が流は行やっているらしいんです。私はその調査に駆かり出されていて……今も患者の方に聞き取りをしてきたところです」


    　まわりに聞こえないように咲良は小声で答えた後、申し訳なさそうに頭を下げる。


    「第四特区に関する報告はもう終わりました。なので本当は湊さんたちと一緒にお仕事をしたいんですが、こういう調査は皆やりたがらないので人手が足りないんです」


    　その言葉を聞き、湊はため息をつく。


    「だから咲良が動いているわけか。相変わらずだな……でも、無茶はするなよ」


    　湊は手を伸ばし、咲良の頭をポンポンと優しく撫なでた。


    「あ……ありがとうございます。湊さんにそうしてもらえると、すっごく元気が出ます！」


    　嬉しそうに頬ほおを染めた咲良は、胸の前でぐっと拳こぶしを握る。


    　それを見て湊の胸も温かくなり、思わず顔が綻ほころぶが──傍かたわらのミカエルが居い心ごこ地ち悪そうに咳せき払いするのを聞いて、手を離した。


    「──こほん。それでその病気ってなんなのよ？　わたし、昨日きのう戻ってきたばかりだから初耳なんだけど……ミナトは知っていたのかしら？」


    「いや……俺おれが気になっていたのは、人間同士のトラブルが増えていることぐらいだ」


    　湊はそう答えて、咲良に視線を向ける。


    「あ、ひょっとするとそのトラブルにも関係しているのかもしれません。その病気の症状というのが、文字や数字が読み取れなくなってしまうというもので……トラブルで症状が発覚するケースも多いんです」


    　文字や数字が読み取れない──その言葉に湊とミカエルは顔を見合わせた。


    「俺たちが連れてきた男も、そんなことを言っていたよな……」


    「ええ……商品の値段がわからないとかどうとか──」


    　二人の言葉を聞いた咲良は目を丸くする。


    「お二人が連れてきた方にもその症状が!?　でしたら、私は詳しい話を聞きにいかなくてはいけません。もう少しゆっくりとお話ししていたかったですが、ここで失礼します！」


    「ああ、わかった。また今度な」


    　湊みなとが答えると咲さく良らは笑え顔がおを浮かべて頷うなずいた。


    「はい！　病気の件も含めて、後ほど柱央神殿に報告へ伺うかがいます！　照てる日ひにはそう伝えておいてください！」


    　咲良はそう言って病院の受付へ早足で歩いていく。


    「さっきみたいな人間が、ほかにもいるのね……」


    　遠ざかる咲良の背中を見ながら、ミカエルが深刻な表情でぼそりと呟つぶやいた。


    「みたいだな。ただ人間の病気のことなら、巫ふ道どう機関に任せておくしかない。咲良の報告を待とう」


    「……そうね」


    　同意するミカエルだったが表情は暗いままだ。何となく、そんな顔は彼女に似合わない気がして、湊は明るい声で言う。


    「巡回の報告が終わったら、早速本を読ませてくれないか？　すごく楽しみにしてるんだ」


    「え──し、仕方ないわね。いいわよ、特別にわたしの部屋に入れてあげるわ」


    　ミカエルは胸を張り、偉そうな口く調ちようで言う。


    　出会ったときは取っ付きにくい感じだったが、今はこのほうが落ち着く。


    　湊は「感謝する」と礼を言い、彼女と共に病院を後にした。
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    　客分であるミカエルの部屋は、湊や照日が生活しているフロアの一つ下にある。


    　以前、《源コン仙ロン》の使節として訪れていた仙人のナタクも、このフロアにある部屋を使っていたはずだ。


    　ゆえにここは基本的にゲストルームとして使われる場所なのだが、ミカエルの部屋は仮住まいという感じではなく、かなり生活感が溢あふれていた。


    　壁には本棚がいくつも置かれ、古びた本が並べられている。未整理のものらしき本は床ゆかに詰まれていて、部屋の空間を圧迫していた。


    　窓からは夕日の赤い光が差し込み、奥にあるシーツが乱れたベッドに深い陰影を刻んでいる。


    　机の上には空からになったカップ麵めんの容器が置かれており、ミカエルは慌あわててそれを片付けた。


    「べ、別にいいじゃないの。美お味いしいものは美味しいのよ」


    　部屋に招き入れた湊をミカエルは頬ほおを赤くして睨にらむ。


    「俺おれは別に何も言ってないが……」


    　湊は苦笑しながら、机の傍そばにあるソファへ腰を下ろした。


    「あ」


    　だがミカエルは何か言いたげな顔で湊を見る。


    「何だ……？」


    「そこ、わたしの定位置。ソファに座るなら、もうちょっと端に寄りなさいよ」


    「わ、悪い」


    　湊みなとが謝ってソファの端に移動すると、棚から何冊かの本を取り出してきたミカエルが、隣に座る。


    　ミカエルはソファの端ではなく真ん中に腰を下ろしたため、湊との距離は肩が触れるほどに近い。けれど彼女は客人が来たからと言って、自分のポジションを譲ゆずるつもりはないらしい。


    「はい、これ。『レフトダーク』の一巻から三巻よ。それとこっちはわたしオススメの『七銃士』。どれもわたしの宝物なんだから、丁てい寧ねいに読みなさい」


    「了解。丁てい重ちように扱うよ」


    　湊は頷うなずき、早速『レフトダーク』の一巻を手に取った。


    　ミカエルは今日きよう手に入れた四巻を早速開き、湊の隣で熟読し始める。


    　その横顔は期待に溢あふれ、ページをめくるたびに表情がコロコロ変わった。湊と肩が触れていることも忘れ、読書に没頭している。


    　──こんな顔もするんだな。


    　子供のように感情を露あらわにして本を読み耽ふけるミカエルは、何だかとても微笑ほほえましい。それにこの空気感は、かつて人間の友人と暮らしていたときに似ている。
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    　今の自分とミカエルは、まるで親しい友人のようだと思いながら、湊みなとも本を読み始めた。


    　一度読むのに集中すると、湊も周囲の状況を忘れる。


    　二人並んで本を読んでいるうちに日は沈み──少し空腹を感じ始めた頃、コンコンというノックの音で湊は我に返った。


    「夕食の時間かしら」


    　本をテーブルに置いたミカエルが、背伸びをしながら言う。体を反らしたことで彼女の豊かな胸が強調され、湊は視線を逸そらした。


    「八や咫たが呼びにきたのかもな」


    　柱央神殿での食事は、すべて八咫が担当している。照てる日ひの口に入るものは自分が作りたいと八咫が希望したためであり、湊たちはそのついでにとても美お味いしい料理を毎日食べることができていた。


    　使節が来ていたときも柱央神殿内の人口は十名に満たず、現在はたった五名。今のところは八咫一人でも何とかなっている。


    「って──ミ、ミナト、あなたがここにいるのを見られたら、変な誤解を受けるじゃない！　わたしが応対するから、ここから動かないでよ？」


    　ミカエルは少し焦あせりながら言うと、足早に部屋の入り口へと向かった。


    　けれどガチャリと扉とびらの開く音が響いたと同時に、ドカドカと荒々しい足音が近づいてくる。


    「ちょ、ちょっと！　勝手に入らないでよ！」


    　ミカエルの制止を無視して部屋の中に入って来たのは──草くさ薙なぎ。


    　草薙はソファに座っている湊を見ると、にやりと口の端はを吊つり上げた。


    「気配がしたからもしやと思ったが、やっぱり湊だったかい。部屋にいないから探したんだよ」


    「……何か急用か？」


    　もうからかわれるのは避けられないと覚悟を決め、湊は問い返す。


    「ああ、咲さく良らが訪ねてきて、会議室に皆を集めてほしいってことだ。イイところを邪魔して悪いが、謁えつ見けんの間まに行くよ」


    「別にイイところなんかじゃないわよ！」


    　そう叫んだのは、草薙を追ってきたミカエルだ。


    「言っておくけど、ミナトにはわたしの蔵書を読ませてあげていただけなんだから！　下げ世せ話わな想像はしないでほしいわ！」


    「はいはい、わかってるさ。嬢ちゃんもとっとと行くよ」


    　草薙に軽くいなされたミカエルは、顔を真っ赤かにして叫ぶ。


    「全然わかってる感じがしないんだけど！」


    「大丈夫だって。照日様には黙っててやるよ。どうもそれどころじゃないみたいだからね」


    　肩を竦すくめつつも草薙は真ま面じ目めな顔に戻って言う。


    「薙なぎ姉……？」


    　湊みなとが訝いぶかしげに名前を呼ぶと、草くさ薙なぎは瞳ひとみに鋭するどい光を灯ともした。


    「何だかね、今夜は肌はだが粟あわ立だつのさ……きっとこれから何かが起こるよ」


    　そう言ってミカエルの部屋を出ていく草薙の後ろ姿は、まるで戦場に臨のぞむかのような緊張を感じさせた──。


    



    



    　会議室には、既に照てる日ひと八や咫た、咲さく良らの姿があった。


    　照日と咲良は和なごやかに会話していたようだったが、湊たちが会議室に入ると二人は口を噤つぐみ、室内は急に静かになる。


    　視線で挨あい拶さつした湊に、咲良は小さく笑ってぺこりとお辞じ儀ぎをした。


    　そして湊とミカエル、草薙が着席するのを待ち、咲良は真剣な表情を浮かべて立ち上がる。


    「お集まりいただいて、ありがとうございます。こんな時間に伺うかがったのは、皆さんに至急お力を貸していただく必要ができたからです」


    　真ま面じ目めな口く調ちようで言う咲良だが、草薙は眉まゆを寄せる。


    「どういうことだい？　湊たちから聞いた話だと、人間の間に広がっている妙な病について報告してくれるって話だったが……」


    「はい、話はその病気に関わることです。字や数字が認識できなくなる病──これは人間だけの問題ではないかもしれない可能性が出てきました」


    　湊はその言葉に息を呑のむ。


    「まさか、幻エ類ナにも影響があるってことなのか？」


    　そんな病気がありえるのだろうかと湊は疑問を覚えるが、咲良は慌あわてて首を横に振った。


    「あ、いえ──そういう意味ではありません。患者は今のところ、人間だけです。幻類が関わっているかもしれないのは、原因の部分で……」


    　そう言いながら、咲良は椅い子すの横に置かれていた鞄かばんから透明な包みに入れられた一個の林りん檎ごを取り出す。


    「実は十日ほど前から、とても美お味いしく、万病に効くと話題の果実が出回るようになりました。これがその林檎なんですが……病気になった人全員がこれを日常的に大量摂取していたことがわかったんです」


    　咲良の言葉を聞き、草薙が興味深そうに眉を動かした。


    「へえ……そりゃ初耳だ。しかしそれがどうして幻類と関係あることになるんだい？　まさか幻類がその林檎に毒でも仕込んだとでも？」


    「毒かどうかはわかりません。というか評判どおり、この林檎を食べた人の多くは健康になっているんです。調べてみたら、ここ一週間の病人数は明らかに減少していました。ただ──毒だとしても薬だとしても、この林りん檎ごは普通じゃありません。けれど成分を調べても、異常は全く発見できませんでした。だから……」


    「人の科学で原因がわからないのなら、幻エ類ナの仕し業わざかもしれないってわけかい。ま、確かにありえそうな話だね」


    　草くさ薙なぎは咲さく良らの言葉を引き取り、納得した様子で頷うなずく。


    「咲良さん、林檎の出どころはわかっていないんですの？」


    　続いて当然の疑問を投げかける八や咫た。


    　原因が林檎であるかもしれないなら、まずはその供給を止め、規制をかけるべきだ。巫ふ道どう機関ならば、商品の流通経路も把握しているだろう。


    　だが咲良は少し迷うような表情を浮かべ、ちらりとミカエルのほうを見る。


    「林檎の流通元は……わかっています。その……実はずっと以前から、食糧自給率がゼロに近い第七特区への支援として、自然豊かな第一特区から大量の野菜や果物が送られてきているんです。林檎もその一つで……取引ではなく、《天元エール》様から照てる日ひへの厚意というかたちのため、巫道機関も簡単には介入できません。ですから、皆さんの協力が必要なんです」


    　咲良が照日たちに協力を求めた理由を語ると、全員の視線はミカエルに集まった。


    「へえ、つまりこれは《天元》の目もく論ろ見みってわけなのかい。ミカエル──詳しく話してもらおうじゃないか」


    　草薙は目を細め、ミカエルに釈明を求める。そこでようやくミカエルは顔を上げ、まっすぐに草薙と視線を合わせた。


    「──わたしは何も知らないわ。ただ、もしこれが《天元》様の意によるものだとしたら、何も心配はいらない。《天元》様は人間を不幸にするようなことは絶対にしないもの。あの方は人間の幸福を心から願っているんだから」


    　はっきりと告げるミカエルだったが、今度は八咫が質問する。


    「では、特区に広がっている病気はどう説明するんですの？」


    「それは……何かほかに原因があるのよ。《天元》様のなさろうとしていることが、こんなことのはずないわ……絶対にそうよ」


    　何も知らないとミカエルは言っていたが、彼女の様子を見ていると何か思い当たることがあるようにも見えた。


    　だが《天元》を庇かばおうとする姿勢は本物で、今下へ手たなことを言うとミカエルとの関係が破は綻たんするのは目に見えている。


    　その危あやうい空気を感じ取ったのか、ここまで話を黙って聞いていた照日が、初めて口を開いた。


    「──ミカエルさんの気持ちはよくわかったのです。わたくしも《天元》を疑いたくはありません。ただ、病気と林檎のことをこのまま放置するわけにもいかないのです。少なくとも林檎の流通は止めて、経過を見るべきです」


    　照てる日ひはそう言うと、湊みなとたちをぐるりと見回す。


    　ミカエルも含め、彼女の意見に反対する者はいない。


    「そういうわけで、ミカエルさん。戻ったばかりで申し訳ないのですが、第一特区からの支援をしばらく遠慮させていただくことを、《天元エール》に伝えてはいただけませんか？」


    「……わかったわ」


    　第一特区から輸入された林りん檎ごを病気の原因のように言われるのは納得いかない様子だったが、ミカエルは反論せずに頷うなずいた。


    「咲さく良らさん、巫ふ道どう機関には既に出回っている林檎の回収をお願いしたいのです」


    「はい、わかりました。では早速本部に戻って──」


    　咲良も頷き、手にしていた資料と林檎を鞄かばんにしまう。


    　けれどそのとき、咲良の懐ふところから高い電子音が鳴り響いた。


    「あ、すみません。ちょっと失礼します」


    　咲良は皆に謝ると携帯端末を取り出して耳に当てる。


    「──はい、芦あし原はらです────────え…………ほ、本当ですか？　は、はい、わかりました。今、柱央神殿にいるので皆さんに協力を要よう請せいしてみます」


    　途中から早口になった咲良は電話を切ると、緊迫した表情で湊たちに向き直った。


    「咲良、何かあったのか？」


    　湊が心配になって問いかけると、咲良は首を縦に振る。


    「港に着いたばかりの輸送船が襲しゆう撃げきされています。襲撃者は機神デウスで武装しており、治安部隊では歯が立たないみたいです。〝覆いを外す者たちアポカリプス〟によるテロかもしれません。鎮ちん圧あつに協力していただけますか？」


    「──もちろんだ。行こう」


    　湊は躊躇ためらいなく首しゆ肯こうし、席を立つ。


    　脳のう裏りを過よぎるのは、級友であり現在は〝覆いを外す者たち〟に属する飛ひ田だ蓮れん路じの姿。


    　機神を持つ者は限られているので、蓮路である可能性は低くない。


    「わたしも協力するわ。埠ふ頭とうまでは距離があるし、運んであげる」


    　ミカエルがそう言うと、草くさ薙なぎは皮肉っぽく笑う。


    「あたしらに力を貸して、自分が敵じゃないことを証明したいのかい？」


    「……《天元》様から《陽皇アマテラス》様の力になるよう命じられている以上、わたしは全力でその役割を果たすだけよ」


    　強い口く調ちようで言い返すミカエル。その決然とした表情を見て、草薙は頷いた。


    「わかったよ──嬢ちゃんの心意気は本物だ。信用してやろう。あたしは照日様の護衛につくから、そっちは任せたよ」


    「……感謝するわ。行くわよ、ミナト」


    　ミカエルは少しほっとした顔で礼を言うと、湊みなとの手を掴つかんで部屋の窓に向かう。


    　窓から直接飛び立つらしいと気づき、湊は咲さく良らのほうを振り返った。


    「俺おれたちは先行する。咲良は巫ふ道どう機関の部隊と合流してから来てくれ」


    「わ、わかりました！」


    　咲良の返事を聞くと同時に、湊はミカエルに夜の空へと連れ出される。


    　冷たい風が頬ほおを切り、落下する感覚。


    　だがすぐにミカエルに掴まれた腕がぐんと引かれ、上昇に転じた。湊は刀を落とさないように空いたほうの手を刀の柄つかに添え、眼下の景色を見下ろす。


    　電気の光があちこちに灯ともっているが、夜景と呼べるほど見事なものではない。空に輝かがやく星々とは比べようもないぐらいに、弱々しく少ない光だ。


    　かつて人間の街は星の光をかき消すほどに眩まぶしかったが、今はその名な残ごりもない。人間の街はまだ蘇よみがえっていないのだと、湊は改めて強く感じた。


    「ミナト、あれ！」


    　白い翼を広げて飛ひ翔しようするミカエルが、南の空を指さす。彼女が示したほうに視線を移すと、ぼうっと空が赤く染まっているのがわかった。


    　闇やみに紛まぎれて見え辛づらいが、煙が上がっていることにも気づく。


    　ミカエルがそちらに向かって急加速すると、焦こげ臭さが鼻を衝ついた。


    　この臭においは好きではない。第四特区の外周区を襲おそった火事や、崩ほう界かい戦争で焼け落ちた街を思い出す。


    　だがその臭いはどんどんと強まり、微かすかに潮の香りも混じり始めた頃、赤い炎を視認した。


    　埠ふ頭とうに停泊中の大きな輸送船が激しく炎上している。濛もう々もうと吐き出される黒い煙は、星の輝きを覆おおい隠そうとしていた。


    「ミナトは水を操あやつれるのよね？　雨を降らせて火を消し止められない？」


    　ミカエルは煙が流れてこない風上に回り込みながら、湊に問いかける。


    「やれないこともないが……これだけ大規模な火災を抑え込もうと思ったら、かなりの力を消しよう耗もうする。襲しゆう撃げき者しやと戦う余力がなくなるのはまずいし、先に火元をどうにかしないとキリがない」


    「──わかったわ。じゃあまず、輸送船を襲っている犯人を鎮ちん圧あつしましょう」


    　ミカエルは頷うなずき、高度を下げ始めた。船が近づくと、炎の熱が伝わってくる。そして強い幻素イデアの気配も──。


    「あれは普通の炎じゃない。咲良が言っていたように機神デウス使いがいるんだろう。油断するな。攻撃に備えろ」


    　湊はそう言いながら、大気中の水分子に幻素で干かん渉しようし、足下に大きな水の球体を作り上げた。いざというときに水の防壁を展開するためだ。


    「わかってるわよ。でも、できるならこちらから仕掛けたいわね」


    　ミカエルは輸送船の甲かん板ぱんを見下ろして、緊張した声で言う。


    　それは湊みなとも同感だ。幻素イデアを帯びた炎が船を包んでいるため、気配で敵の居場所はわからない。だから目を凝こらし、動くものの姿を探した。


    「──いた」


    「いたわ！」


    　そして湊とミカエルは同時に、敵の姿を捉とらえる。


    　船の舳へ先さき近くに動く人影があった。赤い髪、黒い外がい套とう、そして燃え盛る炎の剣──。


    　──蓮れん路じ。


    　予想はしていたが、それは湊の旧友である飛ひ田だ蓮路だった。


    　けれど今は、倒すべき敵。彼が照てる日ひの命を狙ねらったとき、湊はその覚悟を決めている。


    「ミナト──このままじゃ弓を引けないから、あいつの上に落としていい？」


    「ああ、タイミングを合わせて同時に攻撃しよう。ただし、俺おれの背中を撃たないでくれよ？」


    「わかってるわよ。そんなへまはしないわ。ミナトこそ、あっさり返り討ちにならないでね？」


    　ミカエルは頷うなずき、湊の手をぱっと離した。


    　重力に引かれて湊は燃え盛る船上へ落ちていく。


    　手加減はしない。この一撃で決める覚悟がなければ、やられるのは自分のほうだ。
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    　以前の戦いで、それは嫌と言うほどに理解している。


    　必要なのは力の量ではなく、鋭するどさ。気づかれる間もなく、相手の急所を一撃で射抜く速度と、混じり気のない殺意。


    「第五階かい梯てい──泪ナミダ」


    　湊みなとは頭を地上に向け、先ほど作り出した水球に手を翳かざす。


    　大気からさらに水を集めていくが、水の塊かたまりはどんどんと小さくなっていく。


    　これは極限まで圧縮して放つ、水の槍やり。


    　恐らくミカエルも今、頭上で風の矢を引き絞っているだろう。


    「──穿うがて」


    　外さない──そう確信した距離で、湊は水を解き放つ。


    　夜を割さく、蒼あおい水槍。


    　そして同時に湊のすぐ脇わきを鋭い風が吹き抜けた。


    　蓮れん路じはまだ顔を上げない。防御や回避をする余裕はないと確信する湊。


    　だがそのとき、船上の炎が激しく猛たける。


    　渦を巻き、高く燃え上がった炎が蓮路の姿を覆おおい隠した。


    　水と風が、炎の壁と激突する。


    　白い水蒸気が湧わき起こり、舞い散る炎が海へと落ちていく。


    　まるで炎が勝手に蓮路を守ったかのようだった。だがその光景に驚いている余裕はなく、湊は本能の警けい鐘しように従って腰の刀を抜き放つ。


    　刀身は根元付近で折れているが、その刀には透明な水の刃やいばがある。


    　水蒸気を突き破り、湊に迫る巨大な炎えん弾だん。それを間かん一いつ髪ぱつ、水の刃で断たち切った湊は、炎に包まれた甲かん板ぱんに着地した。


    　炎を斬きったことで、辺りの水蒸気はさらに濃くなっている。そのおかげで炎の勢いは弱まっているが、蓮路の姿は白い靄もやに紛まぎれて見えない。


    「よォ──湊。思ってたよりも、ずいぶんと早はえェお出ましじゃねェか」


    「っ……蓮路、船を襲おそって……いったいどういうつもりだ？」


    　水蒸気の向こうから聞こえてきた蓮路の声に、湊は問い返す。


    　輸送船の甲板には、積み下ろしの途中だったらしいコンテナが高く積まれており、声が反響して居どころが掴つかめない。


    　蒸発した水に幻素イデアを通し、自みずからの体感覚を広げても、人のいる手て応ごたえは返ってこなかった。恐らく蓮路は炎で自分を守っているため、水蒸気が届かないのだろう。


    「はッ──オレはゴミの焼却処分を手伝ってやったんだぜ？　むしろ感謝してほしいぐらいだ」


    「ゴミ……？」


    「第一特区から運ばれて来るモンには、毒が混じってんだろォ？　なら、んなモンはとっとと処分するに限る。てめえらに任せても、横流しされて出回るだけだ」


    　蓮れん路じの言葉に湊みなとは息を呑のむ。


    「どうしてそれを……まさか、この船は第一特区からの輸送船……？」


    　その情報は咲さく良らから聞いたばかり──つまりは巫ふ道どう機関が掴つかんだばかりの情報だ。


    「人間のことを本気で考えてるヤツは、どこにでもいるってことさ。この事態に対処するには人間のためだけに動く組織が必要なんだよ。てめえらの出る幕じゃねぇ」


    　強い敵意の籠こもった声が水蒸気に包まれた船上に響く。


    　その殺気に湊は刀を構え、周囲に注意を払った。上空にいるミカエルも蓮路の姿は捉とらえられないらしく、次撃を放てないでいる。


    　だがこのままでは埒らちが明かない。蓮路の目的が積み荷の焼却なら、辺り一帯を焼き払うことに躊ちゆう躇ちよはないだろう。


    　無差別な攻撃を放たれる前に先せん手てを仕掛けなければ──。


    　そう判断した湊は周辺の水蒸気だけでなく、大気全体から水を集め、輸送船全体を包み込もうと試みる。蓮路には通用しないだろうが、少なくとも居どころはわかるはずだ。


    　けれど──何かおかしい。


    　大気中の水に湊の意志が届かない。それどころか掌しよう握あくしていた水蒸気も湊の支配下から外れていく。


    　まるで手足を削り取られていくような、不快な感覚。いくら幻素イデアを使って水に干かん渉しようしようとしても拒絶されてしまう。


    「ちッ──新あら手てか。湊、運がよかったなァ」


    　蓮路は何かに気づいたらしく、撤退の気配を漂ただよわせる。


    「待──」


    　混乱しながらも湊が制止の声を上げかけたとき、空から突然の豪雨が降り注いだ。


    　凄すさまじい水量に声を上げられない。すべての音が押し潰つぶされる。圧のしかかるような雨の勢いに足を踏ん張るなか、湊は船上の炎があっという間に消えていくのを目にする。


    　こんな暴力的で冷たい雨を、湊は知らなかった。


    　水は常に湊と共にあり、決して裏切ることはない──当たり前に思っていたことが、がらがらと崩れていく感覚に、湊は立ち竦すくむ。


    　雨は次第に弱まり、辺りの景色が見えるようになったときには、もう蓮路の姿は見えなかった。燃え盛っていた火はすべて消え、燻くすぶる白い煙だけが夜空に立ち上る。


    　そして湊は頭上に大きな気配を感じ取った。


    　視線を上げると、ミカエルよりさらに高い場所──煌こう々こうと輝かがやく半月の傍そばに、翼を持つ人型のシルエットが見える。


    　目を細め、月明かりに照らされたその人物の顔を確かめた湊みなとは、驚きに低く呻うめいた。


    「なっ……《天元エール》──？」


    　その男は、式典で一度目にした第一特区の柱と瓜うり二つの顔をしている。


    　だが、何か違和感がある。よく見れば男の髪は青く、服装も少し違う。第一、湊が会ったときの《天元》に翼はなかった。強大な力を感じるが、《天元》に対面したときの本能的な恐怖はない。ただ──表現しがたい気持ち悪さが──嫌けん悪お感かんがある。


    「…………どうして、ここに？」


    　湊と同様に雨でずぶ濡ぬれになっていたミカエルが、震える声で呟つぶやいた。


    　だが男はミカエルを無視し、湊と視線を合わせる。


    「私はガブリエル。《天元》様の使いとして参った。《陽皇アマテラス》様にお目通りを願いたい」


    　丁てい寧ねいな口く調ちようで名乗り、目的を口にする男──ガブリエル。


    　だがそれは要よう請せいではなく、命令だった。冷たい彼の青い瞳ひとみは、明らかに湊を格下と見下している。


    　ガブリエル……それは有名な大天使の名だ。恐らく彼はミカエルと同じ《天元》の側近なのだろう。血族であるなら、《天元》に似ているのも頷うなずける。


    「……いいだろう。ただし──この船に積まれていたものについて説明してもらうことになると思うが、構わないか？」


    　湊は頷きつつも、そう釘くぎを刺した。


    　蓮れん路じは病の原因となる果実を処分するために、この船を襲しゆう撃げきしたようだった。ならばこれは第一特区からの輸送船ということになる。


    　しかしガブリエルは動揺することなく、鷹おう揚ように頷いた。


    「もちろんだ。私はそのためにここへ来た。余計な誤解を招かないためにね──」


    　薄く笑みを浮かべるガブリエルの言葉に、湊の心は大きくざわめく。


    　何かよくないことが起ころうとしている予感に、湊は刀の柄つかをぐっと握りしめた。
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    　柱央神殿、謁えつ見けんの間ま。


    　玉座には照てる日ひが座り、その左右を草くさ薙なぎと八や咫た、湊みなとが固める。壁際には咲さく良らとシーナ、ミカエルが立ち、謁見の様子を見守っていた。


    　玉座の正面で片かた膝ひざをつき、深々と頭こうべを垂れるのは《天元エール》と瓜うり二つの顔をした青髪の大天使。


    「──《陽皇アマテラス》様、お会いできて光栄です。私はガブリエル。《天元》様の名みよう代だいとして参上いたしました」


    　湊に対したときとは雲うん泥でいの差だ。ガブリエルは心からの敬意を感じる言葉と所しよ作さで照日に挨あい拶さつをする。


    「ガブリエルさん、ですか。ようこそ第七特区へ。わたくしはあなたの来訪を歓迎するのです」


    　照日は緊張した様子で狐きつね耳をぴくぴく動かしながら、厳おごそかに言葉を返した。


    「貴神のお言葉、いたみいります。早速ですが、用件をお伝えさせていただいてよろしいでしょうか」


    「──はいです」


    　表情を引き締め、照日は先を促うながす。


    「ありがとうございます。私が参ったのは、第一特区から輸出されている果実についてご説明をさせていただくためです」


    　ガブリエルの言葉に皆がどよめく。草薙はこれ見よがしに顔を顰しかめ、強い口く調ちようで告げた。


    「今、第七特区に広がっている奇妙な病と、第一特区の果実が関係しているかもってのは、今日きようわかったばかりのことだ。なのにずいぶんと動きが早いねぇ……あたしらはまだ苦情を出す前だってのにさ。つまりあの果実がヤバいもんだってことは、最初からわかってたってことだね？」


    　そう追及する草薙だが、ガブリエルは焦あせりもせずに首を横に振る。


    「いいえ、それは誤解です。私が使節として派遣されたのは第七特区の状況を知ったうえでのことではなく、第二特区での事件を受けての対応です」


    「……第二特区？」


    　思わぬ単語に草薙は眉まゆを寄せた。


    「どういうことでしょうか？」


    　照日も疑問を覚えた顔でガブリエルに問いかける。


    「《虚帝ギンヌンガガプ》の治める第二特区──《裂奥の帝国ヘルヘイム》にも、私たちは長らく食糧支援を行おこなっておりました。けれどそこで病が広がり、原因が私たちの果実にあるのではないかという疑いが持ちあがったのです」


    　ガブリエルの説明に、湊みなとたちは顔を見合わせた。それは第七特区と完全に同じ状況だ。


    「そこで《天元エール》様は、第二特区に側近のウリエルを派遣されました。そして第七特区でも同様のことが起こる可能性を考え、こちらには私、ガブリエルが赴おもむくよう命じられたのです」


    　言葉を続けたガブリエルは、そう言って自分の胸に手を当てる。


    　それは確かに彼がこのタイミングで第七特区を訪れた説明にはなっていた。だが──。


    「──第二特区でも同じことが起きているのなら、果実が病の原因である可能性は高まるんじゃないのか？」


    　湊は黙っていられずに、ガブリエルへ疑問をぶつけた。


    　すると彼は一瞬だけ顔を顰しかめたが、口く調ちようは丁てい寧ねいさを保ったままで湊に答える。


    「あの果実が、病を引き起こすことなど絶対にありません。あれは豊ほう穣じようなる《天穣の楽園エデン》の清気を吸って育った生命の果実。一口食べれば人に活力を与え、あらゆる病を癒いやします。万能薬と評されこそすれ、毒と言われる所以ゆえんは皆かい無むと言えるでしょう」


    　その言葉は、ミカエルが果実の件を追及されたときの反論にも少し似ていた。


    　しかし万能薬と言われても、簡単には納得できない。


    「けど実際に病は広がっている。文字を認識できない人が増えているんだ」


    「病……ですか。第二特区からの抗議を受けた際も疑問だったのですが、それは本当に病なのでしょうか」


    　だが湊の指摘を受けたガブリエルは、困った表情を浮かべ、肩を竦すくめる。


    「な……」


    「私は明日あした、街に出て第七特区の人間に直接説明を行おこないたいと思っています。その許可をいただきたい。そうすれば生命の果実は決して毒などではないと、わかってもらえることでしょう」


    　ガブリエルは自信に満ちた声で告げ、照てる日ひをじっと見つめた。


    　しばらく思案の表情を浮かべた照日だったが、拒否する理由は思いつかなかったのか、やがて重々しく頷うなずく。


    「──わかりました。許可するのです。ただ、先ほど輸送船を襲おそったテロリストの件もあるので、護衛として湊をつけます。よろしいですか？」


    　名前を呼ばれた湊は、自分にガブリエルの監視役が与えられたことを悟る。


    「はい、御配慮感謝いたします」


    　ガブリエルもそのことには気づいただろうが、異論は挟まない。


    　ただ照日に一礼した後、ミカエルに視線を向けて言う。


    「ミカエル。君もついてきてくれるかな？」


    「……ええ、わかったわ」


    　ミカエルは硬い表情で頷うなずきつつ、何か言いたげな表情で湊みなとを見つめた。


    「どうした？」


    「──何でもないわ」


    　だが湊が[image: ]たずねても彼女は首を振り、そのまま謁えつ見けんの間まを出ていく。


    　一緒に本を読んでいたときは縮まったように感じていた心の距離がまた開いた気がして、湊は微かすかな寂しさを覚えていた。


    



    　　　　　　２


    



    　翌朝──事態は想定していた以上に悪化した。


    　ガブリエル、ミカエルと共に出発しようとしていた湊は、柱央神殿のエントランスホールで入り口から駆かけこんできた咲さく良らと出くわす。


    「み、湊さん！　待ってください！　今、街に出るのは危険です！」


    　高い足音を響かせて湊の前までやってきた咲良は、肩で息をしながら制止の言葉を口にした。


    「危険……？　いったい何があったんだ？」


    　湊は眉まゆを寄せて問い返す。ガブリエルとミカエルも足を止め、咲良の返事を待った。


    「深夜から早朝にかけて、旧原はら宿じゆくと旧渋しぶ谷やを中心に大量のビラがばら撒まかれたんです。内容は……人間の間に広がっている病は第一特区から輸入されている果実が原因というもので……」


    　そう説明しながら咲良は懐ふところからくしゃくしゃになった紙を取り出し、広げてみせる。


    　そこには髑どく髏ろマークが刻印された果実のイラストと、咲良が今語った警告文が印刷されていた。


    「蓮れん路じ……〝覆いを外す者たちアポカリプス〟の仕し業わざか……」


    「はい──恐らくは。今、説明を求める方たちが各地区にある巫ふ道どう機関の詰め所に押し寄せているそうです。本部やこの柱央神殿に人が集まってくるのも時間の問題でしょう。ですから今日きようは──」


    「都合がいい」


    　咲良の声を遮さえぎり、ガブリエルが重々しく告げる。


    「え……？」


    「民が自みずから集つどおうとしているのなら、そこで必要なことを伝えればよいだけだ。果実に疑惑を持つ者たちを、この第七柱央神殿前に誘導したまえ」


    　ガブリエルにそう要よう請せいされた咲良は、戸惑った様子で瞬まばたきをした。


    「い、いいんですか？」


    「ああ、此こ度たびの混乱を鎮しずめるには、当事者たる第一特区の者が表に立つしかあるまい」


    　責任を取るというような口く調ちようのガブリエルだが、湊は彼の好きなようにさせていいのかという危機感を抱いだく。


    　だが人間たちへの説明は照てる日ひが許可したことだ。ガブリエルを止める建前は思いつかない。


    「──わかりました。では本部と詰め所に連絡して、住民の方たちをここへ誘導してもらいます」


    　咲さく良らは微かすかに迷う様子を見せたが、最後には頷うなずいて携帯端末を取り出す。


    　電話をし始める咲良から離れ、湊みなとはずっと黙ったままのミカエルに近づいた。彼女の表情は昨日きのうよりも硬く、思いつめたような雰ふん囲い気きを感じる。


    「ミカエル、大丈夫か？」


    　湊が声をかけると、ミカエルは疲れた笑みを浮かべて頷いた。


    「……大丈夫よ」


    「そうは見えないから聞いているんだ」


    　ため息をついて湊は言う。


    「それは、ミナトの目が悪いのよ。わたしは平気……だって人間たちが真実を知れば、感謝するはずなのよ。だから《天元エール》様は間違ってない。間違うはずがないの……」


    　ミカエルは弱々しい声で答えるが、言葉の後半は湊の理解できない独り言だった。


    　ひょっとすると彼女はガブリエルから事前に何かを聞いたのかもしれない。だがここでそれを[image: ]たずねると、ミカエルをさらに追い詰めてしまいそうだったので、湊は口を噤つぐむ。


    　恐らく、住民に対するガブリエルの弁明を聞けばすべてわかるだろう。


    　そう判断して湊はそのときを待った。


    　咲良は誘導のために外へ出ていき、湊たちはエントランスホールで待機する。やがて建物の外からざわめきが聞こえてきた。


    　入り口の扉とびらは少し前までガラスの自動扉だったが、〝覆いを外す者たちアポカリプス〟の襲しゆう撃げき時じに破壊されたため、今は代わりに重く大きな木製の扉が設置されている。


    　なので外の様子は見えないが、大勢の人間が集まってきているのがわかる。ざわめきの中には明らかに怒号も混じっていた。


    「……そろそろのようだな」


    　咲良からの連絡はまだないが、ガブリエルはエントランスの扉へと足を向ける。


    　湊とミカエルも後に続いた。


    　扉を開けた瞬間に音の奔ほん流りゆうが押し寄せてきて、数えきれないほどの視線が突き刺さる。


    　巫ふ道どう機関は要よう請せいどおりに住民を誘導してくれたらしい。柱央神殿前の通りは人で溢あふれかえっていた。


    　車を用いるのは巫道機関の職員に限られているので、道路が人で埋まっても交通渋滞などは起こらない。これだけ人がいればガブリエルによる説明も一度で済むだろう。


    　だが──もし住民たちが納得せず暴動が起きた場合、その規模は凄すさまじいものとなる。


    　そんな最悪の未来を想像した湊みなとは、扉とびらを潜くぐったところで思わず足を止めた。けれどガブリエルは臆おくすることなく、民衆の前に姿を晒さらした。


    　その途端、ざわめきが急速に萎しぼむ。飛び交っていた怒号も途絶え、柱央神殿前に静けさが広がっていく。


    　天使だ──。


    　そんな小さな囁ささやきが湊の耳に届いた。


    　天使とは神の使いであり、正義の象徴──そうした認識は崩ほう界かい戦争を経へても人間たちの中に根強く残っている。


    《天元エール》たちは崩界戦争の中でも常に人間の味方だった。《空エ姫ア》の討とう伐ばつにおいては、最大の功労者でもある。


    　ゆえに《天元》と天使は、人間にとってほかの幻エ類ナとは一線を画かくする存在だと言えた。


    　正義そのものである天使を罵ば倒とうすることは、自みずからが悪であると示すようなもの。


    　そうした認識があったからこそ、たとえ果実のことで憤いきどおっていても、人間たちは黙り込んでしまったのだろう。


    　ガブリエルはそんな人間たちを見渡し、辺りが完全に静まり返ったところで口を開いた。


    「第一特区──《天穣の楽園エデン》よりもたらされた果実は、神の祝福である」


    　低く厳おごそかな彼の声が、朗ろう々ろうと街に響き渡る。


    　その残響が消えかけると小さなどよめきが起こるが、それを制するようにガブリエルは言葉を続けた。


    「病に苦しむ者、病を恐れる者は、果実を口にするといい。《天元》様の力を宿す生命の果実は、汝なんじらに健やかな体と活力を与えることだろう。あの果実は汝らを救うために与えられたものなのだ」


    　群衆はざわつき、近くの者と顔を見合わせる。果実が万病に効くという話も、以前から出回っていた。ガブリエルの話はそれを肯こう定ていするものだ。しかしそれで病気との関わりが否定されるわけではない。


    　反論の声を上げる者こそいないが、群衆の中には疑わしげな表情を浮かべる者も多く見える。


    　ガブリエルはそんな人間たちに微笑ほほえみを向け、言葉を紡つむいだ。


    「果実は病を招くものではない。この果実を食して文字を失った者がいると聞いたが、それは決して病ではないのだ。文字こそがその者を苦しめる毒──果実によって浄化されるべき病であったということにすぎない」


    「な──」


    　湊は自分の耳を疑う。ガブリエルは今、何と言った──何を認めた？


    　群衆にも波のようにざわめきが広がった。けれどガブリエルは動じることなく、彼らに語りかける。


    「考えてみるといい──汝なんじらはどれだけ文字や数字に踊らされている？　刻まれた文字は物事の本質を霞かすませ、汝らを惑わせているはずだ。価値を測る数字の大小で日々苦しみを味わっているはずだ。果実はその病を一時的に癒いやしたにすぎない。ゆえに文字という毒を取り戻したければ、果実を食さぬだけで事足りる」


    　ガブリエルは特区に広まる病の治療法を告げた。


    　それはあまりに単純明快な理屈。文字が認識できなくなるという症状が簡単に治るものだという彼の言葉は、群衆を束の間シンとさせる。


    　その間にガブリエルは、さらに言葉を重ねた。


    「だが神の祝福を、健やかな体を手放したくないと思う者もいるだろう。しかし文字という毒をあえて受け入れなければ、この街で生き辛づらいのも事実に違いない。そうした者たちは、私が第一特区へ導こう。《天穣の楽園エデン》では文字に患わされることなく、人間としてありのままの生と幸福が約束される」


    「っ──」


    　さすがに今の言葉は聞き流せない。照てる日ひの許可もなしに、何を勝手なことを言ってるのか。湊みなとはガブリエルを制止するため、足を踏み出そうとする。


    「待って、ミナト」


    　だがその寸前──ミカエルが湊の一歩前に出て、鋭するどい眼まな差ざしで動きを制した。


    「ミカエル……」


    　強引に押し通るか逡しゆん巡じゆんする湊に、ミカエルは抑えた声で訴える。


    「お願い──確かめさせて。《天元エール》様が正しいんだってことを……お願い、ミナト──」


    　ミカエルの懇こん願がんはあまりに切せつ羽ぱ詰まっていて、湊は彼女に触れることを躊躇ためらう。


    　そして湊が動きを止めている間に、ガブリエルの演説は終わり──こう締めくくられた。


    「何を選ぶかは汝ら次第だ。けれどこれだけは覚えていてほしい。《天元》様と私たちは、汝らに真の幸福を与えたいと願っているのだと──」


    　そう告げるとガブリエルは踵きびすを返し、湊たちのほうに引き返してくる。


    「お前っ……」


    　湊はガブリエルを睨にらみつけるが、彼は涼しい顔でそれを受け流した。


    「──何か問題があったかね？　私は人間たちのことを思い、誰もが幸福になれる選択肢を提示したつもりだが」


    　すれ違いざまにそう言うと、ガブリエルはそのまま柱央神殿の中へ戻っていく。


    　静まり返っていた群衆の中からざわめきが湧わき上がり、それは全体へと広がっていった。


    　群衆はまだガブリエルの言葉を咀そ嚼しやくできていないらしく、表情には戸惑いの色が濃い。憂ゆう慮りよしていた暴動の危険性は低いように見える。


    「ミナト、戻りましょう。あと……ありがとう」


    　ミカエルは立ち尽くしていた湊みなとの腕を引き、柱央神殿の中へと誘導した。


    　エントランスホールに戻り、扉とびらを閉めると──喧けん噪そうが少しだけ遠くなる。だがそれはほんの一時的なもので、大きくなる外のざわめきはすぐに扉を震わせるほどのものとなった。


    　怒声や追及の声ではなく、戸惑いから来るどよめきだ。


    　ガブリエルはもう謁えつ見けんの間まへと続く階段を上り始めている。第一特区へ住民を移動させることについて、照てる日ひに話を通すつもりなのだろう。


    　この状況では照日も首を横に振れまいと、湊は苦い思いを抱いだいた。第七特区を好き勝手にかき回されている。ガブリエルの思惑どおりにことが運ぶのは、酷ひどく危険な予感がした。


    「──ミカエル。ガブリエルの言ったことは本当なのか？」


    　気が立っていたせいで湊の問いかけは鋭するどくなり、ミカエルはびくりと肩を震わせる。


    「本当……だと思うわ。果実の効力については、わたしも聞かされたばかりなの。でも、第一特区で暮らしている人間たちを見れば、嘘うそじゃないとわかる」


    「第一特区の人間……？」


    　湊が眉まゆを寄せると、ミカエルは説明を続けた。


    「彼らは文字を使わず、自然と共に生きているけれど──皆、健康で生気に満ちていて、とても幸せそうに見えたわ。だからあの果実が人間を幸福にするものであることは、間違いないと思う……」


    「──そう思うのなら、どうしてそんな顔をしてるんだよ」


    　我慢できずに湊が指摘すると、ミカエルはきょとんとした表情を浮かべる。


    「え？」


    「自覚がないなら教えてやる。今のミカエルは、とても辛つらそうだ」


    「っ……」


    　ミカエルは口元を手で押さえ、湊に背中を向けた。


    「ガブリエルは、文字が人間にとって毒だと言ってたが……俺おれは納得できない。本当はミカエルもそうなんだろう？　あれだけたくさんの本を集めてるなら──」


    「うるさいっ！　黙ってよ！　言わないで！」


    　ミカエルは大声で湊の言葉を遮さえぎり、階段へと歩き出す。


    　その後ろ姿を見送りながら、湊は自身の無力さを強く感じていた。
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    「不ふ穏おんな空気だな……」


    　翌日、シーナと共に巡回へ出かけた湊は、周囲を見回して呟つぶやく。


    　普段はとても賑にぎやかで活気のある旧原はら宿じゆくの露店街。だが今は呼び込みの声も少なく、妙に静かだ。


    　人通りが減ったわけではない。むしろ露店を巡る客の数は普段より多いだろう。しかし彼らは一様に声を潜ひそめ、特に湊みなとたちに気づくと完全に口を噤つぐむ。


    「ボクたち……嫌われてる？」


    　シーナも視線を巡らせ、不思議そうに首を傾かしげた。


    「いや、というより警戒されてる感じだな。これはたぶん──」


    　湊が適当な表現を探していると、横手から声がかけられる。


    「皆、後ろ暗いことをしている自覚があるのよ」


    　足を止めると、そこは占いを商いにしている露店の前。机に水晶玉を置き、黒いローブを着たいかにもな女性が、湊をじっと見つめている。


    「──エトナか。悪い、通り過ぎるところだった」


    　顔馴な染じみの占い師と視線を合わせ、湊は苦笑した。


    　彼女は《始魔ヴアルプルギス》の血族である魔女、エトナ。だが、かなり前に《始魔》から独り立ちし、今はこうして占い師をしている。


    　第七特区に《始魔》が来訪したときは、ずいぶんと世話になった。


    「どうも……」


    　シーナは少し気後れした感じでぺこりと頭を下げた。


    「ミナトはよく訪ねてくれるけど、シーナちゃんは久しぶりね。全然顔を出してくれないから、お姉さん寂しいわ」


    「う……ごめんなさい」


    　恐縮しながら謝るシーナを見て、湊は疑問を覚える。


    「シーナ、どうしてそんなに緊張してるんだ？」


    　するとシーナは湊を見上げ、真剣な声で答えた。


    「……この人は、あなたが考えている以上に凄すごい魔女。ボク、お姉様たちからいろいろ聞いてる。たとえば──」


    「シーナちゃん」


    　底冷えのするエトナの声に、シーナだけでなく湊も体を強こわ張ばらせる。


    「あまり変な噂うわさ話ばなしを広めないでくれない？　お客さんたちが怖がっちゃったら、商売に差し支えるの」


    「ご、ごめんなさい」


    　シーナは顔を蒼そう白はくにして湊の背中に隠れてしまう。魔女たちからどんな話を聞いたかはわからないが、それはこの店から客足が遠のくほどの逸いつ話わらしい。


    「で──エトナ。さっき言ってたのは、どういう意味なんだ？　皆、後ろ暗いことをしているって……」


    　湊みなとは声を潜ひそめてエトナに問いかける。周囲の人間たちは、やはり湊たちを警戒するようにちらちらと眺めていた。


    「ああ……彼らは例の果実を探しているのよ。今は巫ふ道どう機関が流通を止めているから、裏で出回る横流し品をね」


    　エトナも湊たちにだけ聞こえる声で言う。


    「な──あの果実がどんなものかわかったうえで、か？」


    「ええ、副作用はあるみたいだけど、それ以上に万能薬としての需じゆ要ようがあるのよ。だってどんな病でも治るだなんて……人間にしてみればまさに夢の話。果実の価値が高こう騰とうするのは当然だわ」


    「人間はあの果実を受け入れるのか……」


    　納得できない思いを抱いだきながら、湊は苦々しく呟つぶやいた。


    　けれどエトナは首を横に振る。


    「いいえ、人間全員がそうではないわ。あの果実は人間の尊そん厳げんを奪うと訴える一団もいる。彼らは果実を横流しする露店を襲しゆう撃げきして、制裁を加えているそうよ」


    「……そんな話、聞いてないぞ？」


    　湊は息を呑のんでエトナに疑問の眼まな差ざしを向けた。それは巫道機関や照てる日ひの耳に入るべき案件だ。


    「後ろ暗いことをしている店なんだから、巫道機関に被害届なんて出せるわけないじゃない。それに今はまだ大おお事ごとにはなっていないし」


    「今はまだ、ってところが怖いな」


    「ええ──ミナト。怖がるべきよ。このまま行けば確実に事態は悪化する。私に視みえる未来は、不吉な色に染まっているわ」


    　エトナは真ま面じ目めな顔で忠告し、湊の瞳ひとみをじっと見つめたのだった。


    



    



    　果実に関する真実が明らかになってから三日──柱央神殿、謁えつ見けんの間ま。


    　皆が集まった場は、緊迫した空気に包まれていた。


    「第一特区への移住希望者は、既に千名を超えました。果実の流通は巫道機関が止めていますが、それに対する抗議は数えきれない状況です。昨夜には、物流倉庫への襲撃事件も発生しています。警備を強化していたので被害は軽けい微びでしたが、いつまで守り切れるかはわかりません」


    　硬い声で報告するのは、巫道機関の制服に身を固めた咲さく良らだ。徹夜が続いているのか、目の下にはうっすらと隈くまができている。


    　そんな疲労困こん憊ぱいの咲良に、草くさ薙なぎが疑問を投げかけた。


    「果実の保管場所を変えたらどうなんだい？」


    「それも検討しましたが……恐らく無駄だと思います。お恥ずかしい話なのですが……明らかに情報が漏もれているんです。〝覆いを外す者たちアポカリプス〟が輸送船を襲しゆう撃げきした件を考えても、巫ふ道どう機関内に反幻エ類ナ思想の内通者がいるのは間違いないでしょう」


    　申し訳なさそうに咲さく良らは体を小さくする。


    「ん──てことは、倉庫を襲撃した奴やつらの目的は果実の処分ってことかい？」


    「いえ、強ごう奪だつ目的の人もいました。要するに三つ巴どもえです。倉庫前は混戦状態になったと聞いています」


    　咲良の言葉を聞き、八や咫たがため息をついた。


    「そうなると果実の流通を解禁しても、今度はそれを売る露店が狙ねらわれることになりますわ。人間同士の争いが拡大するだけですわね」


    　湊みなとは奥歯を噛かみしめる。状況はエトナが予言したとおり、悪化の一いつ途とを辿たどっていた。


    　果実をどう扱おうと火種は消えないため、有効な対策は取れないでいる。


    「ボクは果実を全部処分して、今後の輸入も止めるべきだと思う。移住したい人は早く送り出せばいい。サクラ、ここと同じ状況の第二特区はどうなった？」


    　長い杖つえを手にして立つシーナは、硬い表情で咲良に問いかけた。


    「あ──はい。巫道機関第二特区支部からの報告によると、既にかなりの住民が第一特区へ流出しているそうです。元々、幻類側への不満が溜たまっていたらしく……下へ手たをすれば、第二特区から人間がいなくなってしまうかもしれません」


    「──皆、聞いた？　今の話は他ひ人と事ごとじゃない。このままだと……第七特区も《天元エール》に征服される」


    　湊たちをぐるりと見回した後、シーナは黙って控えているガブリエルをじっと見み据すえた。


    「──征服とは失礼だね。私はただ人間たちの幸福を願っているだけだ」


    　皮肉ではなく、本心からそう思っているような表情と声こわ音ねで、ガブリエルは答える。


    「だとしても、あなたのせいで人間たちは互いに争い合ってる」


    「それは現在の状況がそうさせているだけのこと。求める者に果実を与え、不当に奪おうとする者は罰すればよい。そのためなら、いくらでも尽じん力りよくしよう。私の権けん能のうをもってすれば不ふ穏おん分子を排除することは容易たやすい」


    　ガブリエルはそう言って照てる日ひたちに視線を向けるが、湊は黙っていられずに口を開いた。


    「──待て。果実を処分しようとする人たちの中には、真剣に人間の尊そん厳げんを守ろうとしている者もいるはずだ。不穏分子と一纏まとめにするべきじゃない」


    「ふむ、君は甘すぎるのではないかな。先ほどの話から考えれば、〝覆いを外す者たち〟とやらと果実を敵視する者たちとの関わりは濃厚。災いの芽は早々に摘つみ取るべきだ。ミカエル──君もそう思うだろう？」


    　突然話を振られたミカエルは表情を強こわ張ばらせる。


    「わたしは……」


    　即答しないミカエルを見て、ガブリエルはすっと目を細めた。


    「どうやら、異なる意見があるようだね」


    「ち、違う──わたしはただ──」


    　青ざめた顔で首を振るミカエルだったが、言葉は続かない。


    「ふむ……やはり君は相応ふさわしくないようだ」


    　酷ひどく冷たい声こわ音ねでガブリエルは呟つぶやくと、湊みなとのほうに一瞬だけ視線を向け、言葉を続ける。


    「ここ数日様子を見ていたが──君は与えられた役割を果たそうともせず、しかも人間たちに対する《天元エール》様の愛に、疑念を抱いだいているようだね。そんな者が私と同格に扱われるのは不愉快だ」


    「な……」


    　面と向かっての非難に、ミカエルは言葉を失う。


    　彼女に与えられた役割というのは、湊の子を得ることだろう。以前、彼女に迫られた湊はそう推測した。


    「《天穣の楽園エデン》へ帰還した後、《天元》様に君の降格を求めよう。もはやミカエルの名に相応しい者はいないとな」


    「っ──」


    　血の気を失っていたミカエルの頬ほおに朱が差し、瞳ひとみには激情の火種が灯ともる。


    「何だね、その目は？　異論があるのかね？　ならば己おのれが大天使に相応しいという理由を述べてみたまえ」


    　しかしガブリエルに問われると、ミカエルは悔くやしそうに奥歯を噛かみしめ、視線を逸そらした。


    「……席を外すわ」


    　抑えた声音で言い、彼女は足早に部屋を出ていく。


    「ミカ──」


    「待つのです」


    　湊は反射的に追いかけようとするが、照てる日ひの声で足を止めた。


    「まだ会議の途中なのです。それに……他よ所その事情に首を突っ込むのはよくありません」


    　ガブリエルは照日の言葉を受け、恭うやうやしく頭を下げる。


    「ご配慮ありがとうございます。恥ずかしいところをお見せしました」


    「恥ずかしいところですか……そうですね、今のようなところをミカエルさんはわたくしたちに見られたくなかったと思うのです」


    　宝石のような青い瞳で、照日はじっとガブリエルを見つめた。


    　その途端、湊は辺りの空気が重くなったような感覚を抱いだき、ハッとして照日の顔を見た。


    「ミカエルさんは、確かにあなた方の血族ですが──今は第七特区のために働いてくれている大切な仲間です。仲間が傷つけられるのを見せられて、いい気分になるとでも？」


    　照てる日ひの尻しつ尾ぽがぶわりと膨ふくらみ、溢あふれ出た濃い神しん気きが部屋を満たす。


    「っ──」


    　その重圧に押さえつけられたかのようにガブリエルは深々と頭こうべを垂れた。


    「失礼をいたしました……」


    　絞り出すようにガブリエルが謝罪の言葉を口にすると、照日は表情を緩ゆるめる。


    「次からは、気をつけてくださいです」


    　そう言った照日は自身を落ち着かせるように深呼吸をして、咲さく良らに視線を移した。


    　照日の感情を反映して刺とげ々とげしかった神気が和やわらぎ、湊みなとは息を吐く。


    「咲良、先ほど第二特区から住民がいなくなるかもと言っていましたが……それを《虚帝ギンヌンガガプ》は放置しているのですか？」


    「いえ、第二特区の柱──《虚帝》様は、果実の流通も、住民の流出も認めていないようです。第一特区からはガブリエルさんと同じく天使の方が使節として訪れているようですが……一いつ触しよく即そく発はつな雰ふん囲い気きらしくて……」


    　咲良はそう答え、ガブリエルの様子を窺うかがう。


    　それを聞いた草くさ薙なぎは、強い皮肉を込めて言った。


    「──あんたらなりの愛を人間に押し付けるのは勝手だが、少しばかり幻エ類ナ側への配慮が足りてないんじゃないかい？　まさかほかの神祖オリジンを全員敵に回すつもりじゃないだろうね」


    　ずっと顔を伏せていたガブリエルはゆっくりと顔を上げ、草薙と目を合わせる。


    「そんなつもりは毛頭ない。《天元エール》様は常に融ゆう和わを望んでおられる。だが──」


    　彼はそこで言葉を切り、湊たちへと鋭するどい視線を向けた。


    「……人間に選ばれなかったからと言って憤いきどおるような器うつわの小さい者は、そもそもアヴァロンの柱となる資格がなかったのではないかな」


    　それは紛まぎれもなく照日への牽けん制せい。《虚帝》に同調するなと釘くぎを刺しているのだ。


    　先ほどは照日の神気に気け圧おされた彼だが、今は臆おくすることなく《天元》とよく似た顔で微笑ほほえんでいた。
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    「──湊、やっぱり行くのですね」


    　会議が終わってガブリエルが退室した後、湊も早足で扉とびらへ向かう。だがその背中に苦笑混じりの声が投げかけられた。


    「悪い、照日──放っておけないんだ」


    　足を止めて振り返った湊は、照日に謝る。


    「今は一人にしてあげるべきだと思うのですが……わかったのです。湊みなとがお節せつ介かいなのは、わたくしが一番よく知っています。ミカエルさんを元気づけてあげてください」


    　諦あきらめた様子で嘆たん息そくし、照てる日ひは湊に手を振った。


    　すると彼女の横にいた八や咫たが、懐ふところから小さな鏡を取り出し、それをじっと覗のぞき込んで言う。


    「湊くん、第七特区で一番高い場所に行くといいですわよ」


    「──わかった。感謝する」


    　八咫のアドバイスに礼を言い、湊は駆かけ出した。


    　特区全体に結界を張っている八咫には、ミカエルの居どころが感知できているのだろう。


    　彼女の言葉から連想できる場所は一つ。


    　現在は人間の住んでいない郊外に立つ巨大な建造物。かつてはスカイツリーと呼ばれた塔の残ざん骸がいだった。


    



    



    　第七特区として機能しているのは、旧新しん宿じゆくを中心とした東京の一部にすぎず、それ以外の場所はライフラインが途絶えたままの郊外に区分される。


    　郊外の街は崩ほう界かい戦争の傷跡を繕つくろうこともできず、復興が始まって七年経たつ今も、無む残ざんな姿を晒さらしていた。


    　天高く聳そびえる塔もその例外ではない。塔の上部は破壊され、外装部は今にも剥はがれ落ちそうな有あり様さまだ。傾いてこそいないが、あえてこの塔へ近づこうという人間はいないだろう。


    　湊は大きな川のほとりから壊れた塔を見上げ、目を細める。


    　上部が破壊されてもなお、この建物は第七特区でも最も高い建造物だ。


    　意識を研ぎ澄ませると、塔の上に幻素イデアの気配を感じた。恐らくミカエルだろう。翼を持つ彼女にとって、この塔はちょうどいい止まり木なのかもしれない。ただ、湊が自力でよじ登るには少々骨が折れそうな高さだ。


    「第一階かい梯てい──流ナガレ」


    　湊は川に向かって手を翳かざし、体内で練った幻素を霊気として解き放つ。


    　霊気が広がると、川かわ面もから勢いよく水の龍りゆうが立ち上り、湊の腕を中心に渦を巻いた。


    　──今回は大丈夫みたいだな。


    　この前、大気中の水を支配下に置こうとして失敗したのは、やはりガブリエルの干かん渉しようがあったからなのだろう。


    　今日きようはあのときとは正反対に、湊の幻素が何の抵抗もなく川の水と同化している。


    　龍とは河か川せんの化け身しんと言える存在。ゆえに川の水は、湊と非常に相性がよかった。特にこの川は澄んだ気に満ちており、幻素が馴な染じみやすい。


    　恐らく、この川がこれだけ綺き麗れいになったのは人間が周辺からいなくなったからに違いない。そう考えると複雑な思いだったが、まずはミカエルの姿を発見することだと気持ちを切り替えた。


    「──奔はしれ」


    　湊みなとは水を圧縮し、地面に向かって解き放つ。


    　そして同時に全力で地を蹴ける。体重がなくなる感覚。今まで立っていた河かわ辺べがあっという間に遠ざかる。


    　折れた塔の頂上を目指し──水の龍りゆうに乗って、湊は空を駆かけた。


    　だが水の勢いで飛ぶにしても、この塔は高すぎる。湊は垂れ下がった外壁部の鉄骨に一いつ旦たん着地し、そこから再び水流を放って飛び上がった。鉄骨を蹴ると大きく塔が軋きしみ、倒とう壊かいするのではないかという危機感を抱いだく。


    　途中の展望スペースは、窓ガラスの大半が割れていて、その破片が床ゆかに散乱していた。


    　そんな光景を見ながら湊は跳躍を何回か繰り返し──気温の差をはっきりと感じられる高度に至り、折れた塔の先端へと辿たどり付く。


    　中央のシャフト部分も含め、異様なほどに綺き麗れいな断面が高空の強風に晒さらされていた。


    　折れたというより、焼き切られたという感じだ。


    　湊は滑なめらかな塔の切断面を歩き、周囲を見回す。ミカエルの姿は、すぐに見つかった。


    　白翼の天使が塔の縁に腰かけて、遥はるか下の地上を見下ろしている。


    　湊が来たことには気づいているはずだが、振り返ろうとはしない。


    「…………」


    　どうしたものかと湊は頭を掻かいてしばし考えるが、気の利いた言葉は思いつかず──そのまま歩を進めた。


    「ミカエル」


    　彼女のすぐ傍そばまで近づき、湊は声をかける。彼女の肩越しに見える地上の景色には、痛々しい破壊の爪つめ痕あとが深く刻まれていた。


    「……何しに来たのよ」


    　ぼそりと不機嫌な声でミカエルが応じる。


    「何しにって言われると困るんだが──まあ、何となく放っておけなくてさ」


    「お節せつ介かいね……言っておくけど、わたしを助けたいなら方法は一つだけよ」


    　ミカエルは湊のほうに顔を向け、挑戦的な眼まな差ざしで睨にらみつけた。


    「《天元エール》に与えられた役割──俺おれとの子を成すこと──それを果たせば、ミカエルの立場はよくなるのか？」


    　彼女の言いたいことはわかっていたので、湊はストレートに問いかける。


    「ええ……そうすれば少なくとも大天使としての立場は守れるはずよ」


    「その立場に、それだけの価値が？」


    「っ──あるに決まってるでしょ！　この立場は……ミカエルという名は、お母様から受け継いだ大切なもの。わたしがそれを汚けがして、絶やしてしまうなんて……許されることじゃないわ」


    　声を荒らげてミカエルは言うが、先に視線を逸そらしたのは彼女のほうだった。


    「けど、ガブリエルが来てからも、ミカエルは俺おれの部屋に来なかった。何もしなければこうなることはわかっていたはずなのに、だ」


    「それは……だって、あなたに言われて、気づいちゃったんだもの。わたしだって……子供を道具にしたくはないわ。そんなのは……わたしが不幸になるよりも、ずっと酷ひどいことよ」


    「──やっぱり、ミカエルはいい奴やつだな」


    　湊みなとは安あん堵どしながら笑う。


    　追い詰められながらもミカエルは、自分以外の者のことを考えてくれている。それはとても嬉うれしいことだった。


    「わたしは……悪い天使よ」


    　自じ嘲ちよう気味に呟つぶやくミカエルの隣に、湊は腰を下ろす。投げ出した足の下には何もなく、もし落ちれば数百メートル下まで真っ逆さまだ。


    「なあ、《天元エール》はどうしてそこまで龍りゆう脈みやくの鍵かぎが欲しいんだ？　ほかの血族とは違って、ミカエルたちは人間の信仰を十分以上に集めている。龍脈がなくても幻素イデアは足りているはずだろ？」


    　ずっと疑問だったことを湊は口に出す。


    《始魔ヴアルプルギス》の場合は、幻素が枯こ渇かつしかけているという明確な理由があった。だが《天元》は、世界で最も力を持っている神祖オリジンと言っても過言ではない。力や存在を保つために龍脈を必要とするとは思えないのだ。


    「……わたしは果実の効力についてさえ、何も聞かされていなかったのよ。そんなの、知るわけないじゃない」


    「そうか、じゃあいい」


    　湊はあっさり引き下がる。だがしばしの間を置いて、ミカエルは口を開いた。


    「けど──知らないけど、予想はできるわ」


    「予想？」


    　どういうことかと湊はミカエルの顔を見る。


    「龍脈を通して《天元》様の神しん気きを浸透させれば、アヴァロン全土が第一特区と同じ状態になるはずよ。そうなったら、そこで実るものはすべて……」


    「まさか……ガブリエルが言う〝生命の果実〟になるっていうのか？」


    　息を呑のんで湊が問うと、ミカエルは躊躇ためらいながら頷うなずく。


    「たぶん、その可能性が高いと思う。《天元》様は、この地に生きるすべての人間に祝福を与えようとしているのよ」


    「祝福、か。俺には呪のろいみたいに思えてならないな……」


    　彼女が怒るかもしれないと思いつつも、湊は本心を口にした。


    　だが彼女は何も言わず、ぐっと唇くちびるを噛かむ。


    　その様子を見た湊みなとは、ミカエルも自分と同じ考えであることを悟り、なるべく軽い口く調ちようで問いかけてみる。


    「なあ、ミカエルはどうして本を読むようになったんだ？」


    　本──恐らくそれが、今の彼女を迷わせているものの一つだろう。なぜなら彼女が好む漫画や小説は、文字がなければ成り立たないものだからだ。


    「……代替わりした天使は、先代の力や立場、持ち物をそのまま受け継ぐわ。その中にあったのよ。母様が集めていた──たくさんの本が」


    「それを読んだのか？」


    「ええ、全部ね。ほとんどが《天元エール》の血族に関わる宗教や、難しい哲学の本だったけど、興味深かったわ。でも一番面白かったのは、母様自身が書き残したものだったの」


    　懐なつかしむようにミカエルは遠い目をして言う。


    「先代のミカエルが、自分で？」


    「そう──母様のさらに先代から書き継がれてきた手記よ。たぶん、代替わりしたときにミカエルとしての経験と知識を受け渡すために書いていたんでしょうね。でもわたしにとって、それは何よりも面白い物語だった」


    　そのときの興奮を思い出したのか、ミカエルは頬ほおをわずかに紅潮させて微笑ほほえんだ。


    「人間の勇ゆう者しやに力を貸して悪魔を討とう伐ばつした話や、《魔王サタン》との決戦は特に心が躍おどったわ。ページをめくる手が止まらなくて……でも読み終わるのが勿体なかった。だけど長い長いミカエルの話も、ついにわたしの時間に追いついて──物語は終わってしまったの。すごく残念だった……こんな面白い本はほかになかったから。でも……」


    　そこで言葉を切ったミカエルは、声を上うわ擦ずらせて言葉を続ける。


    「──この街で、今の時代の人間たちが書いた本を見つけて、わたしは驚いたわ。彼らの紡つむいだ物語は、母様の戦いや冒険に劣おとらないぐらい、刺激的なものだった。実際に経験したわけでもないのに、頭の中でこんな世界を膨ふくらませて、文字や絵で形にできる人間を……すごいと思った。たぶん、わたしはそのときに初めて──人間を尊敬したのよ」


    　ミカエルは空を仰あおぎ、苦笑を浮かべた。


    「人間は愚おろかで弱い。だからわたしたちが導いてあげないと、正しく生きることはできない。ほかの天使からそう聞かされて──わたしもそうだと思っていたけれど、本を生み出したことだけは認めてあげようと思ったの」


    「ミカエル……」


    　湊は彼女の声が微かすかに震えたことに気づいて、じっとその横顔を見つめる。


    　人間を見くびっていたのは、幼おさない頃の湊も同じ。人間はすぐ老いていなくなる、脆もろい生き物だという認識しかなかった。山から下りて人間が創つくり上げたものや、彼らの眩まぶしい生き方に触れ、湊みなとは考えを変えたのだ。


    「でも──文字を奪われれば、彼らは物語を形にする手段を一つ失ってしまう。それがたとえ彼らを救うことになるとしても、わたしにはそれが人間の価値を損ねることのように感じるの。人間には、わたしの尊敬できる存在でいてほしい……物語でもっとわたしを驚かせて、楽しませてほしい……自分勝手だけど、そう思ってしまうのよ」


    　本心を吐と露ろしたミカエルは、目元を指で拭ぬぐった。


    「──自分勝手なんかじゃない」


    　湊は強い口く調ちようで断言し、考えながら言葉を紡つむぐ。


    「ミカエルは人間のことをちゃんと考えている。ガブリエルなんかより……俺おれよりもずっとだ。たぶんミカエルみたいに人間に期待して、何かを求めることが、俺たち幻エ類ナにとって一番必要なことなんだろう」


    「買いかぶりすぎよ……」


    「そうか？　ミカエルは、人間に共に生きてほしいと願っている。それはアヴァロンにおいて何よりも正しい在あり方だ。だから俺は──ミカエルは立派な天使だと思うけどな」


    　尊敬の想おもいを込めて湊が言うと、ミカエルは何かを堪こらえるような表情を浮かべ、湊の肩に額ひたいを押し付けた。


    「やめてよ、そんなこと言われたら……泣きそうになっちゃうじゃない」


    「もう泣いてるように思うが……」


    　肩が温かく湿しめるのを感じて問うと、ミカエルは顔を上げずに湊の胸をぽかりと叩たたく。


    「……うるさいわね、馬ば鹿か」


    　そう言いながらもミカエルは体勢を変えず、ぐりぐりと額を擦こすり付けてきた。


    「なあ、今みたいなことを《天元エール》に直接伝えるっていうのは無理なのか？」


    　湊はミカエルの白い翼を──《天元》の血族たる証あかしを見ながら問いかける。


    「え……？」


    　驚いたような声を漏もらしてミカエルは顔を上げ、少し赤くなった目で湊を見た。


    「いや……もし《天元》が本当に人間のことを思っているのなら、ミカエルの言葉が届くかもって思ったんだが──やっぱり簡単なことじゃないよな」


    　思いつきで口にしていいことではなかったと、湊は頭を掻かく。


    「いえ、その……簡単とか、そういうこと以前に……わたし、そんなことを考えたことがなかったから……」


    　戸惑った様子でミカエルは首を振った。


    「天使たちは、《天元》に意見したりしないのか？」


    「ええ、だって《天元》様は何よりも正しいんだもの。それに天使は《天元》様の一部みたいなものだから……意見が食い違うこと自体、ホントはありえないし……だけど、たとえ無駄だとしても、わたしはそうすべきなのかもしれない……」


    「そうだな──けど、提案した俺おれが言うのもあれだが……そんなことをしてミカエルは──っ!?」


    　何か制裁を受けたりしないのかと問おうとしたところで、湊みなとは首筋で弾はじけた冷たさに息を呑のむ。


    　空を仰あおぐと、いつの間にか曇っていた空から雨粒が降ってくるのが見えた。額ひたいや頬ほおにも雨粒が当たり、湊は身を震わせる。


    　冷たい──何て寒々しい雨だろうか。


    　普段なら湊の体に触れた水は、意識せずとも幻素イデアを帯びて、己おのれの一部になる。だが今は、強い異物感があり──雨粒はただ湊の体温を奪うだけ。


    　この感覚には覚えがあった。三日前、水の支配を奪われたときと同じ──。


    「まさか……」


    　湊は立ち上がり、空に視線を巡らせる。


    　だが求めていた姿を見つける前に、異変は起きた。


    「ぐっ──!?」


    　ミカエルが苦しげな声を上げ、体を丸める。見ると雨に濡ぬれた彼女の翼が白い霜しもに覆おおわれようとしていた。


    　それを見た湊はとっさに刀を抜き、刀身の形に留とどめていた水を解放する。


    「──包め！」


    　刀身から溢あふれ出た水は渦を巻き、湊とミカエルの周囲を覆い、雨を遮さえぎった。


    　既に自身の幻素を練り込んだ水なら操作できることに安あん堵どするが──体に付着した雨粒が凍り始めたのを見て、急いで手で払いのける。


    　ミカエルのように体の一部が凍りつくほどではない。恐らく湊の水への干かん渉しよう力りよくが、氷結をわずかに妨げているのだろう。だが幻素を練って霊気で体を包んでも、雨の支配権を取り戻すことはできない。


    　湊の展開した水の壁は雨を防いでいたが、雨粒が混じったことで一部が凍り始めていた。


    「ガブリエルっ!!」


    　湊はどこかにいるはずの大天使を大声で呼んだ。


    　これは間違いなく奴やつの仕し業わざ……絶対に近くにいる。


    



    「──ここまで堕おちていたとは思っていなかったよ」


    



    　すると上空から氷のように冷たい声が降ってきた。


    　だが空を見回しても《天元エール》と同じ顔をした天使は見つからない。何らかの方法で姿を隠しているのだろう。


    



    「龍りゆう脈みやくの件を吐と露ろしたばかりか、《天元エール》様の行おこないに疑問を持ち、さらに直じき訴そを行おうなどと不ふ敬けい極まる行いだ。もはや降格など生なま温ぬるい。お前はもはや汚けがらわしい堕だ天てん使しだ！」


    



    　怒気の籠こもったガブリエルの声が、辺りに響き渡る。姿は見えず、声の出どころも掴つかめない。


    　翼を凍らされたミカエルは彼の言葉に顔を蒼そう白はくにして、空に叫んだ。


    「待って！　わたしはただ──」


    



    「弁解を聞く価値もない。だが喜ぶといい──お前にはミカエルとしての最さい期ごを与えてやろう。この情勢……もはや《虚帝ギンヌンガガプ》との対決は避けられぬが、お前を〝槍やり〟として用いれば、容易たやすく勝利を手にできるはずだ」


    



    「槍──」


    　その言葉で明らかにミカエルの表情が変わる。既に真っ青さおだった顔は凍りついたかのように固まり、全身がガタガタと震え始めた。


    　槍というのが何を表すのはわからない。だがこれはミカエルにとって危機的な状況だと察し、湊みなとは声を上げる。


    「ミカエルに何かしようっていうなら、俺おれや照てる日ひが黙っていない。それにここは八や咫たが監視している。下へ手たなことをすれば自分の首を絞めることになるぞ」


    　ミカエルを庇かばうように立ち、警告する湊だったが、空からは嘲あざけりの声が返ってきた。


    



    「愚おろかな龍りゆうだ。今、天は雲と雨に覆おおわれている。ここはもはや我が領域。太陽の瞳ひとみも届くことはない。そして──貴き様さまも逃げられぬ」


    



    　その言葉と同時に空から無数の氷の矢が降り注ぐ。


    「っ……」


    　湊はそれを水の壁で防ぐが、矢は湊の水を浸食し、瞬またたく間に凍らせていった。


    　──この機に俺を捕まえるつもりなのか？


    　湊はガブリエルの攻撃を凌しのぎながら、奥歯を噛かみしめる。


    《天元》が龍脈を求めているのなら、ミカエルに子供をもうけさせるよりも、湊本人を捕らえるのが手っ取り早い。


    　先ほどガブリエルが言ったことが本当であれば、八咫はこの状況を把握できていないことになる。助けは期待できない──自身で何とかしなければ、自分も……恐らくミカエルも《天元》の道具にされてしまう。


    　そう悟った湊みなとは覚悟を決め、左手でミカエルの腕を掴つかんだ。


    「飛ぶぞ、ミカエル」


    　水の防壁にはガブリエルの氷が浸食し、崩ほう壊かい寸前。幻素イデアで水を一から生せい成せいしようとしても、降り続ける雨と混じり合い、支配権を奪われる。


    　雨はすべて奴やつの味方だ。大気中から水を補給できない以上、耐え凌しのいでも勝機はない。


    「え、ミナト──」


    　返事を聞かぬまま、湊はミカエルを連れて塔の縁から身を投げる。


    　内臓が浮き上がり、冷たい風が頬ほおを切った。ミカエルは翼が凍っているせいか、うまくバランスをとれないでいる。


    　湊は彼女を離さないように左手に力を込め、右手で握る刀を空へと向けた。


    　視界に映るのは、天から落ちてくる白く硬質な雨──氷の矢。


    　もう防壁を張れるだけの水量はない。湊は残った水を刃やいばの形に留とどめて、降り注ぐ矢を斬きり払う。


    「くそっ」


    　けれどあまりに数が多い。ミカエルまで守ろうとすると自身の防御が疎おろそかになり、捌さばき損なった矢が頬を掠かすめた。


    「ミカエル、風で防壁を張れないか!?」


    　必死で矢を斬り落としながら、湊は叫んだ。


    「っ……無理よ──翼が凍っているせいで、うまく──」


    　どうやら天使の翼は、能力を制御するうえで重要な器官らしい。だからこそガブリエルはまず彼女の翼を封じたのだろう。


    　ちらりと地上に目をやる。まだ遠い地面と、近くを流れる大きな川が瞳ひとみに映った。


    　もう守り切れない。雨の中でガブリエルに勝つのも不可能だ。


    　逃げる以外に手はないが──それも運頼みになりそうだと、湊は苦笑する。けれど、やるしかない。


    「奔はしれっ!!」


    　湊は刀に残ったすべての水を、塔の外壁に向けて解き放った。


    　鉄骨に激突した水流の反動で、落下の方向が変わる。そして湊は刀を鞘さやに収めると、ミカエルを引き寄せて、胸元にぐっと強く抱きしめた。


    　支配下にある水を使い果たした以上、この身を盾たてにするしかない。


    「ミナト──」


    　ミカエルが驚きの声を上げた直後、湊は背中に激痛を感じる。


    　矢が直撃したのだろう。熱を伴ともなう痛みが冷気によって麻ま痺ひしていく。


    　感覚が薄れたせいで、連続する衝しよう撃げきだけが伝わってきた。もう何本刺さったのかもわからない。


    　霞かすんでいく意識の中、湊みなとは近づく水面を目にした。


    　軌き道どう修正はうまくいったらしい。あとはこの川が──水が、自分に味方してくれるかどうか。


    　背中ではなく、全身に衝撃。


    　水が体を包み込む。息はできない。だが苦しくはない。冷たくもなく──ただ温かい。


    　ミカエルと共に沈んでいる自分を意識しながら、遠ざかる水面を見上げる。


    　矢は……追ってこない。あの冷たさは……奴やつの意志は、ここまでは届かない。


    　確信する。ここは自分の領域だと。


    　この川は決して自分を裏切らないと悟った湊は、ミカエルを抱きしめながら目を閉じ、大きくうねる奔ほん流りゆうに身を任せた──。

  


  
    第三章　触れ合う言葉


    



    　　　　　　１


    



    　昏くらく温かで、柔らかな闇やみ。


    　その中で心地いい眠りに浸ひたりながら、湊は遠い声を聞く。


    



    『─────────』


    



    　何を言っているのかはわからない。だけどそれが単なる音ではなく、自分を呼ぶ声だということだけはわかる。


    　遠くからの声のようでもあり、すぐ傍そばから聞こえているような気もする。


    　湊はその声に耳を澄ませるが、曖あい昧まいな意識は夢と混じり合い、別の声が再生された。


    



    「かつて己おのれの命を賭とし、邪よこしまなる大だい蛇じやを断たった神剣だよ。その銘めいは──天アマノ羽ハ々バ斬キリ」


    



    　それはいつか見た夢の続き。過去の追想。


    　滝裏の祠ほこらで折れた刀を手にした湊みなとは、真ま面じ目めな表情の草くさ薙なぎと向き合っている。


    「アマノハバキリ？」


    「知らないのかい？　人間の街に下りていたのなら、もう少し勉強しなよ。天アマノ羽ハ々バ斬キリってのは、名高き《陽皇アマテラス》様の弟神──《覇皇スサノオ》様の振るう剣さ」


    「《覇皇》の剣……どうしてそんなものが父の──《龍皇アクラ》の祠に……」


    　湊が疑問を口にすると、草薙は少し面倒そうに口を開いた。


    「あんたはホントに何も知らないんだねぇ。神祖オリジンっていうのは此し岸がんの肉を持たない純粋な神霊で、その血族にとっては根こん源げんに等しい存在だろうが……神祖にも〝前〟はあるんだよ。《陽皇》様に弟がいるなら、親神が在あるのはわかるだろう？」


    　問われて、確かにと湊は頷うなずく。


    「《陽皇》様、《月皇ツクヨミ》様、《覇皇》様は大いなる父祖神から分かたれ、生まれた方々なのさ。そして〝前〟があるなら〝次〟もある」


    「次……まさか──」


    　湊は草薙が何を言いたいかを悟り、彼女の顔を見つめた。


    「やっとわかったようだね。つまり《覇皇》様と、あんたの父神である《龍皇》様の縁ってのは、そういうことさ。極きよく東とう最大最悪の荒ぶる水神──八ツ首の大だい蛇じやを討った《覇皇》様は人の娘と恋に落ち、生涯添い遂げた後、自みずからも終わりを望んだ。そして極東全土の水脈を束ねる楔くさびとして、その御おん身みを捧ささげたんだよ」


    　当時のことを思い出したのか、草薙は酷ひどく寂しそうな顔で語る。


    「《覇皇》様を核とし、一体化した数あま多たの水神──それが《龍皇》様さ。水神としての側面が強くて、もはや《覇皇》様とは別の神だが……それでもあの方の神しん気きは受け継がれている。もちろん、血族であるあんたにもね。だからその刀も息を吹き返したんだ」


    　草薙はそう言って、折れた刃やいばを水で補った古刀を指さした。


    「ただ──あんたが振るう以上、それは生まれ変わった新たな眷けん属ぞくさ。ちゃんと新しい名前をつけてやりなよ？　そうしないと誰が今の主人なのか、そいつもわからなくなっちまう」


    「新しい名前……」


    　湊は水の刀を見下ろし、考える。


    　根元から折れた刀……だが、柄つかは残っている。ならばかつての名も残すべきだろう。


    「この刀の名は──」


    　夢の中で、湊はこれから最も傍そばにいることになるであろう、相棒の名を口にする。


    



    「──天アマ羽ハ」


    



    　その瞬間、どくんと大きな音が響き渡った。


    　それは夢の外側から、そして最も近くから、伝わってくる鼓こ動どう。


    　夢が崩れていく。剥はがれた情景の向こうから、温かい闇やみが覗のぞく。


    



    『───────』


    



    　鼓動と共に声が届いた。今度は誰の声かわかる。言葉を紡つむぐことはできなくても、自分の相棒が叫んでいることは理解できる。


    　湊みなとは闇の中へと腕を伸ばし、手に馴な染じんだその柄つかを掴つかみ取った。


    



    「ミナト！」


    



    　ハッとして目を開く。


    　視界のすべてが、ミカエルの必死な表情で占められていた。


    「あ──」


    　目が合うと、ミカエルは驚きに息を呑のみ、ぽろぽろと涙を零こぼし始める。


    「ミナト……よかった、生きてた……」


    　そう言ってミカエルは湊に抱き付いてきた。彼女の温かで柔らかな体が触れドキリとするが、同時に背中に痛みが走る。


    「ぐっ……」


    「あっ!?　ご、ごめんなさい！」


    　ミカエルは慌あわてて体を離し、湊に謝った。


    「いや……大丈夫だ」


    　首を振って湊は体を起こし、手で背中を探る。


    　指先に傷の感触──だがほとんど塞ふさがりかけていた。


    　──そういえば、背中に氷の矢を受けたんだったな。


    　だんだんと意識を失うまでの記憶が蘇よみがえってくる。けれど、何本もの矢が突き刺さったにしては軽傷だ。体も衰すい弱じやくしている感じはしない。それどころか、力が満ちている。


    　自身の領域である川の中に落ちたことで、回復が早まったのかもしれない。だがそれよりも……。


    「ミカエル……ここはどこだ？」


    　湊は辺りを見回しながら問いかける。


    　暗い──だが完全に何も見えないほどではない。それなりに広い空間らしく、声が遅れて反響した。湊とミカエルがいるのは、大きな柱の下部にあるコンクリートの基部らしく、すぐ傍そばを水が流れている気配がある。


    　天井に亀き裂れつが走っている場所があり、そこから淡い光が差し込んでいた。


    「たぶん、地下水道の中だと思うわ。わたしもさっき気がついたばかりで……目が覚めたらここにいたのよ」


    　ミカエルは濡ぬれた髪から滴したたる水滴を拭ぬぐい、湊みなとに答えた。


    　よく見ればお互いにびしょ濡れだ。けれど湊はふと右手に馴な染じんだ感触があることに気づく。


    　それは刀身を失なくした刀の柄つか。気を失っていてもずっと握りしめていたらしい。


    　夢で聞いた声なき声を思い出す。


    　──もしかして、お前がここまで連れてきてくれたのか？


    　胸の内で問いかけてみるが、返事はない。だが、何となくそんな気がする。


    　湊は刀を鞘さやに収めた後、ミカエルに視線を戻した。


    「……ミカエル、翼は大丈夫か？」


    　ガブリエルに翼を凍らされていたことを思い出し、湊は問いかける。


    「ええ、もう氷は解けてるわ。だから今は飛べるけど……外に出るのは待ったほうがいいと思う。ほら──聞こえるでしょ？」


    　促うながされて湊は耳を澄ませた。水の流れる音に混じって、ザァァァァという雨音が耳に届く。改めて天井の亀裂を見ると、水が流れ落ちているのがわかった。


    「外は雨か……」


    　雨の中で手も足も出なかったことを思い出し、湊は嘆たん息そくする。


    「ええ、雨に触れたらすぐガブリエルに気づかれるわ。この雨がやむまでは、ここでじっとしているべきよ」


    　表情を翳かげらせたミカエルは、真剣な声で告げた。確かに外へ出てもどうにもならない。何とかこの状況を照てる日ひに伝えることができればいいのだが……。


    　湊は携帯端末を濡れた服の中から取り出してみる。ボタンを押しても電源は入らなかった。電話で連絡はとれそうにない。


    「……悪いな」


    　携帯端末をしまってから、謝罪の言葉を口にする。


    「え？　どうしてミナトが謝るのよ？」


    「俺おれがミカエルを捜しに来なければ──余計なことを言わなければ、ここまでミカエルの立場が悪くなることはなかった。本当に悪い」


    「そんな──ミナトは悪くないわよ。全部わたしが……わたしの心が、天使に相応ふさわしくなかったってだけなんだから。それに……」


    　ミカエルはそこで言葉を切って、躊躇ためらいがちに湊の腕に触れる。


    「あなたが来てくれて……わたしは嬉うれしかったわ。だから、謝らないで」


    　じっと見つめられ、湊みなとは頷うなずく。


    「──わかった」


    「過去を振り返るよりもこれからのことを考えましょう……くしゅんっ！」


    　満足そうに微笑ほほえむミカエルだったが、急に小さなくしゃみをした。濡ぬれた服が冷たいのだろう。


    「服、乾かしたほうがよさそうだな」


    　そう言って湊は手を翳かざすが、ミカエルは慌あわてた様子で手を振った。


    「ちょ、ちょっと、何をするつもり？」


    「何って──水に干かん渉しようして、服から抜き出そうと……」


    「危険よ、やめなさい。ガブリエルはあなたと同じ水使いよ。雨の中でなくとも、下へ手たに力を使うべきじゃないと思うわ」


    　ミカエルに諫いさめられ、湊は確かにと同意する。


    「まあ、そうかもしれないな。だけど……服がこのままっていうのはちょっとな……」


    　濡れて重くなった服を示して湊は言う。


    「わたしは別にこのままでも平気よ。人間みたいに風邪を引くほどヤワじゃないわ」


    「風邪は引かなくとも、体には疲労が蓄積する。いつまで隠れ続けなきゃいけないのかわからない以上、余計な消しよう耗もうは避けるべきだ」


    　湊はそう言って濡れた上着を脱いだ。


    「なっ──」


    　顔を赤くしたミカエルに、湊は真ま面じ目めな顔で言う。


    「とりあえず服を絞って、水を切ろう。こんな地下じゃ完全に乾かすのは無理だろうが、少しはマシになる。ああ──ちゃんと後ろを向いてるから大丈夫だ」


    　上着をぎゅっと絞りながら湊は告げ、ミカエルに背中を向けた。


    「ほ、ホントでしょうね？　振り向いたら、その……許さないわよ？」


    「絶対そっちは見ない」


    　後ろから聞こえてきたミカエルの声に、湊は頷く。


    「……わかったわ。信じてあげる。わたしもミナトのほうは見ないから、気にせず脱いでいいわよ」


    　しばらくすると湿しめった服を脱ぐ音が聞こえてきた。ふわりと微かすかに甘い香りが漂ただよってくる。


    「了解。うっかり振り返って悲鳴を上げないでくれよ」


    　なるべく意識しないよう軽い口く調ちようで言い、湊は腰から刀を抜いて脇わきに置き、着ているものをすべて脱ぐ。


    　地下の冷気が肌はだに直接触れ、体が震えた。


    「こ、これはこれで寒いわね……」


    　後方からミカエルの声が聞こえてくる。彼女も裸はだかになって、肌はだ寒さを感じているのだろう。


    「こういう場合、普通は火で暖を取るんだろうが──燃えそうなものも、火を熾おこす手段もなさそうだしな」


    　湊みなとは絞った服をコンクリートの上に広げながら言った。地下水路はコンクリートに覆おおわれており、枯れ木が落ちていたりはしない。仮にあったところで湿しめって使いものにならないはずだ。


    「火……か。わたしが炎の権けん能のうを使えたらよかったんだけどね……ミカエルは本来、炎を司つかさどる大天使なのに、情けないわ」


    　自じ嘲ちようの混じった声でミカエルが呟つぶやく。


    「あ──そういえば薙なぎ姉が、先代のミカエルは馬ば鹿かでかい炎の剣を振り回してたって言ってたな」


    　草くさ薙なぎとの会話を思い出して湊が言うと、ミカエルは小さく息をついた。


    「……それがミカエルの本来あるべき姿よ。なのにわたしは受け継がれてきた火の属性を失って、風の権能を手にした……。その時点で、本当はもうミカエルである資格はなかったんだわ」


    　ガブリエルに糾きゆう弾だんされたことを思い出したのか、ミカエルの声に苦い色が混じる。


    　気まずい沈黙が落ち、湊が言葉を探していると──背中に柔らかなものが触れた。


    　これは……翼か？


    「ミカエル？」


    「火が熾せないなら、肌を寄せ合うしかないでしょ？　別に……構わないわよね？」


    「あ、ああ」


    　多少戸惑いながら湊が頷うなずくと、翼だけでなくすべすべした温かい肌の感触も伝わってくる。ミカエルが背中をくっつけてきたのだろう。


    「……他人の体って、温かいのね」


    「そうだな……」


    　互いに水で冷え切っているのに、触れ合った場所はとても温かい。それはとても不思議なことに思えた。


    「ねえ、ミナト……ガブリエルはしつこいわよ。ひょっとするとわたしたち、ずっと地下に隠れ続けるしかないのかも……」


    「ずっとか……それは勘弁したいな」


    「そうね。でも、あなたとだったらそれなりに楽しい気がするわ」


    「え？」


    　驚いて振り向こうとした湊を制するように、ミカエルは言う。


    「冗談よ。あなたには《陽皇アマテラス》様を守るっていう役割があるものね。わたしなんかに構ってられないのはわかってる。だけど……なら、どうして、あんなに必死でわたしを守ろうとしてくれたの？」


    「それは……」


    「あなたが命を賭として庇かばうのは、《陽皇アマテラス》様だけ。それが当然のことだし、そう在あるべきなのよ。なのに、わたしなんかのために、こんな──」


    　背中から翼と肌はだの感触が遠のく。その代わりに、冷たい手のひらが湊みなとの体に触れた。


    　そこは氷の矢を受けた場所。傷は治りかけているが、直接触られるとピリッとした感覚が走る。


    　ミカエルは湊の傷をいたわるように優しく撫なで、言葉を続けた。


    「死んじゃったら、どうするのよ？　わたしを抱こうとしなかったくせに……好きじゃないくせに、こんなことして……馬ば鹿かみたいだわ」


    「……そうだな。死んでたら笑い話にもならない。けど──氷の矢が落ちてくるなかで、ミカエルを守るのは……何ていうか、考えるまでもないことだった」


    「どうして？」


    「さあ──考えてないんだから、わからないさ」


    「何それ……」


    　苦笑の気配と共に、再びに背中に温かな肌が触れる。だがそこには、先ほどはなかった柔らかな感触も伴っていた。


    「み、ミカエル、向きが──違わないか？」


    　二つの豊かな膨ふくらみが当たっているのを感じつつ、湊は問いかける。


    「寒いのよ……いいじゃない。翼があるから背中同士だとぴったりくっつけないの」


    「そうは言ってもな……」


    　振り向くわけにもいかないので、ミカエルを引き離す手段はない。


    「……別に誘惑しているわけじゃないから、安心しなさい。今更その気になられても……わたしのほうが困っちゃうわ。ただ、こうしていられたら……わたしは満足よ」


    　そう言いながらも、ミカエルは湊の腰に手を回してくる。密着度が増し、否いや応おうなく心しん拍ぱく数すうは上がってしまう。


    　そのまましばらく、無言の時間が続いた。


    　互いの息遣いと、水路を流れる水の音だけが暗くら闇やみの中に響く。


    　姿勢を変えたせいか、先ほどはわからなかったミカエルの鼓こ動どうもはっきりと伝わって来た。


    　温かい。いつの間にか寒さを忘れてしまっている。


    　とても心地よくはあるが、ただどうしても背中に当たる二つの柔らかさに意識が向いた。


    「なあ──俺おれからも一つ聞いていいか？」


    　こんな甘い静けさがいつまでも続くと平静を保てなくなりそうで、湊は口を開く。


    「何？」


    「ガブリエルが言っていた〝槍やり〟って、何のことだ？」


    　あのとき、明らかにミカエルは一番の動揺を見せていた。だからその理由がずっと気になっていたのだ。


    「槍やりは──天使の、本当の姿なのよ」


    　ミカエルの腕に力が籠こもる。


    「本当の……姿？」


    「天使は《天元エール》様の武器──自みずからも信仰の対象になって幻素イデアを貯ため込み、いざというときには槍となってその力を解放する……そういうモノ」


    　ミカエルは硬い声で語り、湊みなとの背中に額ひたいを押し当てた。


    「槍となった天使は、もう元には戻れないわ。敵を貫つらぬいた後、その力を取り込んで大たい樹じゆとなり──果実を実らせる。次代の天使は、その果実から生まれるのよ」


    「な……」


    　天使という存在の真実はあまりに衝しよう撃げき的で、湊はしばらく言葉を失う。


    　草くさ薙なぎは天使の代替わりは転てん生せいに近いと言っていたが……こういうことだったのか。


    「槍を用いるような戦いは、そうそうない。本当に切り札なのよ。だから槍の役目を果たせるのは、とても誇らしいこと……母様も崩ほう界かい戦争のときに、その栄誉を賜たまわったわ」


    「じゃあ、もしかして《空エ姫ア》を討ったのは──」


    「そう、母様の槍よ。そして《空姫》の幻素を取り込んで、三代目のわたしが生まれたわ。たぶん大気を司つかさどる《空姫》の力が大きすぎて、わたしは火じゃなく風の権けん能のうを手にしたんだと思う……」


    　出しゆつ生しようの秘密を明かしたミカエルは、重いため息をついた。


    「だけど、それって凄すごいことなんじゃないのか？　神祖オリジンが力を合わせてようやく討とう伐ばつできた《空姫》の力を受け継いでるなんて……」


    　今の話が本当なら、ミカエルの持つ幻素量は神祖に匹ひつ敵てきするものだということになる。


    「確かにわたしの中には《空姫》の幻素が眠っているけれど……それを発揮できるのは、槍として使われるときだけよ。わたしの意思では引き出せないわ」


    　自じ嘲ちようの色を混ぜてミカエルは言い、湊の背中に体重を預けてきた。


    「自分の中にあるのに、自分のものじゃないなんて……何だか変な話だな。それじゃ本当に《天元》の道具じゃないか……」


    　胸の奥から湧わき上がる怒りを込めて湊は言う。


    「けどそれが、天使の存在意義なのよ。だからもし《天元》様がわたしを槍にしたいと仰おおせられたら……応じるつもり」


    「っ──ミカエルは、ガブリエルの言うとおりにするつもりなのか!?」


    「違うわ。あいつにわたしの運命を委ゆだねたりはしない」


    　振り向こうとする湊を、ミカエルは腕に力を込めて押し留とどめた。


    「……じゃあ、どうするつもりなんだ？」


    「さっき、ミナトが言ったんじゃない。《天元エール》様に直接想おもいを伝えたらいいって──」


    　微笑ほほえみの気配が漂ただようミカエルの声に、湊みなとは彼女が何をしようとしているのかを悟る。


    「まさか、自分から《天元》のところに……」


    「ええ。そして果実について私が感じていることを全部話すわ。一方的に文字を奪うのは、人間の価値を損なう行為だって……言ってみる。その結果、大天使の地位を剥はく奪だつされても……槍やりとして使われることになっても──たぶん納得できると思う」


    　決意の籠こもった声でミカエルは言うが、湊のほうは納得できない。


    「槍になったら、元に戻れないんだろ？　そんなの、死ぬのと同じだ……ミカエルは怖くないのか？」


    「──怖いわよ。だけど……母様も、その先代も、この運命を受け入れたわ。わたしだけ逃げ出すなんてこと、絶対にできない」


    　微かすかに震えながらも、ミカエルは強い口く調ちようで断言した。


    「ミカエル……」


    　何とか彼女を思い留とどまらせたいが、説得する言葉が思いつかない。


    「あと一人の大天使──ウリエルは第二特区にいるらしいから、今第一特区に戻れば《天元》様と一対一で話せるわ。そのためにもガブリエルを何とか出し抜きたいけれど……雨が降っている間は無理ね」


    　小さな吐と息いきが湊の背に触れる。


    「そういうことなら……正直、雨はやんでほしくないな」


    《天元》と《虚帝ギンヌンガガプ》が戦うことになれば、ミカエルの直じき訴その結果にかかわらず、彼女は槍として用いられることになるだろう。たとえ彼女自身の望みだとしても、そんな未来を望むことはできない。


    「ミナトは優しいわね……ありがとう。その気持ちだけで十分よ」


    　ミカエルは感謝するように、湊の背に頬ほおを擦こすり付ける。


    　彼女の覚悟はあまりに固い。決して曲げられない生き方と在あり方に従って、彼女は己おのれの行動を選択した。


    　なら──他人である湊に、これ以上踏み込む権利はない。


    　だがそれでも納得できず、湊は水音を聞きながら考え続ける。背に触れた温もりを失わないための方法を……。


    　そうして、どれくらい経たっただろうか──背後からいつの間にかミカエルの小さな寝息が聞こえていた。


    　亀き裂れつから流れ込む水の量は変わらず、外は相変わらず雨が降り続いていることがわかる。


    　水路の水かさも前より増しているようだ。このまま増水すれば、場所を移動しなければならないかもしれない。


    　─────────。


    「ん……？」


    　そのとき、湊みなとは表現しがたい違和感を抱いだく。


    　水が流れる音に混じって、何か低い音が──。


    



    　ドンッ!!


    



    　衝しよう撃げきは突然やってきた。


    　世界が揺れる。天井が軋きしみ、水面が大きく波打つ。


    「な、何っ!?」


    　目を覚ましたミカエルが驚きの声を上げるなか、湊は彼女より少し早く状況を察した。


    「地震だ！」


    　天井から細かな瓦が礫れきが落ちてくるのを見て、湊は振り返ってミカエルを押し倒す。


    「ちょっ──ミナト!?」


    　何も身に纏まとっていないミカエルは顔を真っ赤かにするが、気にしている状況ではない。


    　ミカエルを体で庇かばいながら、湊は揺れ続ける地下水路を見回す。


    　重低音と共にバキバキという不吉な破は砕さい音おんがあちこちから響いてきていた。既に亀き裂れつが走っていた場所がまず決けつ壊かいし、大量の水と共に瓦礫が水路に落ちてくる。


    　あの規模の崩ほう落らくに巻き込まれたら、さすがにただでは済まない。力を用いて防御するしかないだろう。


    　パラパラと背中に小石が当たるのを感じつつ、湊はいつでも水の防壁を展開できるように幻素イデアを練り上げた。


    　揺れは収まるどころか、ますます酷ひどくなり、両手両足をついて踏ん張っていてもバランスを崩しそうになる。


    　ミカエルはまだ混乱状態にあるらしく、湊の体の下で身を縮めていた。


    　いつ天井が崩落するかわからない緊迫した時間が一分ほど続き──ようやく揺れが小さくなる。


    　何とか身動きできる状況になったので、湊はミカエルの上から退どいて、手早く服を身に着けた。まだ服はかなり湿し気けっているが、我慢するしかない。ミカエルも同じように服を着て、最後に彼女の武器である弓を背負う。


    　腰に愛刀である《天アマ羽ハ》を差した湊は、あちこちに亀裂の入った天井を見上げた。


    「今のは……ガブリエルの攻撃じゃないよな？」


    「違うと思うわ。あいつにそんな力はないもの」


    　ミカエルは首を振りながらも、不安そうな色を表情に浮かべる。


    「なら、普通の地震ってことか。普通といってもかなり大きかったが……特区の被害が心配だな」


    　脳のう裏りに咲さく良らの顔が過よぎった。恐らく巫ふ道どう機関が対応するだろうが、被害が大きければ手が回らないはずだ。できれば救助協力に行きたいが……ガブリエルがいる以上、身動きは取れない。


    「あ──見て、ミナト」


    　何かに気づいたミカエルが、大きく崩ほう落らくした箇か所しよを指し示す。


    　そこからは赤みを帯びた光が差し込み、降り積もった瓦が礫れきを照らしていた。


    　いつの間にか夕方になっていたらしい。こんなにも外が明るいということは──。


    「雨が……やんでる？」


    「ええ、ガブリエルなら数日間は雨を降らせ続けることができるはずだけど……どうしたのかしら」


    　訝いぶかしげに呟つぶやいたミカエルは、眉まゆを寄せる。


    「今の地震と何か関係があるのかもしれないが……罠わなの可能性もある。慎重に様子を見てみよう」


    　湊みなとはそう言って、天井から崩れた瓦礫の山へと跳び移った。


    「ミナト、本当に気をつけなさいよ」


    　ミカエルも翼を広げ、ふわりと湊の後に続く。


    　穴の真下まで来ると、差し込む光が目に痛い。手を翳かざしながら穴の向こうを眺めると、高いビルのシルエットが見えた。


    　確かに雲は晴れ、雨もやんでいる。


    「近くに幻素イデアの気配は感じないな……。ミカエル、風で周囲を探れるか？」


    「できるけど……大気にはまだ水気が満ちているわ。風を使ったら気づかれるかもしれない。目視で確認したほうが安全よ」


    「──わかった。じゃあミカエルは少し待っていてくれ」


    　湊は足に力を溜ため、跳び上がる。天井までは四、五メートル。幻エ類ナの身体能力なら余裕で届く高さだ。


    　目測どおりに穴の縁へ手をかけた湊は、慎重に体を引き上げて外の様子を窺うかがった。


    　どうやらここは大通りのど真ん中らしく、周囲は見渡しやすい。遠くに先ほどいた塔の影を見つけ──沈もうとしている夕日の方向と合わせて、湊は大体の現在位置を把握する。


    　──落ちた場所から思ったよりも離れてるな。


    　湊は穴の縁から手を離し、地下へと戻った。


    「ガブリエルの姿は見えないが、念のため地下を通って柱央神殿に向かおう」


    　瓦礫の上に着地した湊は、地下水路の先を指さして言う。


    「地下をって……大丈夫なの？」


    「今いる場所と向かうべき方向はわかった。水の流れを感じ取れば、水路の構造は大体把握できるから迷う心配はない」


    　湊みなとは身を屈かがめて水路の水に手を浸ひたし、意識を集中した。


    　水を介して体感覚が拡大し、水路がどこで枝分かれをして、どちらへ向かっているのかを理解する。


    　想像していたよりも水路は多く、網あみの目のように都市の地下に広がっていた。すべてが歩いて通れる道ではないだろうが、これなら柱央神殿のある旧新しん宿じゆくへ近づくことは可能だろう。


    「ミカエル、こっちだ」


    　湊は水路の端にある細い足場に跳び移り、ミカエルを手招きする。


    「真っ暗な中を進むのね……あまり気は進まないけど、仕方ないわ」


    　ため息をつきつつ、ミカエルは頷うなずいた。


    　そして彼女は傍そばまで来ると、何も言わず湊の手を握る。


    　いいでしょ？　という顔で見つめてくるミカエルに湊は苦笑し、そのまま彼女の手を引いて歩き出した。


    



    　　　　　　２


    



    　闇やみの中を進むこと数時間──。


    　日はとっくに沈み、崩れた天井から陽光が差し込むことはない。


    　けれど太陽に代わって空で輝かがやく月と星が、ところどころにある亀き裂れつや穴から淡い光を注いでいた。


    　とはいえ闇は濃く、湊が水路の構造を把握していなければ、まともに進むことはできなかっただろう。


    「……何だか、ちょっと臭におわない？」


    　湊の手を握ってついてきているミカエルが、嫌そうな口く調ちようで言う。


    「水が汚れているせいだな。住民の生活圏に近づいたんだろう。たぶんもうすぐだ」


    　推測を口にしした湊は、頭の中に描えがいた地図で大体の位置を想像した。恐らくは街として機能している地区の東側……旧新宿の近くのはずだ。


    「じゃあ……これからどんどん臭いはきつくなってくるのね」


    「まあそうなるが──ここまで来たなら、もう地上へ出てもいいかもしれないな。ガブリエルも中心街の近くで目立つことはできないだろう」


    　湊は少し考えてそう提案した。


    　ここからは地上から一直線に柱央神殿へ向かうのが得策かもしれない。


    　湊みなとたちを攻撃し、見失ったガブリエルがどのような行動に出るかわからないため、時間をかけすぎるのも不安だ。照てる日ひたちに危機が及ぶ可能性もないとは言えない。


    　それに先ほどの地震がどのような被害をもたらしたのかも、把握しておきたかった。


    「そうね。これだけ時間が経たてば雨の名な残ごりも薄れたでしょうから、権けん能のうで風や水に干かん渉しようしない限り、気づかれる心配はないかも……」


    　ミカエルは天井に開いた穴の一つを見上げて頷うなずいた。


    　意見が一致し、二人は比較的大きな穴から地上へと這はい出る。


    　そこは窓ガラスの割れた家やビルが立ち並ぶ、細い道だった。電信柱が倒れ、家の一つを押し潰つぶしているが──地震によるものかはわからない。


    　人ひと気けはなく、この辺りはまだ郊外だということが感じ取る。


    　だが視線を転じると、西の空が赤く染まっていた。夕日の残照などではない。あれは炎の色──濛もう々もうと立ち上る煙は夜空を黒く覆おおっている。


    「火事だ……」


    　湊は息を呑のんで呟つぶやいた。


    　地震が起きたのなら、その後に火災が発生しても不思議ではない。やはりぐずぐずしている場合ではなかったようだ。


    「行きましょう、ミナト」


    「──ああ」


    　ミカエルの言葉に頷き、走り出す。


    　焦こげ臭さが鼻を衝つき、しばらくすると喧けん噪そうも耳に届き始めた。


    　見慣れた景色が視界に映る。郊外と〝街〟の境界を越えたのだ。


    　道路には不安そうに立つ住民の姿がちらほらと見えた。倒とう壊かいしている建物は少ないが、余震に備えて外へ避難しているのかもしれない。


    　今のところ、ガブリエルが現れる様子はなかった。


    　──妙だな。俺おれとミカエルが照日に状況を伝えるのは、絶対に避けたいはずなのに……。


    　順調であることが逆に不安だが、今は先を急ぐしかない。


    　巫ふ道どう機関の本部ビルとその横にある病院の前には、真っ赤かなランプを点灯した車が何台も停とまっていた。入り口付近には人だかりもできている。


    　次々と怪け我が人にんが搬送されているようだ。


    　手伝いたいが、ガブリエルに追われている現状では難しい。逡しゆん巡じゆんを振り切って柱央神殿へと湊は足を向けた。


    「湊さん！」


    　だがそこで耳に馴な染じんだ声が湊を呼び止める。


    　足を止めて振り向くと、病院の入り口から咲さく良らが駆かけてくるのが見えた。


    「湊みなとさん──ミカエルさんも……よかった、ご無事だったんですね。連絡がつかないから皆さん──私も、すっごく心配してたんですよ？」


    　湊たちの前までやってきた咲さく良らは、少し怒った口く調ちようで言う。


    「悪い……だが事情を説明している余裕はないんだ。まずこれだけを教えてくれ──ガブリエルは今、どこにいる？」


    　咲良と目を合わせ、湊は早口で問いかけた。ミカエルも緊張した表情で咲良を見つめる。


    「え……あ、ガブリエルさんは……第二特区へ行かれましたが……」


    「第二特区へ？」


    「──はい。さっきの地震、どうも第二特区の《虚帝ギンヌンガガプ》様が引き起こしたものらしく……至急状況を確認する必要があると……」


    　戸惑いながらも咲良は状況を語った。


    「《虚帝》が……」


    　想像もしていなかった原因に湊は驚く。第二特区があるのは東北──旧仙せん台だい。第七特区とは数百キロも離れていた。それなのにあれほどの揺れが届くとは……信じがたい力だ。震源ではどれほどの被害があるのか、想像もつかない。


    　ミカエルは焦あせりを露あらわにして咲良へと詰め寄った。


    「まさか、第一特区と第二特区の戦争が始まったの!?」


    「わ、わかりません。ただ、非常に危険な状況であることは確かだと思います」


    「っ……」


    　ミカエルは奥歯を噛かみしめ、北の空を仰あおぎ見る。


    　神祖オリジン同士の戦い──《天元エール》の一大事となれば、ガブリエルがすべてを放り投げて第二特区へ向かったのは当然と言えた。


    　火種を残していった以上、照てる日ひとの対立も覚悟しているはずだ。下へ手たをすればアヴァロンの中で幻エ類ナたちの内ない紛ふんが起こるかもしれない。


    「──ミナト」


    　この状況で自分には何ができるのだろうと考えていた湊は、ミカエルの決然とした声を聞いて顔を上げた。


    「ミカエル……？」


    　彼女の表情に浮かぶ覚悟の色を見て、湊は嫌な予感を抱いだく。


    「わたし──第一特区へ戻るわ。ガブリエルが第二特区に向かった今なら、《天元》様と一対一で話せるはず。このタイミングを逃のがしたら……たぶんもうその機会はないと思うの」


    「な……ま、待て！　もし《天元》と《虚帝》の戦いが始まっていたら、すぐに槍やりとして使われるかもしれないんだぞ？」


    　慌あわてて湊は制止するが、彼女はわかっていると頷うなずいた。


    「──さっきも言ったでしょう？　《天元エール》様がそうされるなら構わないわ。それが天使の運命なのよ」


    　迷いを捨てた顔で告げたミカエルは、翼を広げて空に舞い上がる。


    「ミカエル！」


    「さようなら、ミナト。わたしの部屋にある本は──全部あなたにあげる」


    　寂しそうに微笑ほほえみ、突風を巻き起こしてあっという間に夜空へと消えた。


    　引き止める暇もない。空に伸ばした手は何も掴つかむことはできず、湊みなとは力なく腕を下ろす。


    「湊さん……ミカエルさんはいったい……？」


    　事情がわからない咲さく良らは困惑した様子で、湊を見つめる。


    「…………後で、話す。咲良は……仕事に戻ってくれ」


    　酷ひどい喪そう失しつ感かんと無力感に苛さいなまれながら湊は返事をし、咲良に背を向けて駆かけ出した。


    「あ──湊さ──」


    　遠ざかる咲良の声。向かうのは柱央神殿。


    　自分がやるべきことは、得た情報を照てる日ひたちに伝えること。


    　今はほかに何も考えられないし──思いつかなかった。


    　元々の作りが頑強だったおかげか、柱央神殿とその周囲の被害は比較的軽い。昼間ガブリエルが演説を行おこなった大通りには特設のテントが張られ、避難してきたと思われる住民たちが配給を受け取っていた。


    　柱央神殿の入り口は、巫ふ道どう機関の職員が厳重な警備を敷いている。この混乱に乗じて〝覆いを外す者たちアポカリプス〟が仕掛けてくることを警戒しているのかもしれない。


    　警備の人間たちは湊の顔を知っていたらしく、問答もなく道を開けてくれた。


    　中に入り、謁えつ見けんの間まに真っすぐ向かう。扉とびらを開けると同時に、巫道機関の職員とすれ違った。


    　中にいたのは照日、草くさ薙なぎ、八や咫たの三名。シーナの姿はない。恐らく地震のことで何か話し合っていたのだろう。


    「──湊！」


    　照日は湊を見ると玉座から立ち上がり、銀色の尻しつ尾ぽを揺らして駆け寄ってきた。


    「照日、すまない……遅くなった」


    「それは構わないのですが……いったいどこへ──ミカエルさんは見つからなかったのですか？」


    　湊が一人であることを確かめた照日は、眉まゆを寄せて問いかける。


    「事情はちゃんと話す。薙なぎ姉と八咫も聞いてくれ」


    　二人にも視線を向けた湊は、ミカエルから聞いた《天元》の目的や、ガブリエルが自分たちを狙ねらったことについて説明した。


    　話が終わると、謁見の間に重い静けさが広がる。


    「…………そうだったのですか。ミカエルさんは、《天元エール》の元に……」


    　照てる日ひは悲しそうな顔で呟つぶやいた。


    「妙な雨雲が出ているとは思っていましたが──あの方の仕し業わざでしたのね。私の目を盗んで湊みなとくんをさらおうだなんて、いい度胸ですわ」


    　いつも温和な八や咫たが、珍しく顔を顰しかめて刺とげ々とげしい言葉を漏もらす。


    　そんな中、草くさ薙なぎだけは黙ったままじっと湊を見つめていた。


    「薙姉？」


    　彼女の視線に気づいた湊は、疑問の眼まな差ざしを向ける。


    「──あんたは、あの嬢ちゃんを行かせてよかったのかい？」


    　草薙に問われ、胸の奥に鋭するどい痛みが走った。


    「よくはない……止めようとした。けど、ミカエルは自分の意思で天使としての役割を全まつとうしようとしているんだ。自分だけ運命から逃げるわけにはいかないって──そんなあいつを説得する方法は……思いつかない」


    　拳こぶしを固め、湊は絞り出すように答える。


    「全く、情けないねぇ。言葉がダメなら、力ずくで止めればよかっただろ」


    「それは……ミカエルの誇りや決意を、汚けがす行為だ」


    　強引に引き止めることを考えなかったわけではない。けれど覚悟を決めたミカエルの顔を見てしまったら、何もできなかった。


    「はぁ……頑固というか律りち儀ぎというか──あんたと嬢ちゃんは似た者同士だよ」


    　草薙は呆あきれたように嘆たん息そくし、言葉を続ける。


    「あたしはね、大昔の大戦の後……先代のミカエルと話したことがあるんだ」


    「え？」


    　突然の告白に湊は驚き、照日も初耳だという様子でぱちぱちと瞬まばたきをする。


    　大戦の後と言えば、《陽皇アマテラス》が《天元》に敗れて転てん生せいした直後だ。新しい人格である照日が知らないのは当然といえた。


    「幻エ類ナ側の戦後処理の一環だったんだが──そんときにあたしはあいつに嫌みを言ってやったのさ。天使はどいつもこいつも《天元》にそっくりで、言いなりで、気持ちが悪いってね」


    　肩を竦すくめて草薙は当時の思い出を語る。


    「……薙姉らしいな」


    　よくそんな状況で挑発するようなことを言えたものだと、湊は感心した。


    「先代のミカエルも、そんなふうに苦笑してたよ。怒ったりせず、そのとおりだと認めた。天使ってのは《天元》の分身みたいなもので、本体の意志には逆らえない。言うことを聞くかどうかの選択肢そのものが存在しないんだってね」


    「逆らえない……？　でも、今のミカエルは──」


    《天元エール》に直じき訴そするため、第一特区へ向かった。それは確実に《天元》の命に反する行為だ。


    　湊みなとの疑問は予想していたのか、草くさ薙なぎはわかっているという表情で頷うなずく。


    「槍やりとなってほかの幻エ類ナから力を吸い上げ、代を重ねた天使は──《天元》以外の形質が強まって、独立した存在になるって話だ。今のお嬢ちゃんはまさにそうだね。《天元》と全く似てやしない」


    「独立した存在ってことは、《天元》にも逆らえるんだな？」


    「ああ、過去にはそうやって離反し──堕だ天てん使しとして討たれた天使がいたらしい」


    　皮肉っぽい口く調ちようで草薙は言い、湊の目を見つめた。


    　──堕天使として討たれる。その言葉は心を大きく揺らす。


    「ミカエルもそうなるっていうのか？」


    「いや、あんたの話だとミカエルは天使としての役割を果たすつもりなんだろ？　なら処分はされず、槍として用いられることになるだろうさ」


    　湊の問いに草薙は軽い口調で答えた。だがその瞳ひとみには、真剣な光が宿っている。


    「ただ、あたしからすると親不孝に思えるねぇ」


    「親不孝？」


    「先代のミカエルはこう言っていたんだよ。もしも生まれ変わるときが来たら、次はもっと自由に生きてみたい──ってね」


    「っ……」


    　どくん、と心臓が跳ねた。


    　それが先代の……ミカエルの母の想おもいだっていうのか？　なら──。


    　強く拳こぶしを握りしめ、考える。


    　自分が為なすべきことが何なのかを──どうすれば自分の願いを実現できるのかを──。


    　じっとこちらを見つめる皆の視線を意識しながら、ゆっくりと心を定めた。


    　動き出してから迷わないために、固く、強く、覚悟を決める。


    「…………」


    　大きく深呼吸をしてから顔を上げると、草薙は満足そうに頷いた。


    「おや、湊──いい顔になったじゃないか」


    「ああ、薙姉のおかげだ。やるべきことがわかった。俺おれは──ミカエルを追いかける」


    　強い口調で告げると、照てる日ひは心配そうに眉まゆを寄せる。


    「自分から第一特区へ行くのですか？　湊は……龍りゆう脈みやくの鍵かぎとして狙ねらわれているのですよ？」


    「──わかってる。けど先代の想いだけは、ミカエルに伝えなきゃいけない。そうしないと、俺が納得できない。絶対に……後悔する」


    　譲ゆずれないものがあると、湊は照日の目を見つめ返した。


    「仕方ないですね……湊は頑固ですから。だけど、行くならわたくしも一緒です。ミカエルさんを助けたいという思いは、同じなのです」


    　小さな拳こぶしを固めて照てる日ひは言うが、湊みなとは首を横に振る。


    「いや……ミカエルのことを思ってくれるのなら、照日が行くべき場所は第一特区じゃない」


    「どういうことなのですか？」


    　首を傾かしげる照日の目を湊は真っすぐに見つめた。


    　これから口にすることは、護衛として失格の内容だ。彼女を守るどころか、危険な場所へと送り出そうとしているのだから。


    　けれどミカエルを本当に救うためには──アヴァロンの未来のためには、照日の力が必要だった。


    「《虚帝ギンヌンガガプ》を止めてほしい。第一特区と第二特区が戦争状態になれば、ミカエルの意志にかかわらず《天元エール》は槍やりを使うはずだ。それに……柱の一つが欠ければ、七柱特区という枠組みも破は綻たんする。この第七特区と、アヴァロン全体を守るためにも、《虚帝》と《天元》の直接対決は避けなきゃいけない」


    「わたくしが《虚帝》を……」


    　驚いた顔で照日は目を丸くするが、すぐに表情を引き締めて、深く頷うなずく。


    「そう──ですね。確かにそれが、わたくしのやるべきことなのです。わかりました……では、湊は特使として第一特区に派遣します。《天元》にわたくしが《虚帝》を説得することを伝え、槍の使用を思い留とどまらせてください」


    　指導者としての顔になった照日は、声を張って湊に命を下した。


    「その役目、引き受けた」


    　湊が笑みを浮かべて応じると、照日も微笑ほほえむ。


    「ガブリエルさんがこっそり湊を連れ去ろうとしたときとは違って、わたくしの意志で送り出すのです。湊に手を出すことは、わたくしに敵対することと同じ──《虚帝》と同時にわたくしを相手取るのは《天元》も避けたいでしょう。気休めかもしれませんが、抑止力にはなってくれるはずなのです」


    　それが自分にできる精いっぱいだと、照日は湊の目を見つめて言った。


    「話は纏まとまったようだね。だが湊、これだけは覚えておきな」


    　その様子を見た草くさ薙なぎは、湊に近づいて真剣な表情で告げる。


    「《天元》は過去の大戦で《陽皇アマテラス》様を転てん生せいにまで追い込んだ相手だ。今の世界で最も強大な神祖オリジンといっても過言じゃない。どんな奇跡が起こっても埋まらない差が、あんたと《天元》の間にはある。力ずくでどうにかなると思うんじゃないよ」


    「……ああ、肝きもに銘めいじておく」


    　首しゆ肯こうを返す湊の肩を、草薙はポンと叩たたいた。


    「それでいい──だが、負けることも許さないからね。自分にとって何が〝勝ち〟なのかを、きちんと考えておきな」


    「俺おれにとって、か……」


    　脳のう裏りを過よぎったのは、最後に見たミカエルの寂しげな微笑ほほえみ。


    　──俺は、ミカエルにあんな顔をさせたくない。


    　まだはっきりとは定まらないが、その望みを叶かなえられたら……きっと自分は何かに勝てたと思えるだろう。


    「ありがとう、薙なぎ姉。おかげで心構えはできた。照てる日ひのことは頼む」


    「ふん、礼なら無事に帰ってからでいい。あたしたちのことは心配ないから、しっかりやるんだよ」


    　視線を逸そらし、照れたように草くさ薙なぎは頬ほおを掻かく。


    　するとそこで八や咫たの静かな声が湊みなとの耳に届いた。


    「──皆さん、肝心なことをお忘れですわ。今からどうやって第一特区と第二特区へ向かうつもりですの？　私の翼で運ぶにしても一人が限度ですし、風の能力を併用するミカエルさんほどの速度は出せません」


    　黒い翼を広げてみせながら、八咫は湊たちを見回す。


    「えっと……それは、どうしましょう……巫ふ道どう機関の方に飛行用の機械を出してもらいましょうか……？」

  


  [image: ]


  
    　照てる日ひは困った顔で考えを述べた。


    「いえ、それでも恐らく間に合いませんわ。仕方ありませんわね──奥の手を使うことにいたしますか」


    　嘆たん息そくした八や咫たは、仕方ないという様子で謁えつ見けんの間まの扉とびらへ向かう。


    「……奥の手？」


    　戸惑う湊みなとが疑問の声を漏もらすと、八咫は扉を開けて振り返り、得意げな表情を浮かべてこう言った。


    「極きよく東とうの地は、《陽皇アマテラス》様が治める土地でしたのよ？　抜け道ぐらい、用意されていますわ」
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    　八咫が湊たちを案内したのは、柱央神殿の地下──厳重に施せ錠じようされた扉をいくつも抜けた先にある小部屋だった。


    　そこには非常に古い小さな社やしろがあり、一枚の銅どう鏡きようが祀まつられている。


    「遥はるか昔のことです──《陽皇》様を崇あがめる人間たちに、私は分身たる神鏡を授さずけましたの。祀られたその鏡を通して、社の巫み女こたちに《陽皇》様のお言葉を伝えたのですわ。これはその一枚……」


    　八咫は磨かれた銅鏡の表面を白い指先でなぞり、懐なつかしむように息を吐いた。


    「そうした社は、今もアヴァロンのあちこちに点在しているんですの。まあ、長年放置されたせいで朽くちているでしょうが、鏡さえ無事なら道を開くことができますわ」


    「道？」


    　どういうことかと湊は眉まゆを寄せる。


    「言葉だけでなく、体ごと鏡の向こうに送り出せるということですわよ。鏡渡りは私たちにとっての命綱。ほかの血族に知られたくはないので、滅めつ多たなことでは使わないようにしておりますの」


    　そう言いながら八咫が手を翳かざすと、鏡面が輝かがやき始めた。


    「さあ、湊くん。あなたから送ってさしあげます。第一特区──《天穣の楽園エデン》の境界から少し離れた集落跡に、転移可能な鏡がありますわ」


    「あ、ああ」


    　八咫に手招きされ、湊は緊張しながら鏡の前に立つ。


    「湊くんの後は、照日様と草くさ薙なぎを第二特区にお送りしますが、私はここで双方の道を開き続けます。退路がなければ、撤退を選ぶこともできなくなりますからね。鏡に触れれば一瞬で戻ってこられますから、死にそうになったとしても何とか社まで辿たどり着いてくださいな」


    　にこりと八咫は軽い口く調ちようで言い、懐ふところから鏡を取り出した。社に祀られているものよりも小さいが、装飾も細かく、鏡面は澄み渡っている。


    　二つの鏡に挟まれた湊みなとの体は光に包まれ、視界は白く染まっていった。


    「湊、絶対に死んじゃダメなのですよ！」


    「男を見せてきな」


    　照てる日ひと草くさ薙なぎの声も光が強まると共に遠ざかり──純白で無音な世界が辺りに広がる。


    　影すらない、地面があるのかどうかもわからない、あやふやな感覚。


    　自分はもう柱央神殿の地下にはいないのだろうと考えたとき、ザァァァーという音が聞こえた。


    　光が薄れ、周囲の景色が露あらわになる。耳に届いた雑音は波の音かと思ったが違う。風に揺れる木々のざわめきだ。夜空には無数の星が瞬またたき、大地を淡く照らしていた。


    　周辺には柱などの木材が散乱しており、建物が崩ほう壊かいした跡だということがわかる。残ざん骸がいの隙すき間まから淡い光が漏もれており、覗のぞき込んでみると光輝かがやく銅どう鏡きようが転がっていた。この鏡を介して、自分はこの地に降り立ったのだろう。


    　社やしろはもう見る影もないが、見回してみると大きな石鳥居が目に映る。恐らく元は立派な神社だったに違いない。


    　ただ、数百年前まで北の地は別の神が支配する地だったと聞いたことがある。極きよく東とうを統一した《陽皇アマテラス》が最後に手にした場所──ならばこの神社もそれ以後に建てられたもののはずだ。


    　冷たい風が頬ほおを撫なでた。アヴァロンの北端だけあって、第七特区より気温がかなり低い。


    　鳥居に近づいてみると、長い石段がずっと下にまで続いていた。その先には植物に埋まい没ぼつしかけている集落跡が見える。


    　ここはまだ第一特区の外。《天穣の楽園エデン》の境界付近だと八や咫たは言っていたが、その〝境目〟はあまりにも明確だった。


    　集落の向こうに広がる平原──その途中からまるで線を描えがいたかのように、深い森が広がっている。森が形作る緑の境界は、緩ゆるやかな曲線を描いてどこまでも続いていた。


    　湊の立つ場所からでは一部しか見えないが、森は巨大な円状に広がっているのであろうと予想できる。


    　──ミカエル。


    　森の彼方かなたに感じる濃く鮮せん烈れつな神しん気き……そこに《天元エール》はいるはずだ。


    　既にミカエルが到着しているかはわからない。一瞬で転移したので、湊のほうが早いことも考えられた。


    　だが、それならそれでいい。《天元》に会う前に先代のことを伝えられるなら、それが一番だ。ぐずぐずしている暇はない。


    　湊は北の地に広がる緑の異界へと走り出した──。
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    　高度約一万五千メートル。高空を吹く気流に乗り、さらに風を操あやつる能力で全力飛行するミカエルは音速を超え、第七特区から千キロ以上離れた第一特区に三十分もかからず到着した。


    《天穣の楽園エデン》の中央に位置する大たい樹じゆに向かって高度を下げ、樹上の神殿へ降り立ち、足早に広間を目指す。


    《天元エール》はまるでミカエルを待っていたかのように、広間の奥に一人で立っていた。狙ねらいどおりガブリエルとウリエルの姿はない。


    「──よく戻りましたね、ミカエル」


    　柔にゆう和わな笑みを浮かべて、《天元》はこれまでのように彼女を労ねぎらった。


    　これから自分がしようとしていることを考えると、罪悪感や畏おそれが湧わき上がり、身が竦すくむ。


    　声が出るうちに、心が折れる前に……この想おもいを伝えなければ。


    　ミカエルは自みずからを奮い立たせ、いきなり本題を切り出した。


    「《天元》様、お話があります。生命の果実についてです」


    　膝ひざをつき、彼女は彼の顔を見上げる。


    「何でしょう？」


    　笑え顔がおを崩さぬまま、《天元》は先を促うながした。


    「あの果実は、人間に健すこやかさを与える代わりに、文字を奪うものだとお聞きしました。それが人間たちにとっての幸福に繋つながるのだと……。ですが文字を奪えば、彼らが積み重ねてきた文化も失われてしまいます……それは人間の価値を損なうことではないのかと、私には思えてしまうのです」


    《天元》を見つめながら、ミカエルは一気に胸の内に溜たまっていた想いを吐き出す。


    　細められていた彼の目がすっと開くのを見たミカエルは、体を強こわ張ばらせた。


    「人間の価値──それは私たちにとっての都合ではありませんか？」


    「え……？」


    「真に人のことを想いなさい。人間にとっての幸福とは、食べ、眠り、まぐわうこと。それ以外は、本来の欲求を満たせぬがゆえの代だい替たい物ぶつでしかありません。けれど人間たちは知恵を得たがゆえに、代替物の精せい錬れんに傾倒し、真の幸福を見失おうとしています」


    　眉まゆを寄せ、悲しそうに彼は語る。


    「ですから私は彼らに、知恵の実を食した原罪カルマを祓はらう機会を与えます。ミカエル──人間に価値を求め、期待するのはやめなさい。それは彼らを押し潰つぶしてしまう、過か剰じような重荷です」


    「重荷……」


    　ミカエルは彼の言葉を繰り返して、ぐっと拳こぶしを握りしめた。


    「……確かに、そうかもしれません。けれどわたしは……その重荷が人間にとって苦しいだけのものとは思えないのです」


    　偉大なる神祖オリジンが慈悲をもって、愚おろかな血族にチャンスを与えてくれたことはわかっている。だがそれでも、ミカエルは彼に同意することはできなかった。


    「私の考えが理解できませんか……やはり《空エ姫ア》という強大な神祖を取り込んで転てん生せいしたために、私の因子が薄れてしまったようですね」


    　嘆たん息そくした《天元エール》はミカエルをじっと見つめる。


    「っ……わたしは大天使に相応ふさわしくないということでしょうか？」


    　体が震えるのを自覚しながら、ミカエルは彼に問いかけた。


    「それは、あなた自身が決めることです」


    「え……？」


    　何らかの処分を受けると考えていたミカエルは、意外な言葉に呆ぼう然ぜんとする。


    「私の行おこないを止めたいと考え、弓を引くのならば、その決意と覚悟を正面から受け止めましょう。堕だ天てんしたあなたを槍やりに還かえし、次代へ転生させることなく、私の内へと戻します。かつての堕天使たちをそうしたように……」


    　冷然とした宣告に、震えさえ止まった。


    　ミカエルは真っ白になった頭で《天元》の言葉を聞く。


    「しかし──天使として仕つかえ続けることを選んだとしても、私はあなたを槍として用いねばなりません。間もなく、《虚帝ギンヌンガガプ》との戦いが始まります。槍で一息に終わらせなければ、彼かの古神との戦いは長引き、この地を荒こう廃はいさせてしまうでしょう。ですが《虚帝》を討った後は、あなたの働きに報むくいて転生を許し、次代も大天使として傍そばに置くことを約束します。さあ、ミカエル──あなたはどのような道を選びますか？」


    　彼の声に、怒りの色はない。どこまでも広い心と深い慈愛で、自分を受け止めようとしてくれている。


    　それを悟ったミカエルは、深々と頭を下げた。


    「わたしは……最初から《天元》様に弓を引くつもりなどありません。ただ、わたしが感じたことをお伝えしたかっただけです。天使としての役割を求められるのならば、私はミカエル・ザ・サードとして、命めいに従います」


    「わかりました。あなたの忠誠に感謝します」


    　そう言って《天元》は手を翳かざす。ミカエルは脳のう裏りに過よぎった湊みなとの顔をふり払うように首を振る。


    　──やるべきことはやった。後悔なんてない。


    　緑色の光が周囲を包み込んでいくのを見ながら、ミカエルは自分にそう言い聞かせた。
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    「あれが第二特区……《裂奥の帝国ヘルヘイム》なのですね」


    　照てる日ひは小高い山の上にある社やしろから、大地を二つに割る巨大な裂け目を見下ろした。


    　その周囲は一面の白色──かつて街だった場所も、川も、山も、深い雪の下に埋もれている。彼女は知る由よしもないが、《天穣の楽園エデン》の影響で暖かくなっている第一特区よりも気温は低い。


    　だが裂け目の中からは暖かそうな赤い光が薄く漏もれ出ていた。


    「街はあの裂け目の中にあるって話だよ。とんでもなく深くまで続いていて、《虚帝ギンヌンガガプ》は底にいるらしい」


    　大だい刀とうを背負った草くさ薙なぎは、肩を竦すくめて言う。


    「崩ほう界かい戦争の前は、あんな亀き裂れつはなかったですよね……」


    「《空エ姫ア》との戦いで《虚帝》がやっちまったらしい。正直、半信半疑だったんだが……さっきの地震を考えると、ホントなんだろうさ」


    　口の端はを歪ゆがめ、武む者しや震ぶるいをする草薙を見て、照日は眉まゆを寄せた。


    「草薙、わたくしたちは《虚帝》の説得に来たのですから、喧けん嘩かを売っちゃダメなのですよ？」


    「わかってるさ。じゃあ行くよ、照日様」


    　草薙は苦笑交じりに頷うなずき、照日をひょいと抱きあげて肩の上に座らせる。


    「わわ──」


    　少し慌あわてる照日には構わず、草薙は大地の裂け目を目指して走り出した。


    　地震のせいか、それとも元々なのかはわからないが、裂け目からはさらに細かな亀裂が辺り一帯に広がっている。亀裂の周囲は雪が解けているのを見ると、何か熱源があるらしい。わざわざ地下に街を造ったのは、雪で埋もれた地上よりも過ごしやすいからかもしれない。


    　照日を担かついで空を飛ぶように駆かける草薙だったが、裂け目が近づいてくると、顔を顰しかめた。


    「こりゃあ……ヤバそうな雰ふん囲い気きだ」


    　大地の奥から漏れ出す赤い光が輝かがやきを増している。さらにズゥゥゥゥンという地鳴りが辺りに轟とどろいた。


    「照日様、出発前に八や咫たから聞いた話を覚えているかい？」


    「あ、はい──《虚帝》のことですよね？」


    　緊張した声で照日は応じる。


    　その間にも地鳴りは続き、大きな揺れがあちこちで雪崩なだれを引き起こした。草薙は足を止めて、あと少しに迫った赤き裂け目を鋭するどく睨にらむ。


    「《虚帝》は岩石を取り込んで、体の大きさを変えられる……だがね、さすがに限度ってものがあるだろう」


    　草くさ薙なぎが見み据すえているのは、裂け目の縁にかかった巨大な指だった。大岩を無理やり繋つなぎ合わせたかのような武ぶ骨こつな手──。周囲の景色に同化していて、照てる日ひは気づくのが少し遅れたが、指が動くのを見て表情を強こわ張ばらせる。


    　岩の指が断だん崖がいに食い込み、大地が揺れ、巨大な影が裂け目の中から姿を現あらわした。


    　星空が覆おおわれる。白い世界に大きな影が落ちる。


    「これが……《虚帝ギンヌンガガプ》」


    　照日は草薙の肩の上で呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。


    　裂け目から這はい出た巨人の左胸に、赤く明めい滅めつする巨大な宝石が見えた。そして岩でできた巨人の体には、数えきれない金属の輝かがやきがある。


    　それは全身に突き刺さる無数の剣や槍やり、斧おのなどの武器──。


    「……誰かに攻撃されたのでしょうか？」


    　戸惑いながら照日が呟くと、草薙は首を横に振った。


    「いいや、あれは誰かが突き刺したものじゃないよ。あたしはね、《虚帝》に関しちゃ八や咫たより詳しいんだ。何しろ、剣けん精せいとしちゃ無視できない相手だからねぇ」


    「それはどういう……」


    「──照日様は知ってるかい？　西洋のほうじゃ、岩に刺さった剣の伝説がいくつもあるんだ」


    　裂け目の両岸を跨またいで立つ巨人を見上げながら、草薙は逆に問いかける。


    「そういうお話は、聞いたことがあるような気がするのです」


    「じゃあ……その剣は何で岩に刺さっていたんだろうねぇ？」


    「誰かが、岩に刺したからではないのですか？」


    「外れだよ、照日様。剣はね、最初からそこにあったんだ。つまり……誰が刺したわけでもなく、岩から生まれたのさ」


    「────」


    　照日はハッとして巨人の全身に突き刺さる武器を見回した。


    「そう、あの剣や槍は全部《虚帝》の体から生えてきたもの。奴やつは武器って概がい念ねんの根こん源げんみたいな存在なんだよ」


    　ウォォォォォォォ──ッ!!


    　巨人が虚うろのような口を開き、空に向かって吠ほえる。大気がビリビリと震え、大地は大きく揺れた。


    　猛たけっている。怒っている。


    　その全身から放たれる攻撃的な神しん気きの気配に、照日たちは思わず押し黙った。


    「………………あたしらのことも目に入ってない様子だねぇ。完全に怒りで我われを失ってる。このまま第一特区に殴り込みそうな勢いだ。照日様、こりゃ骨が折れそうだよ。武器は闘争の象徴──普通に考えりゃ、話が通じる相手じゃない」


    　冷や汗を垂らして言う草くさ薙なぎだが、照てる日ひは決意の表情を浮かべる。


    　困難なことだということは、最初からわかっていた。


    　けれど成し遂げると決めたのだ。湊みなとの言葉に頷うなずいた……そのときに。


    　だから照日は怯ひるむことなく、荒ぶる岩の巨人を見み据すえ、はっきりと告げた。


    「それでも、やるしかないのです。わたくしはこの言葉を──言こと霊だまを、必ず届けてみせるのです」
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    　緑の領域に──深い森の中へと足を踏み入れた途端、気温は一気に上がった。


    　肌はだに染み入る冷たい風は急に生なま温ぬるくなり、じわりと汗が額ひたいに滲にじむ。


    　──まるで別世界だな。


    　湊は暗い夜の森を駆かけながら、自分が《天穣の楽園エデン》の中にいることを実感した。


    　辺りの植物は、本来なら温暖な地域に生えるものばかりで、北端の地には相応ふさわしくない。


    《源コン仙ロン》の結界内と似た雰ふん囲い気きがある。


    　大気には《天元エール》の神しん気きが満ちており、それによって世界の在あり方そのものが歪ゆがんでいるようだ。


    　こんな環境で実った果実ならば、確かに特異な効果が生まれるだろう。何しろそれは《天元》の神気を体に取り込むのと同じようなことなのだから。


    　神気の濃度で進むべき方向はわかる。森の中で星さえ見えなくとも、迷うことはない。


    　と──急に視界が開けた。


    　森を横切る大きな川に突き当たったのだ。


    　けれど湊は速度を緩ゆるめず、そのまま水の上を駆ける。水神の血族にとって、この程度の芸当は造ぞう作さもない。


    　さらに川の水に幻素イデアを流し、巨大な龍りゆうの形へ変えて全身に纏まとわせる。


    《天元》の領域であっても、川の水だけは湊を裏切らない。湊の刀──天アマ羽ハにも水を供給し、戦闘も含む様々な状況に備えた。


    　川を渡り、再び森に入り、人間の小さな集落を水流の勢いで跳び越え、先を急ぐ。


    　集落では地震の被害があったのか、松たい明まつが焚たかれ──大勢の人間たちが外へ出ていた。


    　皆、自作したと思われる簡素で素そ朴ぼくな衣服を着ている。第七特区の生活からは程遠い雰囲気だ。


    　彼らは恐らく、既に文字のない生活を送っているのだろう。


    　それで幸せなのかどうか、直接[image: ]たずねてみたいが──今は先を急がなければならない。


    　住民たちに気づかれることなく集落の端に着地した湊は、再び森の中へと入った。


    　下草が増えて走り辛づらくなったため、木の枝を跳び移る方法に切り替える。そうしてしばらくすると、急に空が翳かげった。


    　枝葉の向こうを見上げていると、星が見えない。


    　空が曇ったのかと思ったが、森の切れ目に出たとき──そうでなかったことを知る。


    　凄すさまじく大きな木の枝葉が天てん蓋がいのように空を覆おおっていた。


    　行く手には遥はるかな高みまで伸びる幹の影──。


    　ずっと森の中を走っていたために気づくのが遅れたが、あの大たい樹じゆこそが恐らく《天穣の楽園エデン》の中心部だ。


    　ようやく目的地を捉とらえたと思ったとき、大樹から眩まばゆい光の柱が立ち上る。


    「何だ──」


    　思わず足を止め、湊みなとは緑色に輝かがやく光柱を仰あおぎ見た。


    　嫌な予感がする。間に合わなかったのかもしれないという焦あせりが、胸の奥から湧わき上がる。


    　けれど急いで走り出そうとした瞬間、微かすかな風かざ切きり音が耳に届いた。


    「っ──!?」


    　反射的に飛び退のくと、今まで自分がいた場所に氷の矢が突き刺さる。


    　まさか──。


    　矢が飛来した背後の空を振り仰ぐ。


    　枝葉の天蓋を背にして宙に浮かぶのは、《天元エール》と瓜うり二つの顔をした青髪の大天使。


    「ガブリエル……」


    　苦々しく、その名を呟つぶやく。


    　辺りに満ちる《天元》の神しん気きがあまりに濃いため、気配に気づかなかった。


    　刀の柄つかに手を添え、纏まとわせていた水の龍りゆうで全身を包み込む。


    　戦闘態勢に入った湊を見て、ガブリエルは嘲ちよう笑しようを浮かべた。


    「まさか自みずからこの地に赴おもむいてくれるとは……捕らえる手間が省はぶけたよ」


    「どうしてここに──第二特区へ向かったんじゃなかったのか？」


    「《虚帝ギンヌンガガプ》との本格的な開戦に備え、《天元》様の元へ戻ってきたのだよ。ウリエルと共にな」


    　その言葉にハッとして視線を巡らせる。すると森の暗がりからもう一人の天使が姿を現した。こちらも顔は《天元》にそっくりで、髪はくすんだ黄色。彼がウリエル──ガブリエルやミカエルと同じ大天使の一人なのだろう。


    「くそっ……」


    　ガブリエルだけでも手に余るというのに、天使がもう一人──。これでは正面突破も、振り切って先に向かうことも困難だ。


    「言っておくが、俺おれは照てる日ひから正式に命めいを受けてここへ来た。第七特区の使節である俺に手を出せば、照日を敵に回すことになるぞ？」


    　湊みなとは照てる日ひが与えてくれた抑止力を行こう使しする。


    　せめて隙すきを見せてくれることを期待したが、ガブリエルは動揺することなく肩を竦すくめた。


    「ふん──それがどうした。もはや事態は動き出している。《陽皇アマテラス》が敵となるなら、共に滅ほろぼすまでだ」


    「そう簡単に行くと思うのか？　お前たちはミカエルを槍やりにするつもりらしいが、《虚帝ギンヌンガガプ》と照日を同時に討つことはできないだろう？」


    「……槍のことも聞いたらしいな。だが案ずるまでもない。必要ならば私が二本目の槍となるまでだ」


    　それですべては解決するという顔で、ガブリエルは告げる。


    「大した忠誠心だな……けど、そこまでやればほかの柱も黙っていないぞ」


    「《虚帝》と《陽皇》が滅びれば、残る厄やつ介かいな相手は《源コン仙ロン》ぐらいなもの。あとは切り札を用いずとも事足りよう。間もなく──龍りゆう脈みやくの鍵かぎも手に入るのだからな」


    　獲え物ものを狙ねらう眼まな差ざしで湊を見み据すえ、彼は両手を広げた。


    　大気がざわめく。空に満ちる水気が、彼の元へと集つどい始める。


    「っ──」


    　それを見た湊は、地を蹴けった。向かうのはガブリエルではなく、黙って様子を見守っていたもう一人の大天使──ウリエル。


    　二対一では勝ち目が薄い。まず一方を即座に撃げき破はしなければ、ミカエルの元へ続く道は拓ひらけない。


    「第七階かい梯てい、溟クラキ！」


    　同質の能力を持つガブリエルには、攻撃を防がれる可能性が高いと考え、湊はウリエルに狙いを定めた。


    　体を包む水の龍に大量の幻素イデアを練り込み、必殺を期した牙きばへと変える。


    　密度を増した水龍は、深海のごとき昏くらさに染まり、漆しつ黒こくの顎あぎとを大きく開いた。


    「──喰くらえっ！」


    　叫び、解き放つ。黒き龍が夜や闇あんを裂いた。


    　ウリエルは動かない。だが彼の前方の地面が突然盛り上がり、土ど砂しやが空へと舞い上がる。


    　現れたのは巨大な砂の腕。


    　湊の一撃はその掌てのひらと激突し──受け止められた。


    



    「判断を誤ったな。ウリエルは地を司つかさどる大天使。砂は水を食はむ──君にとっては、私以上に相性の悪い相手だよ」


    



    　頭上から憐あわれみを含んだガブリエルの声が響くと同時に、黒こく龍りゆうは砂の巨きよ腕わんに握りつぶされる。


    　弾はじけた水はそのまま砂に呑のみ込まれ、湊みなととのリンクは切り離された。凄すさまじい脱力感が湊を襲おそうが、よろける体を無理やり動かして、その場から飛び退のく。


    　新たな土の手が湊を捕らえようと突き出し、上空から氷の矢が降り注いだ。


    「くっ……」


    　刀を抜いて矢を切り払い、跳躍を繰り返して土の腕から逃のがれる。


    　この二人を相手にして勝つことはできないと、湊は悔くやしさの中で悟った。


    　水を幻素イデアごと吸収されたせいで、体はかなり消しよう耗もうしている。先ほど以上の攻撃を繰り出すには、自じ滅めつ覚悟の最終階かい梯ていしかない。


    　だがそもそも、彼らを倒すことが目的ではないのだ。


    　──俺おれはミカエルに先代の言葉を伝える。そしてあいつを連れ帰る。


    　それが自分のやるべきことであり、勝利条件。


    　勝てない相手が立ち塞ふさがるのなら、逃げに徹して先に進むしかない。たとえそれがどれほど困難であっても、ほかに選択肢は残っていなかった。


    　頭を切り替えた湊は、跳躍中に下方へ水を放ち、地面に到達する寸前で凍らせる。


    　下草が霜しもで覆おおわれ、森の中に白い氷原が生まれた。


    　氷にすれば砂も容易たやすく呑み込めはしない。


    　凍った地面にヒビが入って、砂の腕が突き出すが──そのときにはもう湊は先に進んでいる。


    　これなら地面に足をつくことが可能だ。湊は氷原を広げながら走り、二人の大天使から逃れようと速度を上げた。


    「──散れ」


    　さらに役目を終えた氷は昇華させ、周囲を白い蒸気で包み込む。


    



    「目くらましか。浅知恵だな」


    



    　だが頭上から、ガブリエルの声が響く。


    　大気中に広がった蒸気は、一瞬で支配権を奪われ、凝ぎよう固こし──直径数メートルはある氷の矢へと姿を変えた。


    　いや、もはや矢とは呼べない。あれは杭くいだ。


    　進路を塞ぐように落ちてきた何本もの氷ひよう杭くいに足を止めると、四方から土の巨きよ腕わんが湊を包囲する。


    　跳躍を妨げるように土の腕は高く伸び、湊の頭上を塞いだ。


    　あの腕は、恐らく水では斬きれない。なら──。


    「ハァッ!!」


    　湊は刀を振り抜き、氷杭の一本を切断する。土の腕に捕まる寸前でその隙すき間まから飛び出した湊みなとだが、そこにはもうガブリエルが回り込んでいた。


    「無駄な足あ掻がきはやめたまえ」


    「無駄かどうかは──俺おれが決める！」


    　深く踏み込み、ガブリエルの首筋に向けて刃やいばを振るう。


    　重く、鈍にぶい手て応ごたえ。


    　渾こん身しんの一撃は、彼の首に触れた状態で止まっていた。


    「なぜ……」


    「この刃は、既に君のものではないからだ」


    　驚く湊に、ガブリエルは静かに告げる。


    　見れば水の刃は、半分以上が凍り付いていた。先ほど氷ひよう杭くいを斬きったときに、浸食されたのだろう。


    「水は天から地へと流れるもの。地の水を司つかさどる君では、天の水を従える私に勝つことはできない」


    「くっ……」


    　一いつ旦たん間合いを取ろうとする湊だが、足が地面に張り付いたように動かない。


    　下を見ると、土の腕が足首を掴つかんでいた。さらにその腕は蛇へびのごとく螺ら旋せん状に這はい上がり、湊の全身を縛しばり上げる。


    　背後から──足音。身動きが取れず振り返ることができないが、後ろにいるのはウリエルだろう。


    「くそっ……あああああっ!!」


    　力任せに土の縛いましめを引きちぎろうとするが、拘こう束そくは逆に強まるばかり。


    「っ……かはっ……」


    　息が詰まり、手に力が入らなくなり、刀を取り落とす。ガブリエルに刃を奪われた刀は、柄つかだけの哀れな姿で地面に転がった。


    「ミカエル……」


    　こんなところで立ち止まるわけにはいかないのにと、湊は奥歯を噛かみしめる。


    　その言葉が聞こえたのか、ガブリエルは皮肉げな笑みを浮かべた。


    「君は彼女のためにここまで来たのかな？　だとしたら既に手遅れだ。見よ──あの輝かがやきを」


    　そう言うと彼は大たい樹じゆから天へと昇る光の柱を指し示す。


    「今まさに、《虚帝ギンヌンガガプ》を討つための槍やりが形作られようとしている。堕おちたとはいえ、最低限の役割は果たしたというわけだ」


    「っ……槍は必要ない！　今、照てる日ひが《虚帝》を説得しているはずだ！」


    　やはりあの光は不吉なものだったかと、湊は焦あせりながら言う。


    「ほお、それは初耳だ。今の《陽皇アマテラス》に何かできるとは思えんが──確かに争いが回避されれば、《虚帝ギンヌンガガプ》に使う必要はなくなるな」


    「だったら、そのことを早く《天元エール》に──」


    　完全に身動きを封じられた以上、彼らに言こと伝づてするしかない。だがガブリエルは湊みなとの言葉を遮さえぎって、こう続けた。


    「では、君に用いればいい」


    「な……」


    　言葉を失う湊に、ガブリエルは酷こく薄はくな笑みを向ける。


    「槍やりで君を貫つらぬき、その力を取り込んだ次代のミカエルを誕生させる。さすればその者は龍りゆう脈みやくの鍵かぎになりえるだろう」


    「くっ……」


    　どう足あ掻がこうがミカエルの命めい運うんは尽きている──。


    　そう宣告するガブリエルを睨にらみつけるが、彼は涼しい顔で受け流した。


    　──何か方法はないか？　何か……。


    　土の腕による縛いましめは強固で、腕力での脱出は不可能。水の生せい成せいや干かん渉しようは、即座にガブリエルが妨害するだろう。


    　龍脈を頼ることも考えるが、そもそも意図的に力を引き出す方法がわからない。以前は幻素イデアを使い果たした湊を救うために龍脈が起動したが……それは湊ではなく父神の意志のようにも感じる。


    　そもそもあのとき、湊は気を失いかけていた。龍脈の鍵と言われているが、あの現象は本当に自分が引き起こしたものだったのか。


    　思い出せ──記憶を辿たどれ。


    　そうだ、あのときは確か……意識を失う寸前に体の外から大きな鼓こ動どうが聞こえて──。


    　──鼓動？


    　つい最近も同じことがあった気がする。


    　塔の上から川に落ちて、意識が途切れ、夢の中で刀の名を呼んだときに……。


    



    『───────』


    



    　どくん──。


    　何か、声が聞こえた気がした。同時に小さな鼓動も……。


    　目の前にいるガブリエルは気づいた様子がない。ならば今の声と鼓動は自分にだけ聞こえたということ。


    



    『───────』


    



    　まただ。何かが、誰かが、自分を呼んでいる。


    　土の腕による拘こう束そくで首すら動かせないため、視線だけを声が聞こえた方向に──足下へと向けた。


    「っ!?」


    　そこに転がっていたのは、水の刃やいばを失った刀の柄つか。滝裏の祠ほこらで手に取り、湊みなとの眷けん属ぞくとなった古刀。


    　──まさか、お前だったのか？


    　息を呑のんだ湊は、胸の内で問いかける。


    　ガブリエルの矢を受けて川に落ちたときも、蓮れん路じとの戦いで幻素イデアが尽きたときも……鼓こ動どうを聞いた。その主ぬしは、この刀だったというのだろうか。


    　返事はない。けれど声なき声が訴えている。


    　我われの名を呼べと。その力を求めろと。


    　──ああ、わかった。


    　土の腕に首まで絞めつけられるなか、肺に残った空気を絞り出すようにして叫ぶ。


    



    「天アマ羽ハっ!!」


    



    　どくんっ!!


    　一際大きな鼓動が響いた。


    「何を……ぐっ!?」


    　湊を訝いぶかしげに見つめたガブリエルが、突とつ如じよとして黒い帯に真横から薙なぎ払われる。さらに湊の体に巻き付いていた土の腕からも黒い帯が湧わき出して、縛いましめをずたずたに引き裂いた。


    「くっ──」


    　後方でも衝しよう撃げき音おんと苦く鳴めい。


    　ウリエルが何らかの攻撃を受けたのだろう。


    　何が起こっているのか、湊も把握できない。周囲に渦巻く黒い帯は、地面に落ちている折れた刀──天羽に集まり、漆しつ黒こくの刀身を形作った。


    『主あるじ様、某それがしを手に』


    　頭の中にはっきりとした声が響く。


    「天羽──お前なのか？」


    　驚きながらも、湊は天羽を拾い上げ、正せい眼がんに構えた。


    　ずしりと重い。刃となっている黒いモノの重量だろうか。


    　ガブリエルとウリエルはかなり遠くまで吹き飛ばされており、間合いは開いている。


    　大きなダメージを受けた様子はなさそうだが、湊みなとと同様に状況を把握できていないらしく、硬い表情でこちらの様子を窺うかがっていた。


    『はい、某それがしは天アマ羽ハ。ようやく主あるじ様に声を届けることができ、嬉うれしく思います』


    　口く調ちようは硬いが、声は幼おさない。喜び、はしゃいでいるのが伝わってくる。


    「いったい何をした？」


    『砂に混じる鉄を支配下に置き、主様をお救いいたしました』


    「鉄……」


    　湊は刃やいばを成している黒い物質を眺め、それが砂さ鉄てつの塊かたまりであることを理解した。どうりで水を刃にしていたときよりも、数段重いわけだ。


    「鉄を操あやつる……それが、天羽の力なのか？」


    『いえ、某は主様の眷けん属ぞくゆえ、主様に与えられた力しか使えませぬ』


    「俺おれの、力……？」。


    　戸惑い聞き返すと、肯こう定ていの返事が頭の中に響く。


    『そのとおりでございまする。数あま多たの水神を束ねし、強固なる楔くさび──主様に受け継がれた《覇皇スサノオ》様のお力です』


    「《覇皇》……」


    　かつて草くさ薙なぎから聞いた名だ。照てる日ひの弟神であり、極きよく東とうの水神たちと同化して《龍皇アクラ》の核となった神祖オリジン──。


    『主様、今だけは水神であることをお忘れなされ。水も土も、自然の力。より大きなものに押し流されるが定め。水神として立ち向かったのでは、あの者らには勝てませぬ』


    「……なら、どうすればいい。水神でなければ、俺は何だ？」


    　黒くろ鉄がねの刃を構えた先にいる二人の天使を見み据すえながら、己おのれの眷属に問いかける。


    『武神でございます』


    　その返事が聞こえた瞬間、ガブリエルとウリエルが動く。


    　氷の矢が上空から降り注ぎ、周囲からは幾本もの土の腕が生えた。


    　しかし湊が反応するより速く、刃から溢あふれ出た黒い帯が、そのすべてを一度に叩たたき斬きる。


    『《覇皇》様は鉄の武器を手に、荒ぶる水神たちを打ち倒した武たける神。それは水と地を、自然を征服する力。某がその力を──かつての主の力を、呼び起こして進ぜましょう』


    　どくん──と天羽の柄つかが脈動した。それと呼こ応おうするかのように、湊の心臓も大きく高鳴る。


    　全身が熱くなる。これまで眠っていた細さい胞ぼうが目覚めていく。体内を巡る幻素イデアがその細胞に流れ、新たな権けん能のうを発現させた。


    　力が湧わき上がる。感覚が研ぎ澄まされる。


    　遠く思えたガブリエルたちとの間合いが、酷ひどく短いものに感じられた。


    　試しにウリエルのほうへと、軽く地面を蹴けってみる。


    　たった一歩。


    　それだけで彼との距離は喪そう失しつした。


    「────」


    　いきなり眼前に現れた湊みなとを見て、ウリエルは驚きよう愕がくの表情を浮かべる。


    　土の腕を生み出して迎げい撃げきしてくるが、湊は構わず天アマ羽ハを振るった。


    　黒く膨ふくれ上がった鉄の刃やいばは、土の腕ごとウリエルを薙なぎ払う。メキリという確かな手て応ごたえ。


    　森の木を薙ぎ倒しながら、ウリエルは遥はるか彼方かなたまで吹き飛んでいく。


    　これが武神の──戦う神の力。自然を屈服させる剛ごう腕わん。


    　水や大地は大きな力を秘めているが、戦闘ではその荒々しい一側面を引き出しているだけだ。戦いで勝利するためには、そんな巨大すぎる力は必要ない。


    　強固な刃と、圧倒的な腕力で、相手の器うつわを破壊する──ただ、それだけでいいのだ。《覇皇スサノオ》とはその一つのみに特化した神だったのだと、湊は理解した。


    　血流を操作して身体能力を無理やり向上させる第八階かい梯ていとは違う。細さい胞ぼうの一つ一つが、自みずからの意志で力を振り絞っている。


    　この戦いに勝利せんがため──。同じ志こころざしを持ち、同じ方向に束ねられた力は、湊の内で渦を巻いて高まり続けた。


    『主あるじ様──立ちはだかる者に、武神の鉄てつ槌ついを』
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    「ああ、行くぞ……天アマ羽ハ！」


    　眷けん属ぞくの言葉に応じて、湊みなとは駆かけ出す。


    　体内の幻素イデアが凄すさまじい勢いで消費されていくのを感じるが、もう一人の天使を叩たたき伏せる猶ゆう予よはある。


    　ガブリエルは宙へと舞い上がり、湊に両手を翳かざしていた。水と氷──大小入り混じる無数の矢が、全方向から湊へ殺到する。


    「はあっ!!」


    　だが力任せに天羽を振るうと、その風圧で矢は呆あつ気けなく吹き散らされた。


    　同時に湊は跳躍──突風によって体勢を崩しているガブリエルに、空中で肉にく薄はくする。


    「貴き様さまなんぞにっ……！」


    　ガブリエルは怒りに表情を歪ゆがめ、至し近きん距離から氷の矢を放とうとするが──それより速く天羽の刀身は彼の体に届いていた。


    　黒こく刃じんが奔はしる──。


    　斬きるというよりは、打ち据すえる一撃。


    　凄まじい勢いで地面に墜つい落らくしたガブリエルは、地中深くまでめり込んで土ど砂しやに埋もれる。


    『お見事です、主あるじ様』


    　濛もう々もうと湧わき上がる土煙を見ながらクレーターの縁に着地すると、天羽が弾はずんだ声で賞賛を送ってきた。


    「っ……ギリギリだったけどな」


    　湊は肩を押さえ、苦笑する。


    　ありえない力を発揮したせいか、全身の筋肉と骨が悲鳴を上げていた。幻素も残り少ない。戦いが長引いていれば、すぐに限界が訪れていただろう。


    「それより──ミカエルだ」


    　ガブリエルたちの様子を確認することなく、湊は大たい樹じゆに向けて駆け出した。


    　光の柱はさらに輝かがやきを増し、夜の闇やみを押しやっている。


    　もう手遅れかもしれない。けれど、立ち止まることはできなかった。


    　武神として目覚め、身体能力が飛躍的に上昇した体は、軋きしみを上げながらも湊の意志に従う。


    　大樹までの距離はあっという間に縮まるが、湊は頭上に広がる枝葉の異変に気づいた。


    　まるで花弁が閉じるかのように、横方向へ伸びていた枝葉が天に向かって束ねられていく。


    　樹上から立ち上る光の柱を包み込み、緑色の枝葉は穂先のように鋭するどく尖とがった。


    　──まさか、あれが槍やりなのか!?


    　ならばもう、ミカエルは……。


    　絶望が湧き上がりそうになるが、それを振り切って湊は大きく息を吸いこんだ。


    　たとえ間に合わなかったとしても、これだけは届けなければならない。


    　喉のどが壊れても構わない。頼む──届いてくれ。


    



    「自由に生きろ、ミカエルっ!!　それが先代の──お前の母親の願いだっ!!」


    



    　その叫びは夜の空気を大きく震わせて、辺りに響き渡った。


    　あらゆる身体能力が強化されているおかげか、自分でも信じられないほどの大声だ。自身の声でキーンと鼓こ膜まくが痛む。


    　そして残響が消え、森に静寂が戻ったとき──変化は起こった。


    　変形していた大たい樹じゆの動きが止まる。


    「っ……」


    　湊みなとはその反応に一いち縷るの望みを託して、大樹の根元に走り出た。


    　しかしそこで足を止める。止まらざるをえなかった。


    　大樹の前には、緑色の髪を靡なびかせる男が立っている。彼は柔にゆう和わな笑みを浮かべて、湊を見つめていた。


    　あまりに濃密な神しん気きに圧倒され、足を踏み出せない。天を衝つくような大樹よりも巨大なモノに見下ろされているような感覚。


    　ただの気まぐれで──意識しない些さ細さいな動きで、簡単に踏み潰つぶされる……。


    　そんな予感に体が震えた。


    　武神としての血が目覚めたからこそわかる。これは決して戦ってはいけない相手なのだと。


    「──困りますね。ミカエルを惑わせないでください。あなたの行おこないは、彼女を苦しませるだけですよ」


    　だが彼の言葉を聞いて、ミカエルの名前を耳にして──震えは消えた。


    　自分にとっての勝利を諦あきらめるな。声は確かに届いたのだ。ならば今すべきなのは《天元エール》と戦うことじゃない。


    



    「ミカエル、戻ってこい！　お前が槍やりになる必要はない！　《虚帝ギンヌンガガプ》は照てる日ひが止めてくれる！　無理に役割を果たそうとしなくていいんだ！」


    



    　湊は《天元》を無視して、大樹に向かって叫ぶ。


    　ざわりと大樹の枝葉がざわめいた。


    「やめなさい」


    　微かすかに表情を動かし、《天元》は湊に警告する。


    　周囲に満ちる神気が濃度を増し、ズンと全身に圧のしかかった。《陽皇アマテラス》の言こと霊だまにも劣おとらない重圧。


    　本能は《天元エール》に従えと訴えている。だが湊みなとはそれでも言葉を続けた。


    



    「お前の母親もそんなことは望んでなかった！　本当だ！　薙なぎ姉が先代のミカエルから聞いたんだよ。もし疑うなら直接、薙姉に確かめるといい！　だから──」


    



    　ドンッ──と重い衝しよう撃げきが走る。


    　遅れて左の脇わき腹ばらに激痛。いつの間にか体は宙を舞っていた。回転する視界の中、笑みを消して湊を見上げる《天元》と目が合う。


    　何か攻撃を受けたのだろう。どこから……いったい何で──。


    　体が千ち切ぎれていないのが不思議だ。


    　それほど強烈な一撃だった。肋ろつ骨こつは確実に砕けている。


    　全身が痺しびれて受け身を取ることもできず、湊は背中から地面に落下する。


    「がはっ……」


    　息が詰まるが、湊は天アマ羽ハを地面に突き立て、それを支えにして何とか立ち上がった。


    《天元》は先ほどの場所から一歩も動いていない。


    『主あるじ様、申し訳ありません。某それがしの不覚です』


    「何が……起こった？」


    　脇腹の鈍にぶい痛みを堪こらえ、天羽に問いかける。


    『あまりに速く、知覚できませんでした。次じ撃げきに備え、全方位を警戒いたします』


    　天羽の刃やいばから黒い帯が噴き出し、円えん環かん状に湊の体を取り巻いた。


    　その様子を見た《天元》は微かすかに目を細める。


    「金属──文明の象徴であり、秘境を切り拓ひらく力。鉄をもって水を制する神……それが君の本質ですか。なるほど、ガブリエルたちが敗れるわけですね。自然神の血族には、最も相性が悪い相手だ」


    　そう言いながらも、彼は余裕の表情を崩さない。


    「っ……だと思うなら、邪魔をするな。用があるのは、ミカエルだ」


    《天元》が自分に怯おびえているとは思わないが、あえて強気で言い返す。


    「それは無理な相談です。先ほども言ったはずですよ。今更彼女を惑わせても、苦しませるだけだと。既に槍やりへの変化は始まっています。もう止めることはできません」


    　肩を竦すくめて《天元》は手遅れだと宣告した。しかしその言葉を簡単に受け入れるわけにはいかない。


    「だが、俺おれの言葉で変化は止まった。呼びかけ続ければ、何とかなるかもしれない」


    「──どうにもなりはしませんよ。天使を槍と為なすのは、私の意志によるもの。彼女が選択できる事象ではないのです。もし本当に止めたいのであれば……私を滅ほろぼすことですね」


    　いつでもかかってこいというように、《天元エール》は両手を広げた。


    　確かにそれはとてもわかりやすい解決法に思えた。けれど、その方法はダメだと直感が告げている。


    　恐怖で尻しり込ごみしているわけではない。挑発するような《天元》の言葉で、湊みなとは自分の選んだ方法が間違っていないと確信したのだ。


    　ゆえに湊は《天元》のほうへは踏み出さず、後方へ跳躍しながら叫ぶ。


    「ミカエルっ！　早く戻ってこい！　本、集めてる途中だっただろ！　そんな状態で終わってもいいのか!?」


    《天元》が小さく嘆たん息そくする。


    「その口を……閉じなさい」


    　ギィィィィンッ!!


    　甲高い音が響いたと思った瞬間、湊は横殴りに上空へと吹き飛ばされる。


    「ぐっ──」


    　展開していた鉄の帯で直撃はしなかったようだが、その衝しよう撃げきは凄すさまじいものだった。


    『主あるじ様、地中からの攻撃です！　何か鋭するどい槍やりのようなものが──』


    　頭の中に天アマ羽ハの声が響く。


    　──地中？


    　落下しながら下方を警戒すると、地面のあちこちが盛り上がり、凄まじい勢いで何かが飛び出してきた。


    　武神として戦場に臨のぞんでいる湊の目は、その軌き跡せきを見極める。


    　黒くろ鉄がねの刃やいばで打ち払い、捌さばき切れないものは天羽が操あやつる黒い帯の防御に任せた。


    　衝撃が連続し、体は上空へと押し上げられる。


    　──これは、木の根か？


    　鉄の帯で砕け散る破片を見て、湊はその正体を悟った。


    　速度と威力は凄まじいが、鉄を貫つらぬく強度はない。森を征服する鉄の刃に、木の根が敵かなう道理はなかった。能力の相性はいい。だが、それなのに──。


    　ガガガガガガガガガ──。


    　まるで逆向きの雨だ。地中から無数に湧わき出てくる木の根が湊の鉄を打ち据すえる。


    　地上に降りられない。お手玉をされているような状態だ。


    　刀と鉄の帯から伝わる衝撃は肉体に少しずつダメージを蓄積し、鉄そのものも少しずつ削り取られていく。


    「はあっ！」


    　全力で天羽を振るい、一気に根を薙なぎ払っても、すぐに新たな根が殺到してきた。


    　物量が──スケールが違いすぎる。


    　けれど、そんなことは最初からわかっていたことだ。こんなものは《天元エール》が持つ力の一端にすぎないだろう。まだ殺されていないのは、龍りゆう脈みやくの鍵かぎとして利用価値があるからに違いない。


    　ゆえに湊みなとは自分のやるべきことを続けた。


    「俺おれは……ミカエルのことを尊敬している！　人間の愚おろかさも、価値も認めているお前は、アヴァロンにとって絶対に必要な存在だ！　お前はきっとほかの天使たちより──《天元》よりも人間を幸せにできる！」


    　地上の《天元》ではなく、天高く聳そびえる大たい樹じゆに向けて湊は訴える。


    　すると大樹の枝葉が大きくざわめいた。同時に《天元》の攻撃も苛か烈れつになる。


    　根の槍やりは豪雨のように鉄の帯を叩たたき、さらに周囲から四本の太い木の根が出現する。


    　うねり、鎌かま首くびをもたげるように、湊を囲むその姿は──木の根というより禍まが々まがしい大だい蛇じやのようだ。


    　やはり《天元》は湊がミカエルに呼びかけることを止めようとしている。


    　説得に効果があるということなのか、それともほかの理由があるのか──理由はわからない。だが絶対に無駄ではないはずだと、湊は言葉を紡つむぐ。


    「アヴァロンにとってだけじゃない！　俺もミカエルが必要だ！　本を全部くれるって言ったけどな──感想を言い合える相手がいなきゃ、楽しさも半減なんだよ！」


    　ドンッ──！


    　四方から襲おそってきた大蛇のごとき根が、湊を防壁ごと空中に固定した。


    　周囲に張り巡らせていた鉄の帯が軋きしみを上げ、大きく歪ゆがむ。


    『主あるじ様、もうもちません！』


    「──わかった。合図と同時に防御を解け。あとの力は全部、跳ぶために使う」


    　悲鳴を上げる天アマ羽ハにそう告げると、湊は残りの幻素イデアを足に集中させた。


    「今だ！」


    　黒い帯が消え、刃やいばに戻った瞬間──湊は迫ってきた木の根を蹴ける。


    　目標は《天元》ではなく、ミカエルのいる大樹だ。


    　武神として強化されている体で行おこなった全力の跳躍は、湊を弾丸のように空へと撃ち出した。


    　枝葉の閉じた大樹の中心からは、まだ緑色の光が漏もれている。湊はその中にミカエルの気配を感じ取る。


    「ミカエル──戻ってこいっ!!」


    　光に向かって手を伸ばす。


    　だがその視界はいきなり闇やみで閉ざされた。


    　全身を貫つらぬく衝しよう撃げきと激痛。何が起こったのかわからないまま、意識が薄れ──気がつくと湊は地面の上で空を仰あおいでいた。


    　気を失っていたのは、ほんの数秒程度だろう。大蛇のような根の一つが、体を完全に押さえつけている。まるで自分の体から木が生えているような光景だ。天アマ羽ハはまだ手の中にあるが、力を使い果たしたらしく、鉄の刃やいばは消えてしまっている。


    　そして地に伏す湊みなとの傍そばには、変わらぬ笑みを浮かべる《天元エール》の姿があった。


    「──槍やりへの変化は止まりませんよ。私が君を止めようとしたのは、彼女に大天使として誇りある最さい期ごを与えたかったからです」


    「誇りある……最期？」


    「私は、彼女に感謝しています。代を重ね、私の心を理解できなくなった天使たちは、皆私へ弓を引きました。けれどミカエルは、私と志こころざしを違たがえながらも己おのれの役割を果たすと決めた。それは私が長年求めてきた血族の姿──在あり方です」


    《天元》の声にこれまでなかった熱が籠こもる。


    　自身に逆らうことのない天使は、彼にとって扱いやすい手て駒ごまのはずだ。だが同時に、それでは物足りなさも感じていたのかもしれない。だからミカエルの選んだ道は、《天元》にとって価値のあるものに映ったのだろう。


    「なら……どうして、そんなミカエルを槍に使おうとするんだ？」


    　湊は体を押さえつける根の重圧に耐えながら、彼に問いかける。


    「《虚帝ギンヌンガガプ》はまともな手段では滅ほろぼすことのできない相手──代を重ねていないガブリエルやウリエルでは、討ち取ることはできないでしょう。《空エ姫ア》を取り込んだ今こん代だいのミカエルと、先代の器うつわたる大たい樹じゆを束ねなければ、《虚帝》を貫つらぬくには足りません」


    　そう言うと《天元》は光の柱を包み込む大樹に目をやった。


    「あの木は……先代の──」


    「ええ、《空姫》を貫いた槍が成長した姿ですよ。今代のミカエルはあの木が実らせた果実から生まれました。そして今、彼女らは再び一つに戻ろうとしている……」


    「そんなこと、あいつの母親は絶対に望んでいない」


    　湊は強い口く調ちようで言い放つ。


    「──君に、私の血族の何がわかるのでしょうか？」


    「わかるさ。少なくともお前よりはな」


    　即答した湊を見下ろし、《天元》は目を細める。


    「これ以上、君の言葉を聞くのは時間の無駄ですね。黙ってもらうことにいたしましょう」


    　そう告げて、彼は湊の頭上に手を翳かざした。その指は小さな丸い粒を摘つまんでいる。


    「この種たねを植えれば、もう余計なことを考えなくて済むようになりますよ」


    「っ──」


    　慌あわてて湊は口を閉じる。《天元》の力が宿った植物を寄き生せいさせて、操あやつり人形にするつもりなのだろう。


    「無駄な抵抗です。この種は、どんな場所からでも芽吹きますから」


    　静かに微笑ほほえみ、《天元エール》は種たねから指を離そうとした。


    　だがそのとき──夜の闇やみが赤く染まる。


    「これは……」


    　湊みなとはそこで初めて、《天元》の表情が微かすかに変わるのを目にした。


    　それは恐らく、彼にとってあまりに予想外のことだっただろう。


    　大たい樹じゆが──燃えている。


    　当然ながら湊も何が起こっているかはわからない。


    　大樹全体が同時に発火したかのような、凄すさまじい火の勢いだ。その中で微かに緑色の光が瞬またたいている。


    　真しん紅くに近い、鮮あざやかな炎の色──。


    　だがこんなにも猛たけ々だけしく燃えているのに、なぜか怖いとは思えない。炎に宿る幻素イデアからは、包み込むような優しさが伝わってきた。


    　これは誰かを傷つける炎ではない。そう悟ったとき、ハッとする。


    「あの大樹は……ミカエルの先代……あいつの母親なんだよな……」


    　炎を見上げている《天元》に向かって湊は言葉を続けた。


    「じゃあ──わかるだろう？　先代は、ミカエルを解き放とうとしているんだよ」


    「そんな馬ば鹿かなことが……」


    「あんたが信じないのは勝手だ。けど……ミカエルは絶対に理解したはずさ。先代が本当に望んでいることを──」


    　そう言い放った直後、風が湊の頬ほおを撫なでる。


    　ぶわりと大気が動き、突風が吹いた。大樹を包んでいた炎は、真紅の竜巻となって天高くまで立ち昇る。


    「まさか──」


    　低く《天元》が呟つぶやき、目を見開いた。


    　渦を巻く炎の中から、白い翼の天使が──ミカエルが姿を現す。


    「自力で己おのれの姿を取り戻すとは……」


    《天元》が言葉を漏もらすと、ミカエルはゆっくりと首を横に振った。


    「自力じゃありません。母様が助けてくれました。戻りたいという私の願いに応こたえてくれたんです」


    　金色の髪を風に靡なびかせる彼女は、そう答えながら弓に炎の矢を番つがえた。


    「先代の力に触れ、火の権けん能のうを取り戻したようですね……封じていた《空エ姫ア》の力も溢あふれ出ている……いったいその矢で何を狙ねらうつもりですか？」


    　目を細め、《天元》は問いかける。ミカエルの肩が震えた。けれど彼女は決意の表情を浮かべて、矢を《天元》に向ける。


    　それを見て、彼は落らく胆たんの息をついた。


    「結局、あなたも私に弓を引くのですね。やはり人間の価値を守るため──その信念に基づいての行動でしょうか？」


    　確認するように問う《天元エール》だったが、ミカエルは首を横に振る。


    「──ミナトから、離れてください」


    「…………」


    　その言葉は彼の求めていたものとは違ちがったのか、沈黙する。


    　それを隙すきと見たミカエルは狙ねらいをわずかに変えて、矢を放った。


    　炎の矢は湊みなとを拘こう束そくしていた太い木の根に突き刺さり、一気に炎上させる。


    「っ──」


    　湊は燃え落ちていく木の下から抜け出し、《天元》から距離を取った。熱は感じたが、火は燃え移っていない。


    《天元》は燃える木や湊には反応せず、ミカエルをじっと見つめている。


    「彼は私から離れましたよ？　ここからどうするつもりですか？」


    「もう、《天元》様に弓を引く理由はありません。失礼をいたしました」


    　ミカエルは弓を下ろして、深々と頭を下げた。
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    「そうですか──けれど私は、あなたを槍やりとして用いる理由があります。天使としての役割を果たしてもらいますよ、ミカエル」


    「申し訳ありません……できません」


    　頭こうべを垂れたまま、彼女は謝罪する。


    「──なぜ？」


    「わたしは道具でなくてもいいのだと……母様が言ってくれたからです。あの炎に包まれたとき、母様の想おもいが──次の自分に託した願いが、伝わってきたんです」


    　湊みなとはミカエルの背後で渦巻く炎を見上げた。真しん紅くの輝かがやきは美しく、温かい。


    「《天元エール》様を敬うやまう気持ちが消えたわけではありません。ただ……わたしの命の使い道は、わたしが決めたいんです。《虚帝ギンヌンガガプ》との戦いに槍やりが必要だというのなら、それを止めようとしている《陽皇アマテラス》様の元へ向かい、お助けしたいと思います。ミナトと──共に」


    　顔を上げたミカエルは、はっきりと告げる。


    「……」


    《天元》は無言でミカエルを見み据すえた。


    　ミカエルの想いを知った湊は、彼女に向かって声を上げる。


    「ミカエル、こっちだ──八や咫たの開いた道がある！」


    　そう言って湊は駆かけ出した。自分がやってきた方向を指し示し、ミカエルを促うながす。


    「っ……ええ！」


    　はっとした表情を浮かべたミカエルは、すぐに頷うなずいて翼を広げた。空に舞い上がった彼女はあっという間に湊に追いつき、手を伸ばす。


    「このまま真っすぐ飛べばいいのよね？　なら、わたしに掴つかまって」


    「──ああ、頼む」


    　彼女の手を握った途端、湊の足は地面から離れた。


    　だが──前方の森が、爆発するように急成長し、緑の壁となって湊たちの行く手を阻はばむ。


    　さらに森の壁から伸びた無数の枝が、湊たちへと殺到した。


    「熱き風よカルド・ヴエント！」


    　ミカエルが叫ぶと、大たい樹じゆを包んでいた炎の竜巻が大きくうねり、緑の壁へと激突する。


    　枝を焼き払い、分厚い木々の壁を貫つらぬいて、焼け焦こげた風かざ穴あなが開いた。


    「全力で飛ぶわ。母様と──わたし自身の力を使って」


    　風と炎が周囲を包み、湊が熱を感じた瞬間、凄すさまじい加速度が全身を軋きしませる。


    　振り向くとミカエルが開けた穴は、遥はるか後方に遠ざかっていた。


    　けれど、これで逃げ切れたわけではない。《天穣の楽園エデン》全体が鳴めい動どうしている。


    「境界を越えた先にある集落跡だ──そこに……第七特区と繋つながる鏡がある」


    　湊は振り落とされないようにミカエルの手を強く掴み、掠かすれた声で告げた。


    「わかったわ──それならあっという間よ。このまま飛べれば……だけど」


    　彼女の言葉に不吉なものを感じて前に向き直ると、森の中から凄すさまじく巨大なモノが鎌かま首くびをもたげる。


    　それは数あま多たの木々が寄り集まってできた大だい蛇じや。しかも一体だけではない。湊みなとたちの進行方向上に、次々と大蛇が姿を現した。


    　──天アマ羽ハ、聞こえるか？


    『……はい、主あるじ様』


    　力をほとんど使い果たしたせいか、刀から返ってくる声はとても小さい。


    　──これが最後だ。絞り出すぞ。


    『承知しました』


    　どくんという脈動が、天羽の柄つかから伝わって来た。折れた刀に再び黒い刃やいばが生まれるのを確かめて、湊は口を開く。


    「ミカエル、迂う回かいしていたら逃げ場がなくなる。前は見えなくなるが、このまま真っすぐに飛べ──俺おれが道を拓ひらく」


    　湊が天羽を前方に向けると、刀身から砂鉄が溢あふれて黒い刃を形作った。


    「無茶を言うわね……まあでも、信じてあげるわよ」


    　苦笑を浮かべたミカエルは、加速だけに力を注そそぎ、大蛇の群れへと突っ込んだ。


    　炎の尾を引く黒い弾丸となった二人は、口を開けて呑のみ込もうとする大蛇を突き破って空を駆かける。


    「ぐっ……」


    　激突のたびに、防壁を維持する力は失われ──幻素イデアの欠けつ乏ぼうによって意識が白しらんだ。


    　けれど奥歯を噛かみ、必死に意識を繋つなぎとめる。


    　あと少し……この速度なら境界まで十秒もかからないはず──。


    　地上を見下ろし、境界を越える瞬間を待つ。


    　だが──いくら耐えてもそのときは訪れなかった。


    「ミナト……おかしいわ。《天穣の楽園エデン》はこんなに広くないはずなのに──」


    　ミカエルが戸惑いの声を漏もらしたとき、空から最も聞きたくなかった声が響く。


    



    「──満足しましたか？」


    



    　背せ筋すじに悪お寒かんが走り、二人は頭上を仰あおぎ見た。


    　夜の頂いただきに浮かぶのは、緑色の大翼を広げた《天元エール》──。


    　止まらざるをえなかった湊たちを天から見下ろし、彼は口を開く。


    「この《天穣の楽園》は私そのもの。逃のがれることは不可能です」


    「くそ……」


    　湊みなとは悔くやしさを噛かみしめながら、天アマ羽ハを握りしめた。恐らく空間自体を歪ゆがめられていたのだろう。


    「やっぱり、戦わないとダメみたいね……」


    　苦笑を浮かべ、ミカエルはため息をつく。


    「そうだな──それしか〝勝つ〟手段がないのなら、やるしかない」


    　どれだけ無茶なことだったとしても、最も避けるべき手段だとしても、ほかに選べる道がないのなら──。


    　覚悟を決め、湊は天上の神祖オリジンを睨にらみつけた。


    



    　ビギッ──!!


    



    　だが彼の背後の夜空に、突とつ如じよ深い亀き裂れつが走る。


    「っ!?」


    　すぐに《天元エール》も異変に気づき、背後を振り向いた。


    「境界が──この力は……」


    　驚きに染まる彼の声が耳に届いた直後、《天穣の楽園エデン》の空が砕け散る。そして空に開いた暗い穴から、巨大な岩の腕が現れた。


    　太い木の幹ほどもある指が穴の縁を掴つかみ、バキバキと力任せに空の穴を広げていく。


    　そして亀裂が地面まで到達すると、そこから岩石の巨人が姿を見せた。全身には無数の剣や槍やりが突き刺さり、左胸にある赤い宝石が、どくんどくんと明めい滅めつしている。


    「《虚帝ギンヌンガガプ》……」


    　苦々しい声で《天元》が呟つぶやく。


    　けれど湊の視線は、巨人の肩へと向いていた。そこに在あるのは、巨人──《虚帝》の硬質な神しん気きに呑のまれることのない、温かく穏やかで大きな気配──よく見知った小さな姿。


    　銀色の髪と尾を風に靡なびかせる少女は、湊と目が合うと笑え顔がおで手を振る。


    「湊ーっ！」


    「照てる日ひ……」


    　体から力が抜けた。


    　照日は、やり遂げたのだ。《虚帝》を説得し、ここまで連れてきたのだろう。


    　湊が手を振り返すと、彼女は安あん堵どした様子で微笑ほほえみ、《天元》へと向き直る。よく見れば、彼女の手には草くさ薙なぎの大だい刀とうが握られていた。


    　いや──この幻素イデアは、薙姉そのものだ。


    『……某それがしと同様に、剣としての本分を発揮しているのでしょう。草クサ薙ナギノ剣ツルギ──やはり美しく力強い姿であります』


    　脳のう裏りに天アマ羽ハの言葉が響く。どうやら草くさ薙なぎは本体である剣つるぎの姿になっているようだ。《虚帝ギンヌンガガプ》と対面して何があったかはわからないが、説得は一ひと筋すじ縄なわではいかなかったのだろう。


    《天元エール》も剣を持つ照てる日ひに視線を移して、小さく嘆たん息そくした。


    「二対一……いえ、龍りゆうやミカエルも含めると四対一ですか。少しばかり分ぶが悪くなったかもしれませんね」


    　そう言いながら、彼は背中に生えた緑色の翼を輝かがやかせる。


    　すると地上から樹木の大だい蛇じやが次々と出現し、鎌かま首くびをもたげて《虚帝》を取り巻いた。


    　だが照日は、ゆっくりと首を横に振る。


    「《天元》、わたくしは戦いに来たのではありません。喧けん嘩かはもうおしまいにするのです」


    「……おしまい？　もしや降こう伏ふく勧告のつもりでしょうか？　残念ですが──自分が圧倒的優位な立場にいると思っているのなら、それは勘違いですよ」


    《天元》は忠告するが、照日は再び首を横に振った。


    「降伏勧告などではないのです。わたくしたちが束になってかかっても、勝てる保証がないことはわかっています。ですからそのうえで、対等な立場で、話し合いをしたいのです」


    　剣の切っ先を向けることなく、視線だけを彼と合わせた照日は、落ち着いた声こわ音ねで告げる。


    「話し合い……そんなことをして今さら何の意味があると？」


    「意味は、あります。龍りゆう脈みやくを巡る利害の対立や、人間の幸福に対する考え方の違いはわかっています……すぐには妥協点が見いだせないかもしれません。ですが、話し合いを続ければ、その間は戦ったりしなくていいのです。戦わなければ──人間が死ぬこともないのです」


    　照日はそう言って、森の中にぽっかりと空いた場所へ──人間たちの集落へちらりと目をやった。


    「神オリ祖ジン同士の戦いとなれば辺り一帯はめちゃくちゃになり、他特区も巻き込んだ内戦へと発展してしまいます。幻エ類ナにも多くの犠ぎ牲せいが出るでしょうが、人間の被害はその比ではないはずです。そんなことは……人間を不幸にすることは、あなたも望んでいないはずだと、わたくしは信じているのです」


    　真しん摯しな眼まな差ざしを《天元》に向け。照日は強い口く調ちようで訴えた。


    　彼女はまだ希望を捨ててはいないのだ。《天元》と自分の志こころざしが、根本的なところでは同じであることを──。


    　人間と幻類が共に幸福でいられる理想郷。その理念に共感し、力を貸してくれた《天元》を照日は信じようとしている。


    　それは甘い考えのようにも思えたが、湊みなとは口を挟む気にはなれなかった。ぐっと奥歯を噛かみしめて、神祖たちの会話を見守る。


    「……人間のために、戦わない。あなたはそう言うのですね？」


    　少し長めの沈黙を挟んで《天元》は口を開いた。


    「はいです」


    　照てる日ひは深く頷うなずく。


    「あなたの意志はわかりました。ですが……《虚帝ギンヌンガガプ》はどうでしょうか？　アヴァロン全土に轟とどろいたあの地揺れこそ、交渉の余地が失われた証あかしに思えるのですが」


    　視線を移して問う《天元エール》だが、照日は銀色の尻しつ尾ぽをピンと立てて一いつ生しよう懸けん命めいに否定した。


    「そんなことはないのです！　あの地震は《虚帝》が動いたことによって誘発された、自然現象だとわかったのです。もちろん《虚帝》が原因であり、今も怒っているのは確かですが……あれは攻撃ではありません。ですから、仲直りできる余地はあるはずです」


    「《虚帝》が本気でそれを望んでいると……？」


    　眉まゆを寄せる《天元》に、照日は大真ま面じ目めな顔で頷き返した。


    「はいです！　《虚帝》はそうしたいと言っているのです」


    　ヴォォォォォォォ───！


    　それが肯こう定ていの返事だったのか、巨人が唸うなり声を上げ、その振動で大地が揺れる。


    　眠りを妨げられた鳥たちが森から飛び立つのを見下ろしながら、《天元》は表情を少し和やわらげた。


    「……どうやら、本当に話し合いのために来たようですね。ここでこちらから戦せん端たんを開けば、私は戦いを引き起こした悪あく神じんになってしまう」


    　皮肉を込めた口く調ちようで呟つぶやいた《天元》は、戦意を消して頷く。


    「いいでしょう。私と天使たちは、常に善と正義の象徴でなければならない。あなた方が悪あく性しようへの道を辿たどらなかった以上、誅ちゆう殺さつの大たい義ぎは失われました。互いに、人にとっての善なる立場で、言葉を交わすことにしましょうか」


    「《天元》……ありがとうなのです！」


    　照日は表情を輝かがやかせて、礼を言う。


    　この瞬間、湊みなとは自分たちの戦いは終わったのだと悟った。


    　刃やいばを失なくした天アマ羽ハを鞘さやに収めた湊は、ミカエルを見上げて言う。


    「何とかなったみたいだな……」


    「そう……みたいね」


    　ミカエルは呆ぼう然ぜんとしながら、相あい槌づちを打った。


    　すると《天元》がこちらに視線を向ける。


    「ミカエル──あなたを槍やりとして用いる必要はなくなったようです」


    「っ……」


    　その言葉にミカエルは体を硬くした。彼女の表情には安あん堵どと罪悪感が入り混じっている。


    「《陽皇アマテラス》はあなたの信頼に足る者だったようですね。私は少しばかり彼女を甘く見すぎていたのかもしれません」


    「《天元エール》様……」


    　何かを言おうとするミカエルだったが、唇くちびるを噛かんで言葉を呑のみ込んだ。


    「あなたの役割は失われました。そして私の命めいに背そむいたあなたを、大天使と認めるわけにはいきません」


    「……わかっています。私は、堕だ天てん使しです」


    　顔を伏せ、ミカエルは掠かすれた声で自みずからの立場を告げる。


    　だが《天元》は静かに首を振った。


    「いいえ、あなたは天使でも堕天使でもなく──ただのミカエルです。堕天使ならば討たねばなりませんが、私にそのつもりはないのですから」


    「え……？」


    　驚いた様子でミカエルは顔を上げる。


    「あなたは今《陽皇アマテラス》の──善の側にいる。ならば、悪に堕おちた天使と見なすことはできません。望みどおり、自由に生きるといいでしょう。私の傍そばではない──どこかで」


    　淡々とした口く調ちようで《天元》は告げる。それは訣けつ別べつの言葉。大天使の任から降ろす宣告。


    　だが同時に、彼女をすべての枷かせから解き放つ一言でもあった。


    「ありがとう……ございます」


    　ミカエルは静かに涙を零こぼし、震える声で感謝を述べた。


    　そんな彼女を眺め、《天元》は小さく笑う。


    　湊みなとはそのとき初めて、彼の本当の微笑ほほえみを見た気がした。


    　もう大丈夫──これでミカエルは自分の道を進んでいける。


    　そう確信すると同時に、意識が眩くらんだ。幻素イデアの消しよう耗もうは既に生命維持に必要な限界近くまで達していた。気が緩ゆるめば、疲労に呑み込まれるのは当然のこと。


    　ミカエルの腕を掴つかんでいた手から力が抜ける。


    「ちょっ、ミ、ミナト──」


    　落下しそうになった湊を。ミカエルが慌あわてて支えた。


    　──天アマ羽ハ、聞こえるか？


    　視界が暗く閉ざされ、意識は深い闇やみに沈んでいく。


    　その中で湊は己おのれの眷けん属ぞくに呼びかけた。


    『はい、主あるじ様。聞こえております』


    　──今回は世話になった。感謝する。


    『もったいないお言葉です。某それがしはただ眷属としての務めを果たしたまでのこと』


    　務め、役割……か。


    　もう頭がうまく働かない。


    　だが気を失ってしまう前に、どうしても一つ確認しておきたいことがあった。


    　──天アマ羽ハ。龍りゆう脈みやくの鍵かぎは……お前だな？


    　暗くら闇やみの中に問いかける。


    　以前、龍脈が起動したときに聞こえた鼓こ動どうと、天羽から響いてきた鼓動は同じものだった。


    　ならば、龍脈から幻素イデアを引き出して湊みなとを救ったのも天羽と考えるべきだろう。


    　つまり……自分は龍脈の鍵などではなかったのだ。


    『そのとおりです。某それがしは龍脈の楔くさびたる、折れた刃やいばの片割れ。ゆえに直接龍脈へ働きかけることができます。主あるじ様が滅ほろびに瀕ひんした際、私は《龍皇アクラ》様へ呼びかけ、彼かの神はそれに応こたえてくれました』


    　──やっぱりそうか。つまり、俺おれを取り合う必要なんてなかったんだな。


    　闇の底で湊は苦笑する。だが天羽は否定の言葉を返してきた。


    『いいえ、某は確かに鍵でありますが、それを回せるのは……某が鍵として機能できるのは、主様に流れる《覇皇スサノオ》の──が────です。主様が────であれば────を継承することも──……』


    　天羽が何かを言っているが、その声は次第に遠くなり、聞き取れなくなってしまう。


    　意識は完全に闇の中へと沈み、湊は深い眠りへと落ちていった──。

  


  
    終章


    



    「で──いつまでこうしているつもりだ？」


    　ソファに寝そべり、本を読み耽ふけっているミカエルに、湊みなとは呆あきれ顔で問いかける。


    「別にいいじゃない……もう少しダラダラしていたい気分なのよ……」


    　ページをめくる手を止めず、ミカエルは気の抜けた声で答えた。《天元エール》に任を解かれた反動か、ずっとこの調子だ。


    「いや、もうこんな状態で一週間だぞ。いい加減にしないと──」


    「何よ、無理やり引っ張り出すつもり？」


    　不機嫌そうにミカエルはソファの脇わきに立つ湊を睨にらむ。だが湊が言いたかったのはそんなことではない。


    「──太るぞ？」


    「っ!?」


    　顔を真っ赤かにしたミカエルはソファから飛び起きて、服の上から腹部を指でつまむ。


    「な、何よ……別に太ってないじゃない。驚かさないで」


    「このままだとそうなるって話だ。だからそろそろ、仕事をしないか？」


    「仕事……？」


    　不満げに見つめてくるミカエルに笑いかけ、湊は言葉を続けた。


    「ようやく生命の果実に関する流通の取り決めが纏まとまった。〝副作用のある薬〟として病院でのみ扱うことになったらしい。移民に関しても、第一特区での生活様式を事前に説明したうえで許可することにしたそうだ」


    「それで、人間たちは納得したの？」


    「──一応騒ぎは沈静化している。ただ、果実のこと以上に地震の影響が大きい。今のところ自然現象だということになってはいるが、《虚帝ギンヌンガガプ》が原因だということが広まればどうなるかはわからない」


    　先行きは決して明るくないことを伝えると、ミカエルは表情を曇らせる。


    「そう……」


    「それで今日きよう、各特区の代表が調印式を行おこなうんだが──俺おれは照てる日ひの護衛として同行する。できればミカエルにも一緒にきてほしい」


    　湊はそう言って手を差し出した。けれどミカエルは迷うように視線を逸そらした。


    「でも、そこにはきっと──」


    「ああ、ガブリエルやウリエルもいるだろうな。だから、いろいろと不安なんだよ。あいつらをぶっ飛ばしてから、今日まで顔を合わせる機会がなかったからな」


    　苦笑を浮かべながら、湊みなとは頭を掻かく。


    「ふ、不安だっていうなら、わたしだってそうよ！　どんな嫌みを言われるかわかったものじゃないわ」


    「けど、ずっと避け続けるわけにもいかないだろ。俺おれと一緒に第七特区で働くならな」


    　湊はじっとミカエルの目を見つめた。


    　すると彼女は諦あきらめたようにため息をついた。


    「つまり──他特区の代表が集まる場で、わたしの立場を示せってことね。いいわよ、わかったわよ！　やってやろうじゃない！」


    　本を机に置き、ミカエルはやけくそ気味に叫ぶ。


    「その意気だ。これで無職卒業だな」


    「誰が無職よ！」


    　即座にツッコんだミカエルは、頬ほおを膨ふくらませながら立ち上がり、湊の袖そでを遠慮がちに握った。


    「……わたしがガブリエルに何か言われたら、ちゃんと助けなさいよね。もう、その……な、仲間なんだから」


    　頬を染めて言うミカエルを見て、湊は苦笑を浮かべる。


    「ああ、もちろんだ。けど、ちゃんと俺のことも助けてくれよ？」


    「よ、余裕があれば……善処するわ」
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    　既にいっぱいいっぱいの彼女は目を合わせずに、ぎこちなく頷うなずいた。


    　これが役割から解放された、素すのミカエルなのだろう。


    　もちろん彼女の清せい廉れんさや芯しんの強さが失われたわけではない。けれど、弱いところもある普通の女の子なのだと、湊みなとはしみじみと実感する。


    「ちょっ──な、何でいきなり頭を撫なでてるのよ!?」


    「あ、悪い。無意識に」


    　いつの間にか彼女の金色の髪を指で梳すいていた湊は、我に返って手を離した。照てる日ひを毎日のように撫でているせいで、変な癖くせがついてしまっているようだ。


    「まったく、ミナトはもう……ほら、行くわよ」


    　ミカエルは行き場を失なくしていた湊の手を掴つかみ、部屋の扉とびらへと向かう。


    　その手はとても温かく、力強かった──。


    



    　　　　　　　＊


    



    　生命の果実に関する協定の調印式が行おこなわれるのは、海の近くにある広い会場。


    　ここはかつて照日たちがアヴァロンに帰還した際、大々的な式典を行った場所だ。


    　けれど今回の調印式は要人以外の出席はなく、観客席はがらんとしている。会場内にいるのは警備などを行う巫ふ道どう機関の職員たちと、早めに到着した各特区の代表者たち。今回の当事者である第一特区、第二特区、第七特区以外の者も、式のために訪れていた。


    「──まあ、第四特区に関しては《源コン仙ロン》様のお力で自給自足が成り立っています。特に協定を結ぶ必要はないのですが、足並みを揃そろえるため……という感じですね。《陽皇アマテラス》様への義理もありますから」


    　第四特区からの使節であるナタクは、準備の進む会場を眺めながら言う。中華風の衣装を纏まとう彼の傍そばには、火の車輪を持つ御ぎよ車しやが停とまっていた。


    「それを言うなら、私たちだって同じだわ。《天元エール》の果実なんて絶対に第五特区へは入れたりしない。けど、お母様が顔を出しておけっていうから仕方なく来てあげたのよ」


    　ナタクに応じるのは、第五特区から来た魔女──エキドナ。胸元の大きく開いた際どい衣装を身に着けている。


    「そう考えると、《陽皇》様の人望はなかなかのものですね。偏屈で有名な《虚帝ギンヌンガガプ》も心を開いたそうですし……まさにアヴァロンを支える柱に相応ふさわしい方なのかもしれません」


    　感嘆の意を込めてナタクが言うと、エキドナは肩を竦すくめた。


    「私は別に驚かないわよ。お母様が友人と認められた方だもの──そのぐらいの器うつわがあって当然だわ。それより──」


    　彼女はそこで言葉を切ると、既に舞台上の椅い子すに腰かけている色黒の女性へ視線を向ける。いや、正確に言うなら……女性が胸に抱く赤ん坊にだ。


    「……仰おつしやりたいことはわかります。まさか、第六特区からあの方が来られるとは思ってもいませんでした」


    　頬ほおから冷や汗を垂らして、ナタクは小声で言う。


    「そもそも、第六特区も私たちと同じく第一特区からの食糧支援は受けていないわ。《陽皇アマテラス》への義理もないのだから、協定を結ぶ必要なんてないのよ。それなのになぜ……」


    「……神祖が直々に調印式へ出席するのか、ですよね」


    　エキドナに続けて呟つぶやいたナタクは、女性と赤ん坊の様子を窺うかがった。


    　けれど赤ん坊をあやしていた女性が、ふとナタクたちのほうへ視線を向ける。


    　ぞくりと悪お寒かんを感じ、ナタクは視線を逸そらした。


    「神オリ祖ジン《魂沌ケイオス》……相変わらず不気味だわ」


    「──同感です。《陽皇》様が来られたら、戸惑われるでしょうね」


    　苦笑を浮かべ、彼はエキドナに同意する。


    「そうね。必要のない調印式に神祖自みずから出るのだから……それ以外の目的があると考えるのが当然だもの」


    「ともかく……早く《陽皇》様にはお越しいただきたいものです」


    　会場内には《魂沌》の濃い神しん気きが満ちていて、息苦しい。だが、あの朗ほがらかで優しい神祖が来れば、この空気も少しはましなものになるだろう。


    　そう考えるナタクだったが、そこでさらに会場の重圧が増した。


    「っ──」


    　息を呑のみ、エキドナと共に彼は空を見上げる。


    　瞳ひとみに映ったのは、大空を横切る大きな金色の鳥。


    　ぐるりと会場の上空を旋せん回かいし、鳥は地上へと舞い降りた。


    　その背には、白く長い髭ひげを蓄たくわえた老人の姿がある。彼のことをナタクは知っていた。《源コン仙ロン》とは古くから親交がある存在だったので、何度も目にしたことがあったのだ。


    その名は──。


    「──《宙翁ブラフマー》様」


    　ナタクは第三特区を統すべる神祖の名を呟く。


    　今ここに二柱の神祖が降こう臨りんした。それはこれから何かが起きることを予感させるには、あまりに十分な兆きざしだった──。


    



    　　　　　　　＊


    



    　幻エ類ナたちが新たな協定を結ぼうとしていた日、人間たちも新たな動きを見せていた。


    　蒼あおい空の下、かつてランドマークタワーと呼ばれた高層建築物の屋上で、二人の男が語り合う。


    「──あんたは、今の〝覆いを外す者たちアポカリプス〟をどう思ってんだ？」


    　飛ひ田だ蓮れん路じは潮の匂においが混じる風を感じながら、後ろに立つ人物へと問いかけた。屋上にあるのは円形のヘリポートと、そこに止まっている小型のヘリだけ。給水タンクなどの余計なものがなく、柵も低いため、見晴らしはとてもいい。


    「そうだね……遠慮なく言わせてもらうと、扱いやすくなった──という感想が適切かな」


    　低く落ち着いた声が返ってきて、蓮路は苦笑を浮かべる。


    「はッ、要するに嘗なめられてるってわけか」


    「いや、私は君たちを決して軽く見てはいない。特に指導者を失った組織を纏まとめ上げた君の手腕は、高く評価しているよ」


    「……俺おれは別に組織を纏めたわけじゃねぇ。単に俺と同じことを考えてる奴やつらが勝手についてきただけだ。幻エ類ナのいない世界をつくる──幹部にとっちゃ、人集めのお題目だったんだろうが、俺たちはそのために戦ってきた。だから、それを続ける……奴らを狩り尽くしてやる」


    　澄んだ空を仰あおぎ、蓮路は憎ぞう悪おに濁にごった言葉を吐き捨てた。


    〝覆いを外す者たちアポカリプス〟──それは幻類の根絶を掲かかげ、過激な手段も厭いとわない組織。


    　だがその実態は、人間が幻類以上の存在へ至るため研究を続けていた、古き魔術師たちの集団だった。


    　そしてその悲願は、第四特区《断界の聖域シヤンバラ》で行おこなわれた実験により達成される。


    　組織を導いてきた世現者ネビリムは、幻類たちを糧かてとする〝神人〟となった。


    　しかしシステムの中核に用いていた芦あし原はら咲さく良らの反抗と、その助力を得た辰たつ宮みや湊みなとによって、世現者は敗れ──蓮路は現在の組織に相応ふさわしくない者として彼を処断したのだ。


    　激情の光を瞳ひとみに点ともす蓮路に、もう一人の人物は静かに告げる。


    「蓮路君、残念だがそれは叶かなわぬ夢だ。幻類を根絶することなどできはしない」


    「……なら、てめぇはどうして俺たちに力を貸す？」


    「君たちのような人間も必要だと考えているからだよ。幻類がいない世界をつくりたいという君の願いにも共感している。だから私は、現実的な道を君たちに指し示した」


    「現実的、ねェ……それがこの街だってのか？」


    　蓮路はヘリポートの端から旧横浜の市街を見下ろす。


    　ランドマークタワーの周囲には、大勢の人間たちが集まりつつあった。彼らの大半は、地震で住処すみかを失なくした第七特区の住民たち。それをここまで導いてきたのは、ほかでもない蓮路だった。


    「ああ、まずは小さな一歩から始めるといい。限られた場所であるなら、幻類がいない世界は実現できる」


    　蓮れん路じの後ろにいた人物は、そう言うと歩を進めて彼の横に並ぶ。


    　恰かつ幅ぷくのいいスーツ姿の男性だ。笑みを浮かべてはいるが、それは感情が抜け落ちた酷ひどく無機質なものだった。


    「そうだな──確かに足がかりにはちょうどいい。お膳ぜん立だてしてくれたことには感謝してるぜ、名な桐ぎり壮そう真ま。巫道機関の総帥だけあって、さすがの手並みだ。だが──」


    　蓮路はそこで言葉を切り、アヴァロンの治安維持を行おこなう組織の長を睨にらみつける。


    「俺おれは、俺のやりたいようにやらせてもらう。あんたの指図は受けねえし、こんな箱庭で満足する気もねぇ」


    　だが殺意すら籠こもった眼まな差ざしで見つめられても名桐壮真の表情は揺るがない。彼は変わらぬ笑みを浮かべたまま、軽く頷うなずいた。


    「──好きにするといい。私はただ、君が私の見込んだとおりの男であることを期待するだけだ」


    　飄ひよう々ひようとした名桐壮真の態度に蓮路は舌打ちし、遥はるか地上の群衆に視線を落とす。そして低い声でこう告げた。


    「ちッ……食くえねえ奴やつだ。まあいい、せいぜい利用してやるさ。てめぇも──この第八特区もな」

  


  
    　　あとがき


    



    　こんにちは、ツカサです。


    『熾し界かい龍りゆう皇おうと極きよく東とうの七柱特区アヴアロン』もついに四巻目。アヴァロンにおいて重要なポジションに位置する《天元エール》とその血族である天使たちのお話になりました。


    　今回、天使が多く登場するに当たって、一つ苦労した点があります。


    　それは近年において、「天使」という単語が、綺麗や可愛いという言葉の代名詞として使われていることです。


    　だから迂う闊かつに「ああ……天使だ……」とか書くと、妙な空気感になってしまいます。その対象がガブリエルとか男性のキャラだと、さらに微妙な雰ふん囲い気きになることは想像に難かたくないでしょう。ですので、そんなことにならないよう、天使という単語を台詞内で使う時は注意を払いました。


    　あと、今巻ではこれまで表には出してこなかったバックボーンにも迫せまる内容となっております。


    　考えてあった設定や伏線を表に出せたのは、シリーズが続き、四巻目まで来ることができたからです。応援してくださった読者の方や、ＧＯサインを出してくれたガガガ文庫様には心から感謝しております。


    　そしてイラストを担当してくださっている、夕ゆう薙なぎ様。


    　今回も素晴らしい表紙や口絵、挿絵をありがとうございます。


    　特に、湊みなととミカエルが背中合わせに座っているシーンは、文章で表現する以上に伝わってくるものがあって、すごく素敵でした！


    　今巻からお世話になることになった編集のＴ様。


    　いきなりスケジュール面などでご迷惑をおかけして申し訳ありません。私のせいで時間が足りない中、作品を少しでもより良いものにしようとご尽力くださり、本当にありがとうございます。


    　次はできるだけ余裕を持って進行したいと思いますが……前巻のあとがきでも同じようなことを書きましたね……（汗）。今度こそ有ゆう言げん実じつ行こうになるよう努力いたします。


    　このシリーズを立ち上げてくださった前担当のＩ様にも、これまで色々とご苦労をかけてしまいました。Ｔ様と一緒に熾界龍皇を良い感じで着地させられるよう、頑張っていきたいと思います。これまでありがとうございました。


    　それでは、また。


    



    
      二〇一六年　二月　ツカサ

    

  


  
    ツカサ


    Tsukasa


    



    ８月15日生まれ。Ｂ型。
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